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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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《序幕　亀甲縛りは嫌だ》







　その日、俺が目覚めて最初に目にしたものは、半裸の美少女だった。

　ぶかぶかとしたパーカーを羽織り、ほっそりとした太ももを惜しげもなく晒さらしている。

　身だしなみに無頓着なのか、肩のあたりでぴょんぴょんはねた髪を梳とかすことなく、猫みたいなくりっとした目で俺のことを見つめている。

「やあ、おはよう虎こ鉄てつくん。きみが起きるのを待っていたよ」

　俺が目を覚ましたことに気づいたのか、にこりとほほ笑みかけてくる。

　こんな美少女に寝起き早々ほほ笑まれるなんて、男なら誰もが夢見るシチュエーションだと思う。

　でも俺は、夢なら醒さめてくれと願っていた。

　なにせ彼女の手には──

「さっそくだが、私を亀甲縛りにしてくれたまえ」

　穏やかにそう言うと、俺に縄を差し出してくる。

　こんな美少女に寝起き早々亀甲縛りを所望されるなんて、人間ならば誰もが言葉を失うシチュエーションだと思う。

　なかには嬉き々きとして縛るひともいるだろうけど、平凡な高校二年生の俺──近この衛え虎鉄に亀甲縛りの趣味などない。

　つっても俺はそうは思わないけど、信じがたいことに、俺のことを『平凡』とは思っていない連中もいるけどな。

　かくいう彼女──ライトノベル作家の鬼おに瓦がわら勘かん兵べ衛え先生もそのひとりだ。自分で言うのもなんだけど、鬼瓦先生は俺を崇拝しているのだ。

　こんなに可愛い女の子に特別扱いされるのは男として嬉うれしいことだが……俺の置かれている境遇が境遇だけに素直に喜べないんだよなぁ。

「放置プレイかい？」

「言葉を失ってるだけだよ！　ていうかなんで朝っぱらから年下の女を亀甲縛りしなきゃならねえんだ」

　そもそも縛り方わかんねえよ。

「決まっているじゃないか。亀甲縛りを作品作りに活かすのさ。たしかにきみの描く絵は現時点で文句のつけようがない出来映えだけれど、実物を見たほうがより良いイラストになると思うんだ」

「そりゃまあ、参考にはなるだろうが……」

　亀甲縛りなんて日常生活ではまずお目にかかれないからな。

　ネットで調べれば画像は見つかるだろうが、リアルで見たほうがイラスト制作の参考になるのはたしかだ。

　だとしても。

「亀甲縛りはお断りだ」

「なぜだい？」

「年下の女を縛るのは気が引けるからだ」

「では親戚のおじさんを召喚するよ」

「気まずすぎるわ！」

「私も気まずいよ」

　なら提案するなよ……。まあ、たとえ気まずかろうと、鬼瓦先生の最優先事項は『より良い作品を生み出すこと』だし、そのプロ意識は同業者として尊敬してるけど。

「とにかく亀甲縛りはお断りだ」

「そうかい。じゃあ、こっちにするかい？」

「猿ぐつわも断る！」

「これはどうだい？」

「目隠しも却下だ！」

「では黒タイツで手を打とうじゃないか」

「それくらいなら……」

　まさか鬼瓦先生がまともな提案を出すとは。意外すぎて戸惑ってしまったよ。

　黒タイツを穿はいてる女子は学校でも見かけるし、抵抗感を抱くことなく観察できる。

　俺が許可すると、鬼瓦先生はその場にぺたんと座りこみ、タイツを穿き始めた。いつも生足で過ごしているのか、穿き慣れないタイツに悪戦苦闘している。

　俺も女子がタイツを穿く姿を見るのははじめてだ。これも勉強だと自分に言い聞かせて眺めていると……ほっそりとした脚の隙間から、真っ白な下着がちらちらと見えた。変態的な言動を取るのに、下着は清純さを感じる白。そのギャップに、不覚にもドキドキしてしまう。

「……」

「ふむ。こういうとき、男の子は『パンツ見えてるぞ』とは指摘しないんだね」

「い、いま言おうと思ってたところだ！」

　もちろん噓うそである。せっかく見えてるのに、わざわざパンチラを指摘するなんて野暮なまねをする男はいないだろう。

「きみと一緒にいると、男の子の心理を学べるよ。いやぁ、参考になるなぁ」

　屈託なく笑い、雪のような白い肌を黒タイツで覆い隠す。

「で、これを観察すればいいのか？」

「きみはせっかちさんだね。いい感じに破くから、ちょっと待っていてくれたまえ」

「なぜ破くんだ!?」

「なぜそんなことを訊きくんだい？」

「なぜ俺は訊き返されてるんだ!?」

　俺がおかしいみたいじゃないか！

「きみが変なことを訊くからだよ。タイツとは、破くために作られたものだというのに」

　俺はタイツの知識に疎いが、タイツ開発者の意に反した使い方なのは間違いない。まあ、それを言っても鬼瓦先生は聞く耳を持たないだろうけど。

　エロ描写に定評のある売れっ子ライトノベル作家の鬼瓦先生にとっては、この世にあるすべてのものが『女体のエロさを引き立てるための道具』なのである。

「さあ、破いたよ。思う存分目に焼きつけて、次々とエッチな絵を描いてくれたまえ！　おっと、言い忘れていたが、もちろんお触りもオーケーだからね。好きなところを好きなように触りたまえ」

　無む垢くな顔で変態的なことを言う鬼瓦先生。

　まったく……。なんで俺は、こんな変態作家と同どう棲せいすることになっちまったんだ。つい最近まで、俺はただの漫画家だったってのに……

「ん、むぅ。これは、なかなか……くすぐったいね」

　びりびりに裂けたタイツの質感を手で味わいつつ、俺はこうなった経緯を思い返すのであった。
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《第一幕　担当編集の罠わな》







　五月一日、日曜日。

　俺──近この衛え虎こ鉄てつは大人の玩具おもちや会社『エクスタシー社』を訪れていた。エクスタシー社はアダルトグッズを制作する傍ら、『エクスタシー文庫』『月刊エクスタシー』などの出版物を発行している会社である。

　ここを訪れるのは基本的に『アダルトグッズ関係者』か『出版関係者』のいずれかだ。

　そして俺は後者としてここへ来た。




　俺は、デビュー二年目の漫画家なのである。




　中学三年生の冬、受験勉強そっちのけで描き上げた『熱血英雄・パッションマン！』がエクスタシー社主催のエクスタシー大賞・コミック部門で佳作を受賞。高校一年生の春、受賞作が月刊エクスタシーに読み切りとして掲載され、漫画家デビューを果たした。

　ペンネームは『虎鉄』。年齢と出身地は受賞欄に載っているためクラスメイトに正体がばれてしまい、サインをねだられるかもしれない！　……などとドキドキした俺は徹夜でサインの練習をしたが、いまではどんなサインだったのか思い出せない。誰にもねだられなかったからな。

　ま、考えてみりゃ当然か。

　よほどのファンじゃない限り、作家のプロフィールなんざ興味ないしな。そのうえ俺は読み切りを最後に漫画家らしいことはしちゃいないのだ。ファンレターをくれた連中も、俺のことなんかすっかり忘れているだろう。

　もちろん連載を勝ち取るために原稿を提出してきたが、すべてボツにされている。

　だが、いつまでもボツ地獄にはまる俺ではない。

　度重なるダメ出しを受け、俺は成長したのだ。

　今回の原稿で担当編集をぎゃふんと言わせてやるぜ！

　そして俺の生み出した熱い物語で、多くの少年をとりこにしてやるんだ！

「やってやる！　今度こそやってやる！」

　打ち合わせブースのある五階へ向かうエレベーターのなかで俺は闘志を燃やしていた。近くに警備員がいれば取り押さえられそうだが、エレベーターには俺しかいない。たとえ近くに誰かがいたとしても、事情は察してくれるはず。

　打ち合わせ前の作家ってのは、闘志を滾たぎらせるもんだ。

　そうして意気込んでいる間に五階に到着し、清潔感の漂う打ち合わせブースを訪れる。しばらくそこで待っていると、スーツ姿の女性がやってきた。

「お待たせしました～！」

　担当編集の猿さ渡わたり彩いろ葉はさんだ。

　高校在学中にバイトとして働いていたらしいが、漫画部門を設立する際に編集部が人手不足に陥り、猿渡さんは高校卒業を機に正社員として入社することになったのだとか。

　漫画部門ができて間もないため、猿渡さんもまだ若い。俺と四つくらいしか歳が離れていないのだ。

　天使みたいに清純そうな見た目だし、はじめての打ち合わせで顔を合わせたときなんか、思わず惚ほれてしまいそうになったほどだ。




「いやぁ、オ●ホ部門の方と話しこんでて遅れちゃいました」




　すぐに夢から醒さめたけどね。

　元々変態だったのか、入社してから変態になったのかはわからないが、はじめての打ち合わせのときも同じような遅刻理由だったことを鮮明に覚えている。

　さておき、猿渡さんは見た目は天使だが、中身は悪魔のようなひとだ。俺が魂をこめて生み出した原稿を『ボツです』の一言で片づけようとするからな。
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　けど、ボツ地獄も今日で終わりだ。

　今日こそボツの嵐に終止符を打ってやるぜッ！　そして猿渡さん、あんたにぎゃふんと言わせてやるからな！　覚悟しとけ！

「お疲れさまです！」

　椅子から立ち上がって頭を下げる俺。闘志を燃やしてはいるが、猿渡さんは俺の大事な取引相手。喧けん嘩か腰ごしで挑むわけにはいかないのだ。

「さっそくネームを拝見してもいいですか？」

「もちろんです！」

　カバンから封筒を取り出し、猿渡さんに渡す。

　猿渡さんは封筒から原稿を取り出すと、あきれたような、感心したような、複雑そうな顔をする。

「虎鉄先生、これ……ネームじゃありませんよね？」

　俺はドヤ顔でうなずく。

「はい！　すぐにでも本誌に掲載できるように完成させてきました！」

「また完成させちゃったんですか？　新作打ち合わせはネームでするって、わたし何度も言いましたよね？　ていうか先月言ったばかりですよね？」

「完成原稿のほうが作品の雰囲気も伝わりやすくなると思いまして。なのでカラー扉絵も描いておきました！　迷惑でしたか？」

「い、いやまあ、わたしはべつにいいんですけど。ただ、新作の打ち合わせをするたびに完成原稿を用意するのは、虎鉄先生にとってもかなり負担になるんじゃないかなと心配で……」

「だいじょうぶです！　俺、漫画を描くの大好きですから！」

「そうですか。まあべつに止めはしませんけど。原稿を最後まで描き上げる根性はプロとしてやっていく上で必ず必要になってきますし、色塗りスキルが飛躍的に上達したのはこちらとしても嬉うれしい誤算ですからね」

「嬉しい誤算？」

「こちらの話です。ではさっそく拝見しますねっ」

　と、猿渡さんはもの凄いペースで原稿を読み始めた。

　この光景をはじめて見たときは、ちゃんと読んでいるのか不安になった。

　だけどいまは違う。

　猿渡さんは俺の原稿を読むと必ず頰ほおを紅潮させ、身体をもじもじさせるのだ。

　そしていま、猿渡さんは頰を紅潮させている。

　つまりちゃんと読んでるってことだ。

　まじめに読んでいることがひしひしと伝わり、俺は思わず緊張する。

「ふぅ……。いただいた原稿、拝見いたしました」

「ど、どうでしたか？」

　猿渡さんは、にこりと笑う。

「とても素晴らしかったです！」

　開口一番褒めてくる。

　しかし油断はできない。安心などできるわけがない。いまの台詞は、毎度お馴な染じみなのだから。

　俺はごくりと生唾を飲みこみ、

「……素晴らしいって、ストーリーがですか？」

　きょとんとされた。

　どうしてそこできょとんとするんだ？　不安になっちゃうじゃないか。

「いえ、素晴らしいのは絵です。ほんっと、虎鉄先生の絵はとてもエッチですね！　最高ですよ！」




　俺の絵はエロい。




　はじめてそう指摘されたのは小学生の頃だった。

　昔から絵を描くのが好きだった俺は、『お友達の似顔絵を描いてプレゼントしよう』という授業の際、当時密かに恋心を抱いていたミヨちゃんを描くことにした。

　喜んでほしくて顔だけではなく全身を描いたところ、ミヨちゃんは赤面した。

　もしかして『私こんなに可愛くないよぅ』って照れてるのかな？　そう思ったが、翌日ミヨちゃんの父親が『俺の娘をエロい目で見ているガキはどこのどいつだッ！』と教室に乗りこんできたのだ。

　中学生の頃も似たようなことがあった。

　夏休みの課題として文化祭のポスターを描き、全校生徒の投票で一位を獲得した作品が公式なポスターになるという企画だった。

　自分の絵を大勢に見てほしくて、気合いをこめて描いたのだが……夏休み明け、朝礼で校長が『まことに悲しいことに、我が校の生徒に文化祭を性的な目で見ている者がひとりいる』などと泣きだしたのである。

　校長も悲しかったのだろうが、俺のほうが悲しかった。

　小学生のときも中学生のときも、俺はエロい絵を描こうとは思っていなかったのだから。

　だけど……たとえわざとじゃなくても、エロい絵を描いてしまうと、みんなに白い目で見られてしまう。

　俺はエロさを封じるため、雄々しい男が活躍する漫画を読み、模写をすることにした。筋肉質な男を描きまくることで、エロさが抑えられると思ったのだ。

　その過程で、俺は血湧き肉躍る熱血漫画──『血ち煙けむり大だい吾ご郎ろう』と出会った。

　背中と拳以外に対話の術を持たない大吾郎の男らしさに惹ひかれ、同じようにかっこいい男が活躍する少年漫画を描きたいと思うようになったのだ。

　そして中学三年生の冬、一番締切が近かった新人賞に投稿し、佳作を受賞したのである。

　俺の漫画を評価してくれるひとがいた！　──と、そのときは泣くほど喜んだのだが、受賞作一覧のページに載っていた審査員の講評を読み、現実を突きつけられた。




　──絵はプロとして第一線で活躍できるエロさだが、話は頭が痛くなるほど酷い。




　それが俺に対するプロの評価だったのだ。

　俺の絵は、プロの目から見てもエロい。

　エロく描いたわけじゃないのに、第一線で活躍できるエロさ。

　おまけに自信のあったストーリーは、頭痛を誘発するほどの酷さだった。

　あの絵のどこがエロいのか。

　何度読み返してみてもわからなかった。

　おそらく親が娘に欲情しないのと同じ理屈なのだろう。

　いまでも俺は、自分の絵がエロいとは思っていない。

　もちろん白い目で見られていた頃に比べると、褒めてもらえるだけでも嬉しいけどな。

　でも、そろそろストーリーのほうも褒めてほしいのだ。

　そのための努力はしてきたし、今日こそ褒めてもらえると期待していたのだが……

「それで、どうですか？」

「なにがです？」

「なにがって、連載できるかどうかですよ！　俺、今回はかなり自信あるんです！」

「ボツです」

　さらっと言われた。

　くそっ、いつもいつも無慈悲にボツを突きつけやがって！

「どうしてボツなんですか！」

「クソつまらないからですよ」

　いつもと同じ理由だった。

　なぜこの面白さが伝わらないんだ！

「どこがどうつまらないんですか！　ちゃんと前回の反省を活かしてきたのに！」

「わたし、前回なんて言いましたっけ？」

「『読者が共感できるストーリーを考えてください』ですよ！　それで俺、中高生が共感できそうな恋愛物を描いてきたんですよ！」

　主人公が一ひと目め惚ぼれした女の子と付き合うために努力する物語だ。




　可愛い女の子と付き合いたい──。




　これに共感できなくて、なにに共感できるってんだ！

「えっと、ひとつひとつ指摘しなきゃだめですか？」

　猿渡さんは、とても面倒臭そうに言う。

「ちゃんと指摘してください！　このままじゃ納得できません！」

「わかりました。まず、主人公に問題があります」

「主人公に？　……思い当たる節がないんですけど」

「そうですか。では言いますけど──主人公の身長二センチってどういうことですか!?　一コマ目から読者の共感置いてけぼりですよ！」

　なんだ、そこが引っかかったのか。

「それにはちゃんと理由があります！　主人公の目標は、身長を二メートルに伸ばすことですから！　そして最終的に『身長二メートル以上の男と付き合いたい』が口癖の女子と付き合うんです！」

「その娘の口癖はさておき、二センチから二メートルは高望みしすぎです！　たとえば、打ち出の小こ槌づちみたいな道具を手に入れる話ならまだ納得できますが、背を伸ばす方法が『毎日一杯の牛乳を飲む』って、どうしてそこをリアル路線にしちゃうんですか！」

「俺、恋愛物にファンタジー設定は出したくないんですよね」

「主人公の存在が一番のファンタジーなんですが!?　ていうか牛乳にそんなすごい効果はありませんから！」

「なぜそう言いきれるんですか！」

「中学生の頃から毎日飲んでるのに育たないからですよ！」

　悔しげに胸を押さえる猿渡さん。

　くっ、物証を出されてしまっては反論できない……！

　猿渡さんは、ごほんと咳せき払ばらいして、

「身長二センチにするならするで、きちんとその設定を活かしてください」

「活かしてます！　主人公はこっそり民家に忍びこみ、住民に見つからないように牛乳を失敬するんです！　もし高身長だったら、牛乳は手に入りませんよ！　その前に捕まってしまいます！」

「高身長なら、普通にスーパーとかで買えばいいと思います」

「スーパーで牛乳を買う話のどこが面白いんですか！」

「ではお訊ききしますが──『民家に忍びこみ、牛乳を失敬する』。これのどこが面白いんですか？」

「身長二センチだと、探しまわるのは一苦労ですからね。家中歩きまわって冷蔵庫を発見したときの喜びを楽しんでいただければと思います」

「それがまったく共感できないんです！　冷蔵庫の場所がわからずに歩きまわったひとがこの世に何人いるんだって話ですよ！　たとえばここで飼い猫に襲われるとかにすれば、バトルもできますし、物語に緊張感も生まれると思いますが」

「猫に暴力を振るう主人公はちょっと……」

「まあ、わたしも動物に暴力を振るう主人公は共感されにくいと思いますけど……それを言ったら、まったく盛り上がりどころがありませんからね、この話……。あと、せっかく身長が低いんですから、女の子のスカートのなかが見えてしまうとか、そういうラッキースケベを描いてください。いまのままでは虎鉄先生の持ち味がまるで活かされてません。これ、前回の打ち合わせのときも言いましたよね？」

「はい。ですので、今回はちゃんとラッキースケベを入れておきました」

「えっ？　そんな、虎鉄先生のラッキースケベを見落とすわけが……」

　猿渡さんは慌てて原稿に目を通す。

「えっと……すみません、該当するシーンが見当たらないのですが……」

「膝裏です」

「わかるかァ！」

　猿渡さんがキレた。

「えっ？　膝裏がチラッと見えたら、ドキッとしませんか？」

「そういうフェチの方がいるのはわかりますけど！　月刊エクスタシーは一〇代後半から二〇代前半の男性がメインターゲットなんですからもっとわかりやすいラッキースケベにしてください！　パンツとかおっぱいとか、そういうのを！」

「俺、そういうのはあまり描きたくないんですよね」

　俺は元々『血煙大吾郎』みたいなのが描きたくて漫画家になったからな。エッチな漫画ではなく、血湧き肉躍るような熱い漫画が描きたいのだ。

　べつにエッチなものが嫌いってわけじゃないけどな。

　女の子の膝裏とかうなじとか好きだし、さっき猿渡さんが言ったおっぱいとかパンツも人並みに好きだしさ。

　ただ、それとこれとは話がべつ、というだけのことである。

「なにもエッチな話を描けとは言ってません。一話に一回でいいので、ラッキースケベを入れてくださいと言ってるんです。それが無理なら、なるべく多くのコマに女性キャラを登場させてください」

「それだけでいいんですか？」

「はい。どう足あ搔がこうと、虎鉄先生が描けばエッチなキャラになりますからねっ！　今回いただいた原稿には、女性キャラは腰から下しか出てきませんけど……それでもドキドキしましたもん」

「俺は普通に描いてるだけですけど……」

「そう思ってるのは虎鉄先生だけですよ。何度も言いますけど、虎鉄先生は良くも悪くも感性がぶっ飛んでますからね──絵は良い意味で、ストーリーは悪い意味で」

「連載するには、とにかくストーリーをなんとかするしかないってことですね？」

「ストーリーだけじゃありません。台詞せりふもところどころおかしいです」

「どこがです？」

「一ページに三箇所はありますけど、一番おかしいのは主人公の決め台詞──牛乳を手に入れたあとですね」

「そんなにおかしかったですか？」

「おかしすぎて我が目を疑いましたよ！　物語の締めの台詞が『ぷはあっ、美う味まいっ！　やっぱり牛乳はニコニコ乳業に限るぜ！』ってこれじゃあ広告漫画ですからね！　うち、ニコニコ乳業さんとタイアップとかしてませんから！」

「美お味いしいですけど」

「美味い不ま味ずいの話をしてるんじゃありません！」

　猿渡さんは疲れたようにため息をつき、

「とにかく、ボツです」

　と言った。

「またボツですか……」

「またボツです。わたしとしても、虎鉄先生の熱意は認めてますし、ファンの方々のためにも、早く連載させてあげたいんですけどね」

　まだ一度しか読み切りを掲載してないのにファンがいるのは、本当にありがたいことだ。

　ま、みんなが待ってるのは『漫画』じゃなくて『絵』だけどな。

　ファンレターにも『絵は最高にエロいですね！』とか『ツイッターに毎日絵を投稿してください！　たぶん忙しいと思うので、その他のことは呟つぶやかなくていいです』とか書いてあったし。

　先輩作家は『つらいことがあったらファンレターを読み返す』とか言ってたけど、俺がやると心が折れてしまいそうだ。

　ま、どんなにつらいことがあろうと諦めるつもりはないけどな！　いつかきっと最高の血湧き肉躍るようなストーリーを考えてみせる！

　そしてファンのみんなに絵と話の両方を──漫画を楽しんでもらうのだ！

「わかりました！　今日は原稿を見てくださってありがとうございました！　また原稿ができたら持ってきますね！」

「あっ、ちょっと待ってください」

　帰ろうとしたところ、猿渡さんに呼び止められた。

　いつも打ち合わせのあとはぐったりしてる猿渡さんがこんなことを言うなんて珍しいな。テーブル上に忘れ物は見当たらないし、もしかして……

「……もう俺とは仕事しないとか言いませんよね？」

「そんなことぜったいに言いません」

　猿渡さんは真顔で言う。

「犯罪に手を染めない限り、弊社が作家さんに三み行くだり半はんを突きつけることはありませんよ。それ以前に虎鉄先生を手放すようなもったいないことはできません。そんなことをすれば編集長がキレますし、オ●ホ部門の方にも怒られます」

「なぜ俺はその部門の方に擁護されてるんですか!?」

「虎鉄先生が成人したらオ●ホのパッケージを描いてもらうんだ～、って言ってました。本当はいますぐにでも描いてほしいそうですが、まだ未成年ということで、遠慮しているみたいです」

　猿渡さんをはじめとするたくさんの社員が、俺のことを評価してくれている。

　だというのに、俺はその期待に応えられずにいる。

　ストーリーが足を引っ張り、連載を勝ち取れずにいるのだ。




　──どうすれば面白い物語を生み出すことができるのか。




　世間と感性がずれているらしい俺の頭では、どれだけ考えても思いつかない。

「とにかく虎鉄先生は、弊社の宝なんです。ですが、このままでは宝の持ち腐れになってしまいます。そこでひとつご提案なのですが……」

　と、猿渡さんが探りを入れるような眼差しで言う。

「虎鉄先生……挿絵の仕事に興味ありませんか？」

「挿絵ですか？」

「はい。ライトノベルの挿絵です」

「そういう仕事って、俺みたいな新人漫画家でもできるんですかね？」

　両立しているひともいるけど、漫画家とイラストレーターでは求められる技術が違うのではないだろうか。

「安心してください。虎鉄先生にはイラストレーターとしての才能があります。一年以上虎鉄先生の絵を見てきたわたしが言うんですから間違いありません！」

　漫画家としての才能はないと言われているみたいで、なんだか複雑な気分だ。

「だけど、原作者は反対するんじゃないですか？」

　漫画家と同じように、小説家も新作の企画を通すのに苦労しているはずだ。イラストを担当するのが実績のない新人漫画家だと向こうも不安になるだろう。

「反対？　とんでもありません！　むしろ歓迎されますよ！　なにせあちらからオファーしてきたんですからね！」

「そうなんですか？」

「はい！　しかも弊社が誇る超絶売れっ子作家──鬼おに瓦がわら勘かん兵べ衛え先生がですよ！」

　こんなに光栄なことはない、とばかりに声を張り上げる猿渡さん。

　俺はラノベに詳しくないが、鬼瓦勘兵衛のことはさすがに知っている。エクスタシー社の看板作家だし、廊下に作品のポスターが貼ってあるし、クラスメイトが話してるのを聞いたことがあるからな。

　それに、鬼瓦先生には個人的な恩もある。

　一〇年前に創設されたエクスタシー社の出版部門は、最初はラノベだけを発行していたのだ。

　当時は赤字続きだったらしいが、四年くらい前の新人賞で鬼瓦勘兵衛を獲得したあと、一気に黒字に転じたらしく、漫画部門を設立する余裕ができたのだとか。

　そして俺は漫画部門の第一回新人賞で、佳作を受賞したのだ。俺が漫画家になれたのは、鬼瓦勘兵衛先生のおかげなのである。

　そんな鬼瓦先生が、俺と一緒に仕事をしたいと言ってくれた。嬉しくないわけがないし、恩返しのためにも仕事を引き受けたいと思う。

　ただ、イラストの仕事を引き受けると、漫画に割ける時間が減ってしまうしなぁ……。

　そんな俺の迷いを察したのか、猿渡さんが言う。

「鬼瓦先生は多くの作品を生み出してきましたからね！　そんな作家さんと仕事をすれば、ストーリー作りについても学べますよ！」

「た、たしかに……！」

　漫画家になりたくて新人賞に投稿したのだ。漫画一筋で生きていくのが理想だが、このままでは連載なんて夢のまた夢だ。

　急がば回れ──。

　この先ずっとボツを続けるより、売れっ子作家からストーリー作りのノウハウを学んだほうが、連載の近道になるだろう。

「ところで……虎鉄先生は、鬼瓦先生についてどれくらいご存じですか？」

　と、猿渡さんが探りを入れるような視線で見つめてきた。

「売れっ子作家ということはわかりますけど……作品を読んだことがないって、やっぱり失礼ですかね？」

「いえいえ、まったく問題ありませんよ。鬼瓦先生は売れっ子作家であり、弊社の存続に欠かせない存在──それだけわかっていれば充分です」

「はあ」

　なにか引っかかる物言いだったが、猿渡さんが問題ないと言うのなら問題はないはずだ。エクスタシー社の命綱である鬼瓦先生に失礼があれば、困るのは猿渡さんのほうだしな。

「ちなみにギャラについてですが。弊社では通常、表紙等込みで一作品あたり三五万円が支払われます。ただ、ここだけの話ですが、鬼瓦作品の担当イラストレーター様には、倍額が支払われることになっています」

「倍額って、七〇万ももらえるんですか!?」

「はい！　さらに重版がかかるたびに一〇万円が支払われます！」

「一〇万円が!?　……あっ、でも重版って滅多にかからないんじゃないですか？」

　重版とは書籍が想定以上に売れた際、新たに増刷することだ。滅多にないことなので『重版童貞を卒業する』という言葉が生まれるくらい記念すべきことなのだと先輩作家が言っていた。

　鬼瓦先生はとっくに重版童貞を卒業しているが、編集部も売れるのがわかっているため、初版を大量に刷るはず。

　ほかの作家に比べると重版のハードルは高いのではないだろうか。

「心配いりません！　鬼瓦先生は、常に我々の予想を超えてきますからね！」

　おおっ！

「当然、重版もかかります！」

　おおぉっ！

「ここだけの話、鬼瓦作品の担当イラストレーターのなかには一年で一〇〇〇万円以上を稼いだ方もいるんですよ！」

　すげえ！

「一〇〇〇万円ですか!?」

　一年で三冊から四冊、二一〇万から二八〇万稼いだとして、残りは不労所得だ。お金のほうから転がりこんできたのだ。その担当イラストレーターさんは、今頃ウハウハだろう。また鬼瓦先生と仕事をしたいと思っているに違いない。

　そんな競争率のなか、鬼瓦先生のほうから声をかけてくれたのだ。一〇〇〇万円も稼ぐことができれば卒業後もしばらくはバイトすることなく漫画制作に打ち込める。この話を断るのはあまりにももったいない！

　俺の心が『イラスト仕事』に大きく傾く。

「ああ、そうそう。そういえば虎鉄先生って一人暮らしでしたよねぇ？　お金、必要じゃありませんかぁ？」

　猿渡さんが、ささやくように──誘惑するように言う。

「はい、必要です……」

　正直、お金に困っていたのだ。仕事に集中できると思い、高校入学を機に一人暮らしを始めたはいいが、まったく稼ぎがないからな。親の反対を押し切って一人暮らしを始めたため仕送りはなく、昔からコツコツ貯ためていた貯金は底を突きつつあるのだ。

　このまま作家としての稼ぎがなければバイトするしかないけど……漫画制作に集中するために実家を出たのにバイトに時間を費やしたんじゃ本末転倒だ。

　かといって、働かなければ冬を迎える前に貯金が尽きてしまう。

　そんな俺にとって猿渡さんの提案は渡りに船だ。ストーリー作りの参考になり、大金も手に入るなんて──これ以上ない破格の条件である！

「それで、引き受けていただけますか？」

「はい！　よろしくお願いします！」

「ありがとうございます！　では、こちらの契約書にサインを！」

「はい！　──できました！」

「たしかにいただきました！　ちなみに、明日はなにか予定ありますか？」

「いえ、学校があるだけで、ほかには特になにもありません！」

「では明日の一八時から鬼瓦先生を交えて打ち合わせをしましょう！　いやぁ、よかったよかった！」

　きっと俺が仕事を見つけたことが嬉しいんだろう。猿渡さんは、本当に嬉しそうに声を弾ませるのだった。





◆






　打ち合わせから一日が過ぎ、ゴールデンウィーク合間の平日であるこの日の夕方。

「よぅ、近衛！　明日カラオケ行かねーか？」

　帰りのホームルームが終わり、帰り支度をしていると、クラスメイトが声をかけてきた。

　ええと……誰だっけ。

　ちらっと名札を見ると、山やま田だらしい。

　あまり話したことのないクラスメイトから遊びに誘われ、戸惑ってしまう。まあ、山田だけじゃなく、このクラスの連中とはほとんど話したことがないんだけど。

　休み時間はノートにネタを書いてるし、学校が終わったらすぐに帰宅して構想を練るか、絵の練習をしてるからな。おかげで人間以外にもいろんなものを描けるようになったし、カラーイラストも上達した。

　漫画家を目指すようになってから、俺は毎日の大半を漫画に捧ささげているのだ。おかげで学生生活は灰色に染まっているが、悔いはない。

「俺と山田、ふたりでカラオケに行くのか？」

「近衛だけと親睦を深めるのも悪くねえが、今回はクラスの奴ら全員で行きたいと思ってるぜ」

　親睦会みたいなものかな？　二年生に進級して一ヶ月。時期的にはちょっと遅いけど、明日から三連休だし、親睦会を開くにはちょうどいい機会だ。

「だったらカラオケ以外にしたほうがいいんじゃないか？　クラスメイト全員で行ったら、ひとり一曲くらいしか歌えないぞ」

「いいんだよ、それで。歌うのが目的じゃないからな。ただ、このあたりじゃカラオケのパーティルーム以外に三〇人収容できる施設はないんだ」

　遊園地とかはどうだろうと提案しようと思ったが、それだとバラバラに行動することになるし……

　山田の言う通り、密閉された空間で過ごしたほうが親睦は深まりそうだ。

「とにかく近衛も来たほうがいいぜ。なにせせっかくのチャンスだからな」

「チャンス？」

　山田が顔を近づけ、声を潜める。

「ほら、二にの宮みや狐こ々こ亜あっているだろ？　今回のカラオケは、二宮さんと仲良くなるチャンスなんだよ」

　山田は教室の後方をチラッと見る。

　窓際最後尾の席では、女子が帰り支度をしていた。

　二宮狐々亜である。

　クラスメイトの名前を把握していない俺でも、彼女の名前は知っていた。

　なにせとんでもない美少女だからな。

　両親のどっちが外国人なのかはわからないけどハーフらしく、人形みたいに整った顔をしている。ポニーテールにまとめられた髪は金ぴかで、肌は雪みたいに真っ白だ。

　それだけでも充分目立つが、なにより目を引くのが大きく膨らんだ胸である。

　まじまじと観察したわけじゃないけど、俺がいままで見てきた胸のなかで一、二を争うサイズなのは間違いない。

　おまけに派手な見た目とは裏腹に、性格は控えめときた。そんな女子が男子にもてないわけがなく、こうして山田たちに狙われてるってわけだ。

「仲良くなるためってことは、二宮もカラオケに来るのか？」

「まだ誘ってないぜ」

　なぜ最初に誘わないんだ？　そこ、一番大事なとこじゃないのか？

「近衛が疑問に思っていることはわかる。だがな、普通に誘っても、断られるのはわかりきっていることだ。前例が多すぎるからな。そこで『クラスメイトの親睦を深める会』という名目で誘うことにしたってわけだ」

　なるほど。たしかにそれならよほどの用事がない限りはついてきてくれそうだ。山田、知恵の巡る奴だ。

「いま何人くらい集まってるんだ？」

「男子は近衛を除いて全員参加が決まってるぜ」

「なるほど。で、女子は？」

「二宮さんを除いて全員不参加が決まってるぜ」

　だめじゃん。ぜったい上手くいかないよ、それ。二宮にとってハードル高すぎる親睦会だよ。

「ったく、なんで断られたのかねぇ」

　山田は不思議がっている。二宮を誘うことに躍起になっている山田たちにはわからないだろうが、第三者の俺にはわかる。

　女子は二宮と仲良くなるためのダシに使われていることに気分を害しているのだ。なぜ山田たちの恋路に協力しなければならないのか、やるなら勝手にやってろ。そう思ったに違いない。

「で、近衛はどうする？　来るか？」

「俺が行ったところでなにも変わらないだろ」

　パーティルームが少しむさ苦しくなるだけだ。

「そいつはどうかな。二宮さん、近衛のことチラチラ見てるし、もしかしたらお前に興味あるのかもしれないぜ？」

「俺に？」

　チラッと振り返ると、目が合った。しかし、すぐに逸らされてしまう。山田の言う通りだったが──まあ、俺たちの話が聞こえてこっちを見ていただけだろう。

　そもそも俺は、漫画に青春を捧げると決めたのだ。女子との恋愛に興味はあまりない。なんとしてでも猿渡さんを唸うならせる珠玉のストーリーを生み出してみせる！

「俺はいいや。仕事あるし」

「えっ。近衛、バイトしてるのか？」

「まあ、そんなところだ」

「そっか。じゃ、しょうがないな。仕事頑張れよ！　時間ができたらクラスメイト全員で『近衛バイトお疲れ会』を開いてやるからな！」

　クラスメイト全員って、それ二宮と仲良くなるための親睦会じゃねえの？　そう思わずツッコミそうになったが、ぐっと堪える。山田の気持ちは素直に嬉しいしな。

　それから山田に見送られ、俺は教室をあとにする。と、制服のポケットが振動した。

　スマホを見ると、猿渡さんからの着信だった。

　俺はトイレの個室に駆けこみ、応答する。

「はい、虎鉄です」

『お世話になっております。エクスタシー編集部の猿渡です。すみません虎鉄先生、本日予定していた打ち合わせの件なんですが、わたしは急用で行けなくなりました』

「えっ。じゃあ、今日の打ち合わせは中止ですか？」

『いえ、虎鉄先生がひとりで行ってください』

「行くって、どこにですか？」

『鬼瓦先生の仕事場です。地図はこれからメールでお送りしますので』

　俺ひとりで行くのか……。

　なんとなく会いづらいな。俺は人見知りするほうじゃないが、鬼瓦先生は名前からして強こわ面もてのおじさんだろうし……さすがに開口一番怒鳴りつけてくることはないだろうけど、緊張するなぁ。

　まあでも、せっかく売れっ子作家さんが時間を割いてくれたんだ。運が良ければじかにストーリーの作り方を教われるかもしれないし、行くしかないわな！

「わかりました。これから行ってみます」

『ありがとうございます。鬼瓦先生にはそのように伝えておきますので。では……本当に、どうぞよろしくお願いします』

「は、はい」

　真剣そのものの声でお願いされ、気後れしてしまう。

　相手は売れっ子作家だし、俺が失礼なことをしないか心配なのだろう。

　打ち合わせが少し不安になりつつ、通話を終える。

「「あ」」

　トイレから出ると、二宮と鉢合わせた。目が合ったし、無視するのはなんだか避けてるみたいで悪い気がするし……

「山田からカラオケに誘われた？」

　共通の話題はこれしかないので、カラオケの件を聞いてみた。

「……山田って、誰かしら？」

　山田。お前、俺だけじゃなく二宮にも名前覚えられてないぞ。ていうかこの様子だと、やっぱりカラオケは断られたのか。

「山田はクラスメイトだ」

「そう。あたし、男子とあまり話したことなくて、名前は覚えてないの」

「そっか。ま、べつに気にすることないけどな。俺も女子と話したことはあまりないから名前は覚えてないし。じゃ、俺、仕事あるから！」

　鬼瓦先生との打ち合わせがあるため、その場をあとにしようとする。と、

「だ、だけど、虎鉄くんの名前はちゃんと覚えてたから」

　二宮に呼び止められた。

「俺の名前を？　どうして？」

「そ、それは……大好きな……」

「大好きな？」

「だ、大好きな──大好きな刀の名前と一緒だからよっ」

　恥ずかしげにそう言うと、二宮は走り去っていく。

　どうやら二宮は刀剣女子だったらしい。ほかの男子が知らない情報を手に入れた俺は、学校をあとにしたのであった。





◆






　猿渡さんから送られてきた地図を頼りに、俺は鬼瓦勘兵衛の仕事場を訪れていた。

　学校から徒歩一五分。

　閑静な住宅街にひっそりと佇たたずむ五階建てのマンションだ。

「ここが鬼瓦先生の仕事場か……」

　なんつーか、意外だな。売れっ子作家はもっと高級感のあるところに住んでると思ってたよ。それともここは完全な仕事場で、普段は違うところに住んでるのかな？

　ま、どっちにしろ格安アパート住まいの俺に比べたらかなりの稼ぎだけどな。

　俺もいつかは売れっ子漫画家になって、立派なところに住んでみせるぜ！

　さておき普通のマンションなら、気後れせずに乗りこめる。

　どうやらオートロック式ではないらしく、鬼瓦先生の仕事場がある最上階──五〇三号室へと向かう。

　そしてインターホンを押そうとして──思いとどまる。

　ふと疑問が湧いてきたのだ。

　打ち合わせって、具体的になにをすりゃいいんだ？

　ていうか、こういうのって普通、担当編集があいだに入って進行を務めるものじゃないのか？

　挿絵の仕事をするのははじめてだけど、原作者とイラストレーターがふたりきりで打ち合わせをするのは異常だろう。

　ましてや鬼瓦先生はエクスタシー社の命綱だ。

　俺が失礼な態度を取れば会社が傾く怖おそれもある。

　そうならないよう近くで監視するのが普通だろう。

　だが、俺はひとりでここへ差し向けられた。

　……なんとなく、本当になんとなくだけど、嫌な予感がする。

　ま、まあでも、思い過ごしだよな！

　俺は猿渡さんを信じてるぜ！

　それに今回は初顔合わせなんだ！　仕事の話はせずに、雑談だけで終わるはずだ。つまりは親睦会ってわけだ。

　鬼瓦先生は売れっ子作家だし、ただの雑談でもためになる話が聞けそうだが、できれば創作論を語ってほしい。

　そして物語作りのノウハウを学び、漫画作りに活かしたい。

　そのためにも対面しなければ！

　覚悟を決め、インターホンをプッシュする。

　すると足音が聞こえ、がちゃりとドアが開く。

　俺はすかさず頭を下げ、

「はじめまして！　猿渡さんの紹介で来ました、漫画家の虎鉄といいますっ！　よろしくお願いしま……」

　ちらっと目線を上げ……言葉を失ってしまう。

　そこに立っていたのは俺がイメージしていた『鬼瓦勘兵衛』とは似ても似つかない人物だったのだ。

　一五〇センチあるかどうかの背丈に、肩のあたりでぴょんぴょんはねた髪。

　ぶかぶかとしたパーカーを羽織り、すらっとした生足をさらけ出している。

　あどけなさが残るものの、顔立ちはかなり整っている。

　なんつーか、とても目のやり場に困る格好だ。胸は控えめだけど、それでもこのひとは女の子──しかもとびきりの美少女なのだから。

　まさかこの娘が鬼瓦先生？

　いや、まさかそんなわけないよな。

　きっと娘さんだろう。

　ひとりで納得していると、娘さんが小さな唇を開いた。

「やあ、虎鉄くん。きみが来るのをいまかいまかと待っていたよ。ささ、入りたまえ」

　どうやら鬼瓦先生に来客の応対を任されていたらしい。

　にしても幼い顔してずいぶん大人びた口調だな。

　ま、彼女は小説家の娘だしな。

　きっと幼い頃から多くの小説を読み、その影響でこういうしゃべり方になったんだろう。

「お邪魔します……っ!?」

　敷居を跨またぎ、我が目を疑う。

　玄関からまっすぐ伸びる廊下──そこに等身大人形がずらりと並んでいたのだ。

　デフォルメされたフィギュアではなく、リアルな造型の人形。

　ラブドールである。

　そして全裸である。

　俺はパニックに陥りそうになった。えっ、どういうこと？

「どうしたんだい？」

　娘さんがきょとんとした顔で見上げてくる。

　どうしたんだは俺の台詞だ。どうなってるんだ、この家は？　下手なお化け屋敷よりもホラーだぞ。

「い、いや、そこにラブ──」

　言いかけた言葉を吞のみこむ。

　相手は女子中学生（推定）なのだ。ラブドールは鬼瓦先生のコレクション、彼女は用途を知らないはず。でっかいリ●ちゃん人形だと思っているはずだ。

　無む垢くな少女に『ラブドールがたくさんありますね』なんて言うわけにはいかない。下手すりゃセクハラだ。娘さんにセクハラをすれば、鬼瓦先生は大激怒だろう。いや、元凶は鬼瓦先生だけどね。

「なんでもないよ」

「そうかい。てっきりラブドールのことでなにか質問があるのかと思ったよ」

　知ってんのかよ！

　だったら遠慮なく訊かせてもらうぜ！

「どうして廊下にラブドールを並べてるんだ？」

「ラッキースケベさ」

　と、娘さんが言う。

　ラッキースケベとは、思いがけずエッチな場面に出くわしてしまうことを意味する。が、ラブドール軍団のお出迎えは精神的ショックが強すぎる。とてもじゃないがラッキーとは言いがたい。

「ここが仕事部屋だよ」

　不気味な廊下を歩き、突き当たりのドアを開ける娘さん。

「へえ……まさに文豪の部屋って感じだな」

　部屋には立派な本棚がいくつもあり、床にも本が積まれている。

　ともすれば古本屋みたいな匂いがしそうだが、驚くなかれ良い香りがした。鬼瓦先生、良いシャンプー使ってるのかな？

「仕事部屋はここじゃなくて、となりだよ」

　天井から吊つるされた厚手のカーテンを摑つかみ、娘さんが言う。ここでも仕事が捗はかどりそうだが、本当の仕事部屋は仕切りの向こうにあるようだ。

　シャッ、と。

　娘さんがカーテンを開けた瞬間、俺の目に異様な光景が飛びこんでくる。

　カーテンの向こうに広がっていたのは、板敷きの部屋だった。部屋の隅っこにベッドとミニサイズの冷蔵庫が置かれ、デスク上にはパソコンなどが置いてある。デスクチェアは腰に優しそうなデザインだ。




　そんな部屋を、俺は鉄格子越しに見ていた。




　そう……。カーテンの奥に、スライド式の鉄格子が隠されていたのだ。そして娘さんの言う『仕事部屋』は、鉄格子ドアの向こうに広がっていたのである。見たところ、窓にも鉄格子がはめられてるし……まるで監獄みたいだ。

　鬼瓦先生は、普段こんなところで仕事してるのか。

　昔監獄で暮らしていて、こっちのほうが落ち着ける……とかじゃないだろうし、きっと誘惑を断ち切るためだろう。

　仕事以外にすることなさそうな部屋だしな。

　ただ、肝心の鬼瓦先生が見当たらないんだけど……

　あのドアの向こうにいるのかな？

「あの奥も仕事部屋なのか？」

　俺は鉄格子の向こうにある、ふたつの扉を指さしてたずねた。

「あの扉の向こうには、トイレとバスルームがあるよ」

「……鬼瓦先生、入浴中だったりする？」

　だとしたら、けっこう気まずい。このままでは鉄格子越しに湯上がりの鬼瓦先生と対面することになってしまう。

「鬼瓦は私だよ」

　と、娘さん。

「鬼瓦って本名なのか？」

「私の本名は戌いぬ亥い詩し織おりさ」

　戌亥詩織？　鬼瓦詩織の間違いじゃなく？

　えっと、じゃあ『鬼瓦は私だよ』って、つまり……

「あなたが、鬼瓦勘兵衛先生？」

　女の子は、こくりとうなずく。




「私が鬼瓦勘兵衛だよ」




　あまりの衝撃に、すぐに返事ができなかった。

　意外すぎる。

　あの雄々しいペンネームから、こんなに可か憐れんな女の子をイメージするのは不可能だ。

　男っぽいペンネームの女性作家や、その逆も珍しくないが、ここまでペンネームとかけ離れた作家を見るのははじめてだ。

「ふむ。私のペンネームに戸惑っているみたいだね」

「正直、困惑してます。まさか鬼瓦先生がこんなに……」

「美少女？」

　そうだけど、自分で言うかね。

「どうしてそんなに美少女なのに、鬼瓦勘兵衛を名乗ってるんですか？」

「良い質問だね。私が鬼瓦勘兵衛を名乗っているのは、ちゃんと理由があるんだよ」

「どんな理由ですか？」

「私の生み出す物語は、エッチなものが多いからね。作者が私のような女だとわかると、べつの意味で読者を興奮させてしまうだろう？　だから男らしいペンネームにしたのさ」

　だから当然、顔出しはしていないよ、と鬼瓦先生。

「なるほど」

　つまり作家としての実力だけで勝負したいってわけか。

　にしても鬼瓦先生の作品ってエッチなものが多いのか。だとしたら俺の目指す漫画とは路線が違うな。

　このひとからストーリー作りのコツを学べるか、少し不安になってきた。

　まあ、仕事を引き受けた以上は最後までやり遂げるけどさ。契約書にサインしちゃったしな。

「さて、いま鍵を開けるから、ちょっと待っていてくれたまえ」

　鬼瓦先生は唐突にパーカーのジッパーを下ろした。ブラジャーをつけていないらしく、胸の膨らみが見えてしまう。

「ちょっ！　どうして脱ぐんですか!?」

「脱ぐと不都合でもあるのかい？」

「……か、風邪を引いてしまいますから！」

　不都合はありません、という言葉をぐっと吞みこみ、俺は告げる。

「安心したまえ。こんなところでストリップショーを始めるつもりはないからね」

　そう言うと、首から下げていた鍵を手に取る。

「これがないと仕事部屋に立ち入ることも、出ることもできないのさ」

「なるほど」

　それならそうと言ってくれ。心臓が止まるかと思ったぞ。

　ま、べつに不満はないけどさ。むしろラッキーと言える。

　がちゃり、と解錠し、鉄格子ドアをスライドさせる鬼瓦先生。一緒に仕事部屋へと身を移したところで、鬼瓦先生が俺を見上げてくる。

「私のおっぱいがチラッと見えたとき、きみは興奮したかい？」

　ストレートに訊いてくるなぁ。ここで興奮したと言えば警戒されそうだが、してないと言うと女性として傷つけてしまいかねないし……

　そもそも見えるようにしたのは鬼瓦先生なのだ、ここは肯定しておこう。

「はい。興奮しました」

「ラブドールとどっちが興奮したか、教えてくれるかい？」

「そりゃ鬼瓦先生ですよ」

　ラブドールに需要があることもわかるけど、人形の裸と美少女の胸なら、後者のほうが断然嬉しい。

　昨日の打ち合わせで『膝裏じゃなくておっぱいを描いてくれ』と言っていた猿渡さんも、いまの俺と同じような気持ちだったのだろう。

　俺は膝裏にもかなりの需要があると思ったんだけどさ。

　そういう世間とずれているところが、俺のだめなところなんだろう。

「私の胸のほうが興奮するんだね。なるほど、勉強になるよ」

「勉強？」

「そうさ。私はね、きみから多くのことを学びたいと思ってるんだよ」

「俺からなにを学ぶんですか？」

「ラッキースケベに遭遇したときの、男の子の反応と心理さ。きみの反応を見るに、ラブドール軍団は物語に登場させないほうがよさそうだね」

　俺の反応を見るために、わざわざ並べたってことか。

　けっこう重かっただろうに……。

　やってることは変態だけど、このプロ意識は尊敬できる。

「それにこれはきみにとっても有益なことだよ。きみの絵は現時点で最高にエッチだけど、実物を見たほうがもっとエッチに描けるからね。そんなわけで、きみにはイラストを制作する傍ら、私とエッチなことに付き合ってほしいのさ。朝から晩までね」

　朝から晩までって……

「つまり、今日は泊まりこみってことですか？」

　明日から三連休だし、俺は潔癖症ってわけじゃない。

　一日くらいなら風呂に入らなくても平気だけど、それならそうと先に言ってほしかった。

「今日『は』じゃないよ。今日『から』さ」

「……というと？」

「きみには我が家に住んでほしいのさ」

　鬼瓦先生はさらっととんでもないことを言う。

　そ、それって──

「同どう棲せいってことですか!?」

「うん。そうだよ」

　同棲。

　こんなに可愛くてエッチな女の子と、同棲……！

　──ストーリー作りのコツを学ぶことができ、

　──可愛い女の子と一緒に暮らすことができ、

　──向こうから、エッチなことをしてくれる。

　男性作家として、こんなに嬉しいことがあるだろうか！　いや、ない！

　しかし……これって、俺にとって都合良すぎない？

　それとも、これが鬼瓦先生の仕事スタイルなのか？

「鬼瓦先生は、いつもイラストレーターと同棲して仕事してるんですか？」

「同棲どころか、顔を合わせたことすらないよ」

「では、なぜ俺だけ同棲を？」

「きみが私にとって特別だからさ」

「俺が、特別……？」

　鬼瓦先生は、こくりとうなずく。

「エッチな作品を手がける作家にとって、きみの絵はまさに理想そのものなんだ。私はね、きみの絵に惚れたんだよ。いつかきみをパートナーにしたい。いつかきみと仕事をしたい。きみの絵をはじめて見たその日から、私はそう想い続けてきた。その夢がついに叶かなうんだ。本当に幸せだよ」

「鬼瓦先生……」

　可愛い女の子に告白めいたことを言われ、ドキドキしてしまう。

　ここまでのことを言われて断るのは、無理ってもんだ。

「同棲の件、お引き受けします！」

　鬼瓦先生は顔を輝かせた。

　ただでさえ幼い顔つきなのに、笑うとよけいに幼く見えるな。

「嬉しいよっ。きみと私、ふたりで協力して最高の作品を読者に届けようじゃないか！」

「はい！　届けましょう！」

　がっしりと握手を交わす俺たち。

　小さくて柔らかい手に、またしてもドキッとしてしまう。

「ところで、一緒に仕事をする上で、ひとつ言っておくことがあるんだけど。私に対して敬語を使う必要はないからね。私たちはパートナーなんだからさ。もっと親しげに呼んでくれると嬉しいよ」

「わかりまし……わかった。これから頑張ろう、鬼瓦先生！」

「うむ！」

　鬼瓦先生は嬉しそうにうなずき、鉄格子の外に出る。そして──




　がちゃり。




　と、鍵をかけた。

　ちょっ！　なんで!?

「ま、待て！　待ってくれ！」

　がちゃがちゃと鉄格子を揺らして呼びかけると、鬼瓦先生はきょとんとした顔をする。

「どうしたんだい？　仕事に必要なものは、すべて揃そろえたはずだけど」

　まるでここが『俺の仕事部屋』みたいな言い方だ。

　で、でもまさかそんなはずないよな？

「ここって、鬼瓦先生の仕事部屋だよな？」

「私の仕事部屋はこっちだよ」

「えっと、じゃあここは……」

「きみの仕事部屋だよ」

　ふざけんな！　どう見ても監獄じゃねえか！　こんな場所で落ち着いて仕事できっか！

　ていうか、

「仕事道具がないとなにもできないんですけど！」

「安心したまえ。さっき言った通り、きみの仕事道具はすべて揃えているからね」

「揃えてる……？」

　あらためて部屋を見まわすと、デスクの上に見慣れた液晶タブレットが鎮座していた。

「こ、これ、俺の愛機と同じやつ！　パソコンも一緒！　しかもプリンターまで一緒！　よく見りゃ椅子も一緒じゃねえか！」

　俺の仕事道具が完全再現されていた。

　いったいどうやって……！　ま、まさか──

「お、俺の仕事道具を盗んだのか!?」

「そんなことはしないよ。それは私が用意したものさ。証拠に、パソコンのなかには私の原稿やキャラクターデザイン案などが保管されているからね」

「ど、どうやって俺の仕事道具を特定したんだ！」

「きみの仕事道具は、私が猿渡くんを介して贈ったものなんだよ」

「そ、そうだったのか……！」

　俺は元々パイプ椅子に座り、アナログで絵を描いていたが、はじめての打ち合わせの日、猿渡さんに『これからはデジタル作画に慣れたほうがいいですよ！』『デジタル作画だとプリンターが必要になりますね』『腰を痛めると大変ですから、いい椅子に座ったほうがいいです！』と言われ、プレゼントされたのだった。

「高価な仕事道具を贈ってくれてありがとな！」

　一応、感謝しておく。

「お礼はいらないよ。ライトノベルの挿絵はデジタルが主流だからね。その環境に慣れてほしくて贈ったんだ」

「慣れてほしくてって……」

　俺が液タブをもらったのって、一年以上前だぞ？　こいつら、そんな前から監禁計画を立ててやがったのか!?

　そして俺がデジタル環境に慣れたところを見計らい、監禁に踏み切ったってわけだ！

　てことは、まさか──

「俺がボツ地獄にはまったのは、イラストレーター業に専念させるためだったのか!?」

「普通につまらなかったそうだよ」

　普通につまらなかったらしい。

　呆ぼう然ぜんとする俺をその場に残して、鬼瓦先生はカーテンを閉めたのだった。





《第二幕　鬼おに瓦がわら勘かん兵べ衛えは転んでもただでは起きない》







「……っ！」

　どれほどのあいだ放心していただろうか。

　はっと我に返った俺は、すぐに自分の置かれた状況を思い出す。

　目の前にはスライド式の鉄格子。

　窓の外にも鉄格子。

　デスク上には仕事道具。

　夢であってほしいと願ったが、どうやらすべて現実らしい。俺は鬼瓦先生に監禁されてしまったのだ。

　うわぁ、どうしよ……。一六年の人生で監禁された経験などないため、こういうときの対処法が思いつかない。

　こういうときは先人の知恵に頼るべきだ。

　俺は脱獄物の作品を何本か観みたことがある。そのなかに脱獄の手がかりが隠されているはずだ。

　思い出せ、思い出すんだ……！

「……だめだ」

　俺の身体には家の設計図の入れ墨など彫られてないし、脱獄に使えそうな道具をくれる調達屋もいない。

　脱獄作品ではありえない便利アイテム──スマホを持っているけど、相談相手は家族のほかに、共犯者の猿さ渡わたりさんしかいないのだ。

　こんなことなら山やま田だと連絡先を交換しておけばよかったよ。知恵の巡る奴だし、脱獄の助言をしてくれたかもしれないのに。

　まあ、女子中学生に監禁されたと言っても信じてもらえるとは思えないけどな。むしろ羨ましがられそうだ。

　可愛い女子中学生とふたりきりで、向こうのほうからエッチなことをしてくるんだけど、どうすればいい？　──なんて質問されたら、俺なら即座に通話を切る。

　こんな話を信じる奴はいないだろう。

　冷静に考えなくても、仕事相手を監禁するなんて信じられない行為である。

　こんなことを平気でしでかす奴が世間からどんな評価を受けているのか気になってきた。

「……鬼瓦先生ってどんな作家なんだろ？」

　いまさらながら疑問に思う。売れっ子ライトノベル作家ってことは当然知っているが、逆に言うとそれくらいしか知らないのだ。

　そういえば、猿渡さんは『鬼瓦勘兵衛は売れっ子作家であり、エクスタシー社の存続に欠かせない存在。それだけわかっていれば充分』とか言ってたな。

　いまになって思うと、すごく怪しい。

　大事なことを隠しているに違いない。

　もしかすると隠しているのは、鬼瓦先生の弱点かもしれない。

　それを鬼瓦先生に突きつければ監獄から逃げだすことができるかも。

　そう考えた俺は、さっそくスマホで検索する。と、すぐに『鬼瓦勘兵衛の半端ない伝説まとめ』というサイトがヒットした。

　嫌な予感を抱きつつ確かめる──




　鬼瓦勘兵衛は、超速筆のライトノベル作家である。

　どんなジャンルでも自然な流れで極上のラッキースケベを書くことに定評がある。

　執筆ペースが異常なほど速く、デビュー以来、エクスタシー文庫から年に平均二四冊のペースで刊行している。

　あまりに書くのが速すぎるため、担当編集は作品ごとに異なっている。

　その速筆ぶりからイラストレーターが途中交代することが多く、平均四巻で担当絵師が代わっている。

　なお、同一イラストレーターの最高記録は年間一五冊である。当該イラストレーターは連載終了後、ツイッターにて『白衣の天使と結婚しました！』と報告していることから、病院送りにされたと推測される。

　以上の逸話から、鬼瓦勘兵衛は『週刊勘兵衛』『絵師殺し』『恋のキューピッド』等の愛称でファンに慕われている。




　──以上、『鬼瓦勘兵衛の半端ない伝説まとめ』より抜粋。

「……」

　半端ない奴すぎて、俺はしばし呆ぼう然ぜんとする。

　どうなってんだ、こいつ。速筆なんてもんじゃねえよ。しかも同じシリーズを年一五冊って、それだけでイラストレーターとして一〇〇〇万円稼げるじゃねえか！

　猿渡さん、騙だましやがったな！　重版はかかったんだろうが、不労所得どころかバリバリ働いてるじゃねえか！

　しかも異名が『絵師殺し』。

　これ、俺も病院送りにされるんじゃねーの？　白衣の天使と結婚しちゃうパターンじゃねーの？

　い、いや、まだそうと決まったわけじゃない！

　ライトノベルは共同作業だ。原作者が速く書いたからって、こっちがそのペースに付き合ってやる必要はない。

　無理です！

　そうがつんと言ってやれば、常識的な刊行ペースにしてくれるはず。年三冊くらいなら、俺だって文句はないのだから。

　そうと決まれば猿渡さんに連絡だ。無理のない締切にしてくれと頼んでやるぜ！　と、闘志を滾たぎらせていたところ、スマホが振動した。

　猿渡さんだ。

「はい、虎こ鉄てつです！」

『お世話になっております。エクスタシー編集部の猿渡です。虎鉄先生、同どう棲せいの件、承諾してくださったそうですね！　鬼瓦先生、とても喜んでましたよ！』

　鬼瓦先生から連絡があったらしい。

　同棲のことを知ってるってことは、やっぱりこいつらグルだったんだな！

「よくも騙しましたね！」

　がつんと言ってやった。担当編集に喧けん嘩か腰ごしで挑んだことなどないため、この時点で俺の心臓はバクバクと高鳴っている。

『騙す？　いったいなんのことでしょう？』

　こいつ、とぼけるつもりか！

「絵師殺しですよ、絵師殺し！」

『ああ。あのサイトを見てしまったのですね』

「さっき見ましたよ！　なぜ教えてくれなかったんですか！　俺、監禁されたんですよ、監禁！」

『監禁はこちらの案です』

　編集部の提案かよ！　壁をぶっ壊して鉄格子をはめてるし、間違いなく鬼瓦先生も共犯だけどな！

「どうして監禁したんですか！」

『虎鉄先生を逃がさないためです。実は鬼瓦作品の担当イラストレーターで最後までやり遂げたのは、過去にひとりだけなんですよ』

「年間一五冊のひとですよね？　そのひとに頼むことってできないんですか？」

『わたしはそこまで鬼ではありません』

　その気遣いを俺にも向けてくれ！

『それに鬼瓦先生は、いまとなってはほかのイラストレーターと仕事をする気はないそうです。鬼瓦先生、虎鉄先生に夢中ですからね』

　鬼瓦先生が俺に夢中なのはひしひしと感じることができる。可愛い死神に取とり憑つかれたようで、なんだか複雑な気分だ。

『とはいえ、わたしは監禁に反対だったんですけどね。虎鉄先生は仕事を途中で放り出すようなひとではないと、わたしは信じてますから』

「俺を信じてくれるのは嬉うれしいんですけど、気持ち的には『ここから逃げたい』に傾いてますよ」

『それは困ります。鬼瓦先生は「次イラストレーターが途中交代したら、他社に移る」とおっしゃってましたからね』

「鬼瓦先生がそんなことを？」

『はい。途中でイラストレーターが代わると、それまでキャラクターに愛着を持っていた読者の方を戸惑わせてしまいますからね。だから鬼瓦先生は、途中でイラストレーターが代わることを嫌っているんです』

　鬼瓦先生は、なによりも読者のことを大切に想っているってわけか。その気持ちを少しだけでもイラストレーターに分けてやれば、逃げだすこともなかったろうに……。

『ですので、虎鉄先生は逃がしません。もし虎鉄先生が逃げれば、鬼瓦先生は他社に移り、弊社は一気に赤字に転じてしまいます』

　鬼瓦先生はエクスタシー社の命綱だ。俺が逃げたら鬼瓦先生は去り、エクスタシー社は倒産する。

　倒産しないまでも、出版事業からは撤退することになるだろう。

　つまり編集部の命運は、俺にかかってるってわけだ。

　だから仕事を引き受けたとき、猿渡さんは安心していたのである。

　……そう。事情を知らなかったとはいえ、俺は仕事を引き受けたのだ。俺がやるべきはごねることではなく、交渉すること。

　刊行ペースを自重してもらうことである。

　そもそもエクスタシー社が倒産したら、俺も連載できなくなるしな。

「わかりました。もう仕事を引き受ける引き受けないでごねるつもりはありません」

『助かります！　ファンの方々が待ちに待った鬼瓦先生待望の新刊ですからね！　しかもエッチな絵に定評のある虎鉄先生とタッグを組むんです。大ヒット間違いなしですよ！』

「待望の新刊って、鬼瓦先生はここ最近刊行してなかったんですか？」

　スランプみたいなものかな？

　だったら異常な速筆ぶりを発揮することはないはずだ。

『そうなんですよ。鬼瓦先生は虎鉄先生と組むために、刊行中の作品をすべて畳みましたからね。そのあと虎鉄先生とタッグを組む新シリーズの企画を出してきましたので、実に二ヶ月ぶりの新刊になります！』

　充分早いわ！

　しかも鬼瓦先生、俺とだけ仕事する気じゃねえか！

　複数シリーズを同時進行してきた鬼瓦先生が、俺との作品に全力を注ぐ……。

　どんなペースで刊行されるか、考えただけで怖おそろしい。

「鬼瓦先生、すでに二巻を書いてたりしますか？」

　怖々とたずねる。

『まだ二巻はプロット段階です』

　プロットは作品の設計図だ。まだその段階なら、二巻の原稿が俺のもとへ送られてくるのはもうしばらくあとになるだろう。

『それと、一巻の発売日は六月一五日に決定しました』

「……来年のですか？」

『今年に決まってるじゃないですか』

「あと二ヶ月もないじゃないですか！」

『はい。発売日まで二ヶ月を切ってます！　ですので虎鉄先生には、再来週の月曜日──五月一六日までにすべての作業を終わらせていただきます』

　終わるわけねえだろ！　……と言えないくらいの、ぎりぎりのスケジュールだ。

　発売日まで余裕があればサボるし、あまりにも余裕がなければ逃げだす──そう考えて、ぎりぎりのスケジュールを組んだのだろう。猿渡さん、考えてやがる。

『というわけで、さっそく作業に取りかかってください。仕事手順が書かれたファイルや一巻の原稿データはパソコンに入ってますからね。もちろん厳しいスケジュールだということはわかってますから、締切を守ることができたら弊社から特別報酬が支払われます』

「特別報酬？」

『まずはオ●ホ部門からオ●ホ一年分が贈呈されます』

　いらねえよ。

　疲れ果てたところにオ●ホ一年分って体力根こそぎ奪われるわ。

「いりません」

『そうですか。では次に、このわたし、猿渡彩いろ葉はと一日デートする権利が──』

「いりません」

『ええっ!?　なんでですか！　普通にショックなんですけど！』

　黙れ魔女め。俺はいま、あんたの顔を見たくねえんだよ！

『ま、まあいいでしょう。気が変わったら言ってください。わたしも一度くらい男の子とデートしてみたいですし』

「わかりました。万が一にも気が変わるようなことがあれば、猿渡さんとデートします」

『その嫌々みたいな言い方は傷つきますね……』

　猿渡さんは気を取りなおすように咳せき払ばらいして、

『だけど、最後の報酬はきっと気に入りますよ。もっとも、これは最終巻まで仕事をやり遂げることができたらの話ですけどね』

「なんですか？」




『月刊エクスタシーでの連載権です！』




　一瞬、思考が止まった。

「れっ──連載権ですか!?」

『はい！　虎鉄先生、連載作家になれるんですよ！』

「俺が、連載作家に……」

　信じられない。漫画を連載できるなんて、夢みたいだ。無事に連載されれば、そのうちコミックも出るだろう。

　書店に並んだ俺の漫画を、少年たちが買っていく。

　その光景を思い描くと、ニヤニヤしてしまう。

　……だが。

「いりません」

　俺は断った。

『えっ、ええ!?　いらないんですか!?　ど、どうして！　あんなに連載したがってたじゃないですか！』

　猿渡さんの言う通りだ。

　俺は本気で連載を目指していた。

　連載枠を勝ち取るために、寝る間も惜しんで描いてきたのだ。

　だからこそ、断ったのである。

「俺、自力で勝ち取りたいんです」

　自ら連載権を放棄するなんて、つくづくバカだと思う。

　けど、俺にも漫画家としてのプライドがある。

　この話を受ければ、自力でデビューできないと認めたようなものである。こんなふうに念願の連載作家デビューを果たしたって嬉しくない。

　いつの日か、俺は必ず自分の力で連載を勝ち取ってみせるのだ！

『そうですか……。虎鉄先生のこと、見直しましたよ』

「次は漫画で見直させてみせますよ！　また原稿持っていきますからね！」

『そんな余裕はないと思いますけどね。鬼瓦先生、虎鉄先生と仕事ができることになって、かつてないほど張りきってますから。一〇〇巻続く作品にするとおっしゃってました！　なので虎鉄先生も頑張ってくださいね！　では失礼します！』

　とんでもないことを言い残し、猿渡さんは通話を切った。

　いや、一〇〇巻て。

　ライトノベルって、続いても二〇巻くらいじゃないのか？

　一〇〇巻も続いたら漫画作る余裕がなくなっちまうぞ……

　けどなぁ。鬼瓦作品にエロい絵が加わったら、まさに鬼に金棒なんだろうなぁ。このままじゃ、マジで一〇〇巻続く作品になりかねない。

　つまり、俺がエロい絵を描かなきゃいいってわけだ。

　もちろん仕事である以上、手抜きはしないけどな。逆方向に全力を出す──エロくないキャラクターを生み出すのだ！

　そうと決めた俺はパソコンを起動。さっそく仕事の進め方をチェックする。

「ええと、なになに？」

　ライトノベルのイラストは、優先度の高いものから仕上げるらしい。ざっくり言うと、『キャラクターデザイン』『表紙』『口絵』『挿絵』という順番だ。

　口絵と挿絵の該当シーンはテキストで指定されているため、本文を読まなくても描けるらしいけど……

　文章とのあいだに齟そ齬ごがあるとまずいし、念のため読んでおくか。

　なにはともあれ、まずはキャラクターデザインだ。これをしないと表紙も口絵も挿絵も背景だけになってしまう。

　鬼瓦先生が用意した『キャラクターデザイン案』をチェックする。

　そこには『名前』『年齢』『性別』『体型』『髪型』『瞳』『服装』『備考』等の項目が記載されていた。

　俺を信じてくれているのか、細かい指定はない。

　例を挙げると『髪型（金髪、腰に届くくらいの長さ）』とか、それくらいしか書かれてなかった。

　これをもとにキャラクターをデザインするのが、俺の最初の仕事ってわけだ。ええと、キャラデザ人数は……ひい、ふう、みい……

「……七人か」

　男がひとりに、女が六人。

　これが多いのか少ないのかはわからないが、やるしかない。

　俺は全員のプロフィールに目を通す。

　名前と年齢と服装からして、日本の高校が舞台のラブコメっぽいな。

　備考欄に『触手に弱い』って書いてあるし、ファンタジー要素もあるみたいだ。触手が出てくる高校には通いたくないなぁ。

　普通の高校に通えていることに感謝しつつ、最初にデザインするキャラクターを決める。備考欄に『常にエッチな妄想をしている』と書かれている音おと無なし静しず香かだ。

　彼女をエッチな妄想などしたことがない──どうやって子どもが生まれてくるかも知らないような清純娘に仕上げれば、この作品のエロさは半減する。

　つまり、一〇〇巻も続かないというわけだ！

　悪いな、鬼瓦先生！　俺には俺の夢があるんだ。一五巻くらいで勘弁してくれや！

「エロくない女の子。エロいことなんて考えたことのない女の子。エロさ控えめ、エロさ控えめ……」

　イメージしながら液タブの初期設定を終わらせると、俺はキャラクターデザインに取りかかったのだった。





◆






　それからどれほどの時間が過ぎただろう。

「できた……！」

　音無静香のキャラデザが完成し、俺はガッツポーズを作る。

　清純を目指して描いただけのことはあり、見れば見るほど清せい楚そだ。

　ミス清純コンテストがあれば優勝しそうな清純さ。

　ちょっとやりすぎちまったかな？

　いや、やりすぎくらいがちょうどいい！

　じゃないとエロ描写に定評のある鬼瓦先生のエロさを抑えることはできないからな！

　俺の清純と鬼瓦先生のエロ描写──どっちが勝つか勝負だぜ！

「鬼瓦先生！　鬼瓦先生！」

　声を張り上げると、カーテンが開いた。

　鉄格子の向こうから、鬼瓦先生がこっちを見つめてくる。

「どうしたんだい？」

「音無静香ができたぞ」

「もうできたのかい？　きみは仕事が速いね」

「やる気マックスファイヤーで描いたからな！」

　逆方向に噴射してるけどね。

　そうとも知らず、鬼瓦先生は本当に嬉しそうに笑う。

　その笑顔を見ていると、少しだけ胸が痛んだ。

「そんなにやる気になってくれて嬉しいよ。どれ、見せてくれたまえ」

　鬼瓦先生が監獄内に来る。

「どれどれ……っ」

　そして、モニターに釘くぎ付づけになった。

　あまりに清楚な音無静香を見て、言葉を失っている。

　俺に期待していただけに、一際ショックに感じたはずだ。

　そのことに、罪悪感を抱いてしまう。

「これが……音無静香かい？」

　鬼瓦先生が俺を見てくる。

　その瞳は、うるうるしていた。

　鬼瓦先生は、俺と仕事するのを心から楽しみにしていたのだ。そんな女の子に、わざと期待外れの絵を見せてしまうなんて……

　俺、最低だ。

「か、描きなおすよ！」

　慌ててペンを手に取ると、鬼瓦先生が腕をがっしり摑つかんできた。

「描きなおすなんてとんでもないよ！」

「……とんでもない？」

　鬼瓦先生はこくこくうなずき、ぎゅっと俺に抱きついてきた。

　小さいと思っていたが、たしかな膨らみを感じる。控えめな胸をぐにぐに押しつけられ、頭がおかしくなりそうだ。

「ど、どうしたんだ、鬼瓦先生？」

「嬉しいのさ！　きみは紛うことなき天才だ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。こ、これでいいのか？」

　こんなに清純なのに。

「想像以上だよ。ぱっと見は清純そうなのに、身体の端々から脳内のエロさが外見に滲にじみ出ている！　制服のロングスカートのなかがどうなっているか、容易に想像がつくよ！　特にこの目！　犯してくれと訴えかけてくるような目が最高だよ！　常にエッチな妄想をしているキャラとしてこれ以上相応ふさわしいものはない！　やっぱりきみはすごいなぁ」

　大絶賛である。

　俺と同じく、音無静香はエロさを抑えても滲み出てしまうのだ。

　俺と音無静香は似た者同士。

　そう考えると、愛着が湧いてしまった。

「虎鉄くん、本当にありがとう！」

「ど、どういたしまして」

「この調子で、どんどん描いてくれたまえ！　全員できたら担当編集に送るんだよ。一応、チェックが必要だからね」

「そこで修正が入ることもあるんだよな？」

　どれだけ速く描いても、修正地獄にはまれば意味がない。

「これを見てノーという編集者なんかと、私は仕事をしたくないよ。あまりにも見る目がなさすぎるからね」

　一発オーケーが出るってことか。鬼瓦先生を敵にまわせば、困るのはエクスタシー社だからな。

　とにかく修正が入らないのは助かる。

　手間が省けるし、音無静香に愛着が湧いたしな。

　これを修正するってことは、娘を無理やり整形させられるようなものである。

「ところで、先にお風呂に入っていいかい？」

　鬼瓦先生が言った。

「いいけど、風呂ってここしかないのか？」

「うん。トイレは二箇所あるけど、バスルームはここだけだよ」

　バスルームはここだけ。

　てことは必然的に、俺はこいつの湯上がり姿を見ることになるってわけだ。

　監禁は精神的にくるものがあるが、これは素直に嬉しい。

「先に入っていいぞ」
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「ではお言葉に甘えるよ」

　鬼瓦先生は浴室へ身を移す。衣擦れの音が聞こえ、シャワー音が響く。

　……いかん、ドキドキしてきた。

　いくら仕事の鬼とはいえ、とても可愛い女の子なのだ。そんな娘が、あの扉の向こうで一糸まとわぬ姿になっている。

　そんな状況でドキドキしない男はいないだろう。

　しかも、鬼瓦先生はラッキースケベを大盤振る舞いしてくるのだ。裸で出てくる可能性だってある！

「……」

　落ち着け、俺。俺が見るべきはドアじゃない、モニターだ！　早く仕事を終わらせて、漫画制作に打ちこむんだ！

　自分に強く言い聞かせ、液タブを睨にらみつける。

　次に描くキャラクターを決め、デザインに取りかかる。だが頭のなかは鬼瓦先生の全裸姿でいっぱいになり、仕事に集中できない。

　そうして悶もん々もんとしていると、ドアが開く音がした。

　ここで振り向かないのは逆に失礼だろうと思い、鬼瓦先生を見る。

　鬼瓦先生は、身体にバスタオルを巻いていた。

「なんで全裸じゃないんだよ！」

　タオル一枚でも嬉しいけどね。白い肌は火照ってるし、なんだか色っぽく見える。

　でも、俺が期待したのは全裸なのだ。これじゃない。

「これでも一応、ラッキースケベのつもりだったんだけどね。というか、さすがに全裸は恥ずかしいよ」

「鬼瓦先生にも羞恥心があるのか？」

「あるさ。いまだって、とても恥ずかしいんだよ」

「だったらなぜエロいことをするんだ？」

「良い作品を生み出すためさ。羞恥心と引き替えに読者を楽しませることができるなら、私は喜んでエッチなことをするよ」

　鬼瓦先生の最優先事項は、『読者に面白い作品を届ける』こと。そのためなら、どんな恥ずかしいことでもするってわけだ。

　やってることは変態だが、そのプロ意識は尊敬できる。

「とにかく服を着ろ。じゃないと風邪引いちまうぞ」

「そうするよ。きみもお風呂に入るといい」

「着替え持ってきてないんだが」

「着替えなら脱衣所にあるよ。きみと同棲するために、二年近くも待ったからね。きみの生活に必要なものはすべて準備しているし、欲しいものがあればなんでも取り寄せるよ」

　監獄暮らしとはいえ、ＶＩＰ待遇だ。

　鬼瓦先生といつまで同棲するかはわからないけど……目の前でタオル一枚になるような女がそばにいて、いつまで我慢できるだろうか。

「風呂に入るよ」

　これ以上、半裸の彼女を見ていると変な気を起こしてしまいそうだ。俺は逃げるように脱衣所へ向かう。

　洗濯機に服を放りこみ、浴室へ。

　シャワーを浴び、湯船に浸つかろうかと思ったが……

「……さっきまで、あいつが入ってたんだよな」

　それに今日までこの浴室は鬼瓦先生専用だったのだ。いうなれば、ここは女湯。そんなところにいるのだと思うと、ドキドキしてきた。

　これ以上ここにいるとのぼせてしまいそうだ。初日から倒れるわけにはいかないため、脱衣所へ出る。

「えっと、着替えは……これか？」

　カゴのなかに、衣類があった。

　鬼瓦先生が着ていたのと同じパーカーと──

「女物じゃねえか！」

　ぺらっぺらのパンツである。

　これを俺に着ろってのか？　さてはあいつ、『着たときの反応を見たかった』とか言うつもりだな？

　いいだろう。そっちがその気なら乗ってやる。

　鬼瓦先生の羞恥心と俺の羞恥心、どっちが勝つか勝負だ！

　俺は用意された女の子のパンツとジャストサイズのパーカーを羽織る。

「鬼瓦先生！」

　仕事部屋に出て叫ぶと、パジャマ姿の鬼瓦先生が現れた。鉄格子の向こうから俺を見て──

「……っ」

　びくぅっ！　と震えた。そして慌ただしく鍵を開け、

「ぬ、脱ぎたまえっ！」

　がしっ。

　俺のパンツに手をかける。

　ぐいぐい引っ張り、脱がそうとしてきた。

　ちょ、なにやってんだこいつ！

「や、やめろ！　脱げちまうだろうが！」

「脱がそうとしているんだよ！」

「な、なに考えてんだ！　そ、そんなことしたら正真正銘の変態になっちまうぞ！」

「それは私の台詞せりふだよ！　き、きみ、なぜ私のパンツを穿はいてるんだい!?」

「あんたが用意したんだろうが！」

「きみの衣類は脱衣所にある戸棚のなかだよ！」

「そ、そうなのか？　勝手に開けるとまずいと思って開けなかったんだが……」

「私のパンツを穿くほうがまずいだろうに！」

「これ見よがしにカゴのなかに置いてあったし、勘違いするのも無理ないだろ！」

「私のパンツと一緒に洗うときみが嫌がると思って、カゴに入れておいたんだよ！」

　えっ。てことは、まさか……

「こ、これ……使用済み？」

　かああっと鬼瓦先生の顔が真っ赤になった。

　瞳を潤ませ、うつむきがちにこくりとうなずく。

「そ、そう……使用済みね……」

　こんなに可愛い女の子が一日身につけていたパンツを穿いている。鬼瓦先生に変態だと罵られるほどの変態に、俺はなったってわけだ。

　それにしても、まさか鬼瓦先生がここまで取り乱すとは。

　自分から用意したラッキースケベは我慢できるが、不意打ちには弱いってわけか。

「悪かったよ。すぐに脱ぐから、許してくれ」

「……べつに怒っているわけじゃないよ。それに今回の経験は、作品に活かすからね」

　転んでもただでは起きない鬼瓦先生だった。





《第三幕　近この衛え虎こ鉄てつに安息の地はない》







　鬼おに瓦がわら先生に同どう棲せいという名の監禁生活を告げられてから三日が過ぎ、連休最終日となった五月五日木曜日。

　その日、俺は朝から心臓が止まりそうになった。腕に触れる妙な温もりに気づいて目を開けると、すぐそばに美貌があったのだ。

　くりっとした目で俺を見つめているこいつは──

「おっ、鬼瓦先生！」

　俺を監禁した絵師殺し──鬼瓦勘かん兵べ衛えだったのだ！

「やあ、おはよう虎鉄くん」

　俺の腕に自分の腕を絡め、穏やかにほほ笑みかけてくる鬼瓦先生。普通の男子高生なら一瞬で恋に落ちるだろうが、俺は違う。

　俺はこいつの本性を知っているのだ。

　鬼瓦先生は、超速筆のライトノベル作家。そして俺は、鬼瓦作品のイラストを担当することになった漫画家である。

　年平均二四冊を刊行する鬼瓦先生のペースに付き合えば、病院送りにされてしまう。

　過去に病院送りにされたイラストレーターは白衣の天使と結婚したらしいけど、調べてみるとそいつはかなりのイケメンだった。俺が同じ目に遭えば、ただの入退院で終わってしまう。

　そんなのごめんである。

　そう思いながらも、俺は鬼瓦先生から離れることができないでいた──監禁生活を宣告されてからというもの、亀甲縛りを所望されたり湯上がり姿を見せつけられたりしつつも、必死にイラストを描いていた。

　理由は四つある。

　一つ目はエクスタシー社の命運だ。俺が逃げれば鬼瓦先生は他社に移り、エクスタシー社は倒産の危機に瀕ひんするのだ。

　二つ目は契約書。こんなことになるとは思わず、俺はその場で契約書にサインを記してしまったのだ。

　三つ目は音おと無なし静しず香かたち。現時点で鬼瓦作品に登場するキャラクターは、主人公を除いて全員完成させている。

　俺は、そいつらに愛着が湧いてしまったのだ。ここで逃げるのは、子どもを残して蒸発する父親のようなものなのである。

　そして四つ目は──ラッキースケベ。

　鬼瓦先生は『作品に活かす』という名目で、俺にエッチなことをしてくるのだ！

　健全な男子高生の俺にとって、この誘惑を振り切るのは至難の業なのである！

　そんなわけで、俺は鬼瓦先生から離れることができないのであった。

　などと考えごとをしていると、

「こういうとき、男の子は腕を振り払わずに黙考するんだね。勉強になるよ」

　俺の腕に抱きついたまま、鬼瓦先生は屈託なく笑う。

　こっちは心臓が飛び出そうなほど驚いたってのに、鬼瓦先生は余裕の笑みを崩さない。なんだか手玉に取られているようで、男として負けた気分だ。

　だけど俺は知っている。

　鬼瓦先生は恥ずかしいのを我慢しているだけ。エッチな女の子ぶっているだけなのだ。

　その証拠に、さっきからドクンドクンと心音が腕に伝わってきているからな。おまけに彼女は予想外のエロハプニングに弱い。

　つまりいまここでこいつの胸を揉もめば、形勢逆転。鬼瓦先生は取り乱すってわけだ。

　もちろん揉まないけどな。泣かせちまうかもしれないしさ。まあ、泣きたいのはこっちなんだけどね。

　とはいえ……監禁はさておくとして、異常な刊行ペースを抑えつつ、二年くらいで解放してくれるなら、本当に最高の職場なんだけどなぁ。

　鬼瓦先生が抱きつくのをやめたので、俺は上体を起こした。

「いつからここにいたんだ？」

　熟睡していて、鬼瓦先生に抱きつかれていることにまったく気がつかなかった。こんな監獄でよく熟睡できるものだと、我ながら感心する。

　まあ、無理もないけど。昨日は遅くまで仕事してたしさ。けっきょく寝たのは午前二時過ぎ。

　おかげでキャラデザはほとんど終わった。このペースなら、明日から表紙のラフに取りかかれそうだ。

　我ながらなかなかのハイペースである。この調子なら二巻の仕事を振られる前に漫画のアイデアを練ることができそうだ。

　……鬼瓦先生は超速筆だし、いきなり二巻の原稿を突きつけられる怖おそれもあるけどな。ま、まあでも三日前の時点ではプロットしかできてないって言ってたし、もうしばらくは新たに仕事を振られることもないだろう。

「ここに来たのは五分ほど前さ。きみを起こそうと思ってね」

　だったら普通に起こしてくれよ。昨日は亀甲縛りを所望されたし……毎朝これじゃ俺の心臓が耐えられないぜ。

　エッチなことをされるのは嬉うれしいし、不満はないけど。

「いま何時だ？」

「午前九時三〇分だよ。朝食ができたから、起こしに来たんだ」

「また作ってくれたのか。わざわざ悪いな」

　同棲生活を始めてから、鬼瓦先生は朝昼晩と手料理を振る舞ってくれている。てっきりデリバリーで済ませるんだと思っていたが、栄養管理には気を遣っているらしい。

「大切なパートナーに倒れられると困るからね。きみの栄養管理は私の大事な仕事なのさ。さあ、食べよう」

　鬼瓦先生に促され、ベッドを出る。そのままの足取りで鉄格子の外へ。いまなら逃げることもできるが、四つの理由に加え、女の子の手料理が俺を待っているため、おとなしくダイニングへと向かう。

　爽やかな朝日が降り注ぐ食卓には、ふたり分の朝食が用意されていた。

　白ご飯に味み噌そ汁しる、目玉焼きにサラダ、それとフルーツの盛り合わせ。極貧生活を送っていた俺にとってはかなりのご馳ち走そうだ。

　食欲をそそる香りに、俺の腹がぐぅと鳴る。

「冷めないうちに召し上がれ」

「んじゃ、遠慮なくいただくよ」

　風味豊かな味噌汁を口に含んでいると、鬼瓦先生がリモコンを操作する。

「今日も映画を観みるのか？」

　鬼瓦先生は食事中も勉強しているらしく、昨日と一昨日はラブロマンス映画を鑑賞した。女の子がそばにいるため、濡ぬれ場ばのシーンはどぎまぎしたが、けっこう泣ける映画だった。

「今日はアニメを観るよ」

「そっか」

　ドラマだろうと映画だろうとアニメだろうと、勉強であることに違いはない。

　ほんと、つくづく仕事熱心なひとだな。ストイックな性格だからこそ、ヒット作を連発しているのだろう。

　俺も連載できるように、しっかり勉強しないとな！

　ずずー、と味噌汁をすすりつつ、テレビを見つめ──




「ぶふぉっ！」




　噴きだした。

　モニターに映し出されたのは、なんていうか……あられもない姿の女の子だったのだ。彼女はイソギンチャクみたいな生き物に手足を縛られ、一八禁なことをされていた。

「どうしたんだい、虎鉄くん？」

「お、おまっ、なに考えてんだ!?」

「なにって勉強に決まっているじゃないか。ちなみに今日は、触手陵辱アニメだよ」

　たしかにエロ描写に定評のある鬼瓦先生にとってはこの上ない教材だろうけど！　でも、朝からこれはきつい。いや、朝だろうと夜だろうと、女の子と触手陵辱アニメを観るのは気まずすぎる。

「勉強熱心なのはいいが、こういうのはひとりのときに観てくれ！」

「きみと一緒に観たかったのさ」

「昨日みたいな映画なら喜んで観るけどな！」

「二日連続でラブロマンスを観たからね。今日はエッチなアニメを観ることにしたのさ」

　振り幅でかすぎるわ！

　エロアニメを観るなら観るで先に言ってくれ！　完全にラブロマンス作品を観る心構えだったから、心の準備できてねえんだよ！

「てかこれ一八禁だろ！　どうやって手に入れたんだ！」

「これは録とり溜ためておいた深夜アニメ──一八禁ではないよ」

　そ、そうなのか？　女の子、めちゃくちゃされてるけど……。深夜のアニメってエッチなんだな。

「きみ、どうして動揺しているんだい？　昨日は楽しそうに鑑賞していたというのに」

「ラブロマンスと触手陵辱は違うだろ！」

「同じようなものじゃないか」

「どこがだ！」

「ラブロマンス映画にも濡れ場があるからね」

　たしかにあったけど……

　鬼瓦先生、あのシーンを触手陵辱シーンと同じ目線で観ていたのか。

　ま、まあでもエロ描写を鍛えるためには、いろんなエロシーンを勉強する必要があるんだろうし、そういう意味では納得できるけどさ。

　しかしこれは食欲をそそるものじゃない。女の子のエッチな声がダイニングに響き渡り、とてもじゃないが食事に集中できない。

「きみ、ちゃんと観ているかい？」

　一時停止して、鬼瓦先生が言う。

「お、俺も観なきゃだめなのか？」

　ひとりのときならいくらでも観るが、鬼瓦先生と一緒なのだ。正直、いますぐここから離れたい。

　あんなに逃げたがっていた仕事部屋に、いまでは戻りたいとすら思えてくる。

　それくらい、女の子とエッチなアニメを観るのは気まずいのだ。

「観るべきだよ。これはきみにとっての勉強でもあるからね」

「たしかに、備考欄に『触手に弱い』とか書いてあったけど……」

　鬼瓦先生の原稿は表紙を終わらせたあとに読むつもりなので、まだどんなふうに触手が活躍するのかはわからないが、女の子にエッチなことをするのだということは察しがつく。

「じっくりと触手を観察して、エッチに描いてくれたまえ。ほら、ご覧。右から三本目の触手の焦らすような動きがいいんだよ」

　コマ送りで触手の動きをチェックする鬼瓦先生。

　朝から晩までこいつのペースに付き合わされたら、俺の気が休まらない。

　どうにかして鬼瓦先生の監視が届かない場所へ行きたいが、俺の意思で外出することはできないからなぁ。

　ていうか、

「今日でゴールデンウィークが終わるんだが、登校しちゃだめなのか？」

　ダメ元で訊きいてみる。

　登校を許可してくれれば、束の間の休息を味わうことができるのだが……

「構わないよ。授業の準備も必要だろうし、作業が一段落したら家に帰りたまえ」

「いいのか？」

　てっきり登校すら許してくれないのかと思ってた。すんなり許可が下り、俺は戸惑ってしまう。

「学校はラッキースケベの宝庫だからね。きみにも得るものがあるはずさ」

　そんな不ふ埒らちな理由で通っているわけじゃないが、外出できるのはありがたい。息抜きのためにも放課後はのんびり過ごし、少し遅めに仕事場に戻るとしよう。

　中学生の鬼瓦先生には、高校生の時間割を把握するのは無理だろうしな。放課後に特別講習があると言えば、鬼瓦先生を欺くこともできるってわけだ。

　悪いな、鬼瓦先生！　放課後は自由を謳おう歌かさせてもらうぜ！

　明日の計画を練りつつ、俺はすっかりぬるくなった味噌汁を味わうのであった。





◆






　そして迎えた翌日の放課後──。

　ゴールデンウィークの課題に手をつけていなかったものの、居残りを命じられることもなく、俺は帰り支度をしていた。

　いまごろ鬼瓦先生は夕飯の献立を考えているだろう。

　せっかく作ってくれた飯が冷めてしまったら申し訳ないので飯時までには帰宅するが──逆に言うと、飯時までは自由を謳歌できるってことだ。

　自由。

　あぁ、自由！

　なんて甘美な響きなんだ！

　現在時刻は一六時三〇分。三時間ほど自由を謳歌できるのだ。解放感が半端ない。

　鬼瓦先生のマンションから登校できるようにすべての教科書類を持ってきたため今日の通学カバンはずっしりと重いが、俺の心は羽のように軽やかだ。

　さて、なにをしよっかな。

　ファミレスで漫画のネタでも考えようか。

　ストーリー作りの勉強がてら映画を観るのも悪くない。

　書店を巡り、市場調査をするのも良さそうだ。

　なんにせよ、有意義な時間を過ごさないとな。

「よぅ、近衛！　ご機嫌だな」

　うきうきしながら予定を立てていると、山やま田だが話しかけてきた。

「ちょっといいことがあってな」

「へえ、なにがあったんだい？」

「ああ、実は……」

　サァァ、と顔から血の気が引いていくのを感じた。

　ダラダラと背中から冷や汗が流れる。

　背後から、聞き覚えのある声がしたのだ。

　い、いまの声、まさか……。

　おそるおそる振り返ると、そこにいたのは──




「げっ！　鬼瓦先生!?」




　ブレザーに身を包んだ鬼瓦勘兵衛だったのだ！

　い、いや、なんでうちの制服着てるの!?　うちの制服、ネットオークションで取り引きされてんのか!?

　うろたえる俺に、鬼瓦先生がほほ笑みかけてくる。

「やだなぁ、虎鉄くん。私は戌いぬ亥い詩し織おりだよ。察するに、その鬼瓦先生という人物は、私によく似た塾の美人講師とかではないのかい？」

　そうだった。

　こいつの指摘に、俺は冷静さを取り戻す。

　鬼瓦先生は一切の素性を隠しているのだ。

　ここで正体がばれてしまうと、鬼瓦先生に迷惑がかかってしまう。顔だけは可愛いんだ。最悪、ストーカー被害に遭うかもしれない。

「わ、悪い。よく似てるんで勘違いしちまった」

　慌てて誤魔化しつつ、教室を見まわす。

　幸いなことに休み時間にラノベの話をしている連中は、俺が放課後の予定を立てている間にさっさと部活に行ったらしく、残っているのは山田とか二にの宮みやとか、オタク趣味に興味なさそうな奴ばかりだ。

　まあ、たとえ鬼瓦作品を読んだことがあっても、まさかこの可か憐れんな美少女が鬼瓦勘兵衛だとは思わないだろうがな。

「こ、この可愛い娘……近衛の知り合いか？」

　山田がうろたえている。

　リア充に向けるような、羨ましげな眼差しで俺を見ている。

　落ち着け、山田！　俺の置かれた境遇を聞けば羨ましいとか思えないから！

　なにせ毎朝布団に忍びこんで起こしてくるわ、美お味いしい手料理を振る舞ってくれるわ、エッチなことをしてくるわ、湯上がり姿を見せてくるわ、ほんといろんな目に遭ってんだからな！

　……俺なら間違いなく嫉妬してしまうリア充っぷりだ。実情はリアルの生活が充実しているとは言いがたい、仕事漬けの日々だというのに。

　ともあれ、鬼瓦先生の正体を明かすわけにはいかないため、必然的に俺が置かれている境遇をおおっぴらにすることもできない。

　山田への返事に困っていると、鬼瓦先生が手を握ってきた。

「さあ、私たちの家に帰ろう」

　山田が震える。

「い、家に帰るって……まさか近衛、こんな可愛い娘と一緒に住んでるのか!?」

「い、一時的に住んでるだけだ」

「一時的なものか。私は虎鉄くんを生涯のパートナーにすると決めたんだ。これから先も一生一緒だよ」

　山田があとずさる。

「将来を誓い合った仲なのか!?」

「誓ってたまるか！」

　鬼瓦先生との付き合いは一シリーズ限りだ！

　もちろん一シリーズを一〇〇巻続けるつもりもない。

　高校卒業までにシリーズを畳み、貯金を削りつつ漫画の連載を目指すんだ！

「虎鉄くん、早く帰ろう。そして、今日もエッチなことをしようじゃないか」

「──、──」

　山田が声にならない声を上げる。

　酸欠状態の金魚みたいに、口をぱくぱくさせている。

　これ以上ここにいると、あらぬ誤解を受けそうだ。おとなしく鬼瓦先生に手を引かれ、俺は逃げるように教室をあとにする。

　そのまま歩を進め、校門を出たところで問いかける。

「お前、女子高生だったのか？」

「見ての通りだよ」

　女子高生に見えねえから戸惑ってんだよ。

　ランドセル背負ってたほうがまだ納得できるわ。

「その制服、ネットオークションで落札したんじゃないだろうな？」

「私はそんなに幼いかい？」

　鬼瓦先生が唇を尖とがらせる。

　発育がよろしくないのを気にしているらしい。

「私は正真正銘の女子高生だよ。ほら、ご覧」

　鬼瓦先生が生徒手帳を開く。

　……鬼瓦勘兵衛こと戌亥詩織は、たしかにうちの一年生だった。

　物証を突きつけられた以上、信じるしかあるまい。

　俺の自由はいま死んだ。

　家でも学校でも、鬼瓦先生の監視があるのだから。気分転換などできやしないのだ。

　まったく、鬼瓦先生もひとが悪いな。どうして同じ高校だと言ってくれなかったんだ。自由を謳歌できるって期待しちまったじゃねえか。天国から地獄とはまさにこのことだ。

「これからは毎日一緒に登下校するってことか？」

　鬼瓦先生は首を振る。

「下校のときだけ一緒だよ。私は放課後に登校するからね」

　どんな重役出勤だ。

「留年しちまうぞ」

「構わないさ。手に職があれば中卒でも食べていけるからね」

　事実その通りなので返す言葉もない。

　だめだったときの保険として、せめて高校くらい出ておいたほうがいいと思うけど……鬼瓦先生、すでに一般的なサラリーマンの生涯年収くらい稼いでるだろうし、保険は必要ないだろう。

「だったらどうして高校受験したんだよ？」

　鬼瓦先生はピースする。

「理由はふたつあるよ。ひとつは、虎鉄くんを監視するため。もうひとつは、作品作りに活かせそうなイベントを体験するためさ。体育祭とか文化祭とかね」

　どこまでも勉強熱心な奴だ。

「もちろんエッチな描写を鍛えるために、定期的に女子更衣室に通いたいとも思っているけどね。プール開きが待ち遠しいよ」

　そして、どこまでも変態な奴だ。

　それはさておき、

「俺と下校するためだけに登校するのって、面倒じゃないか？」

　頼む、面倒だと言ってくれ！

　そしたら放課後は気分転換できるから！

「きみのために割く時間を、面倒だとは思わないよ」

　くっ、だめか……！

　これから毎日鬼瓦先生が迎えに来るってことは、完全に退路を断たれたということだ。俺に安息の地は残されていないのである。

　がっくりとうなだれつつも歩を進め、マンションにたどりつく。エレベーターに乗って五階へ向かい、そのままの足取りで帰宅する。

　片づけるのが面倒なのだろう。ラブドール軍団がずらりと並ぶ廊下を歩き、鬼瓦先生の仕事部屋へ。

　鉄格子のドアが開かれ、俺はひとりで監獄へと入る。

「では、今日もエッチなイラストを期待しているよ」

　がちゃりと鍵を閉め、カーテンを閉める鬼瓦先生。

「……」

　どうして俺は当然のようにここに帰ってきたのだろうか。ごねれば別室を仕事場にしてもらえたかもしれないのに。まあ、ものすごく仕事に集中できる環境ではあるんだけどさ。

　監獄での生活に慣れてしまったことに自分でも驚きつつ、パソコンを起動する。

　昨日でキャラデザは終わりを迎え、今日から表紙ラフに取りかかるところだ。

　どんな表紙にするかは原作者と編集者が打ち合わせをして決めるらしく、それは昨日の時点で終わっている。

　あちらの要望は『エッチな表情の音無静香をアップで描いてほしい』というものだった。鬼瓦作品のエロさを抑えるキャラクターとして生み出したのに、いまではすっかり作品の顔である。

「さて、どうしたもんかね」

　ペンを握り、うぅむと唸うなる。

　エッチな表情の音無静香。これならさくっと描けるけど、ライトノベルの表紙は作品の顔だ。

　表紙を見て買うかどうかを決める読者も多いだろう。

　もうちょっとわかりやすいエロさにしたほうが読者の興味を惹ひけるんじゃなかろうか。

　この作品が一〇〇巻続く人気作になるのは困るが、読者に見向きもされないのはもっと嫌だ。

　音無静香たちの物語を、最後まで読者に届けたい。

　中途半端なところで終わらせたくないのだ。

　二巻や三巻じゃ話をまとめるのは厳しいだろうが、一五巻も続けばきっちり完結できるだろう。

「鬼瓦先生！」

　呼びかけると、カーテンが開く。

　着替えている最中だったのだろう。鬼瓦先生はブレザーを脱ぎ、ブラウスの第二ボタンまで開けていた。

「どうしたんだい？」

「表紙のことなんだけど、音無静香にエロい表情をさせるのはいいんだが、服装はエロくなくていいのか？」

「半脱ぎにするとか、服を破くとか、そういうことかい？」

「そういうことだ」

　鉄格子越しに俺はうなずく。

　鬼瓦先生が言うには『音無静香はいまのままでも充分エロい』らしいが、半裸のほうがエッチなのはたしかだ。

　鬼瓦作品の売りはエロ描写。

　だったらエッチな格好にしたほうがより鬼瓦作品の魅力を引き出すことができるんじゃないか──というのが俺の意見だ。

「私の仕事は物語を紡ぐこと。表紙作りに関しては素人なのでね。もっとこうしたほうが売れるとか、そういうことには詳しくないんだよ。だからきみが『もっとこうしたほうがいい』と思うなら、猿さ渡わたりくんに相談した上で、そのアイデアを取り入れてくれて構わないよ」

　ただ、と鬼瓦先生は言う。

「私は、音無静香の魅力は『清純そうな見た目なのに、内面のエロさが滲にじみ出ている』というギャップにあると思うんだ。半裸にしたら、ただのエッチなお姉さんになってしまう。それだと音無静香の魅力が半減してしまうよ」

「けど、表情だけだと書店で目立たなくないか？」

　書店には数えるのも億おつ劫くうになるほどの本が並ぶのだ。

　これはエッチな作品です！　と読者にアピールするためにも、表情以外もエッチにしたほうがいいのではないだろうか。

「音無静香の魅力を最大限に活かしつつ、エッチな作品だとアピールする。そのために、きみには音無静香のエッチな表情をアップで描いてほしいんだ。全身を入れようとすると表情は目立たなくなるけど、アップで描けば表情でエッチなことをアピールできるからね」

　なるほどな。そういう意図で『アップで描いてほしい』と要望を出したのか。それなら要望通りに描くことになんのためらいもない。

「わかった。んじゃ、要望通りに描くよ」

　鬼瓦先生はにこりと笑う。

「よろしく頼むよ。あ、だけど半裸のシーンもあるからね。いまのうちに勉強しておいたほうがいいかもしれないよ」

「勉強って……」

　ガラガラと鉄格子を開き、鬼瓦先生がこっちへやってきた。

　俺にしなだれかかり、耳元で囁ささやくように言う。

「私の制服を脱がしてくれたまえ」

　熱い吐息が頰ほおを撫なで、心臓がバクバクと荒あらぶる。

「お、俺が脱がせるのか？」

　鬼瓦先生はうなずき、

「そういうシーンを挿絵に指定しているからね。実体験があるほうが、よりエッチな絵を描くことができるだろう？」

　たしかに体験したほうが、よりエッチな絵を描くことができるけど……

「い、いいのか？」

　いままでも散々エロいことをされたが、すべて受け身だったのだ。

　だが、今回は違う。

　俺がこの手で、鬼瓦先生を脱がせるのだ。

　いまだかつてないほどに、俺の心臓は荒ぶっている。

「きみさえよければ脱がせてほしい。きみの絵がよりエッチになるのは喜ばしいことだし、私としても男の子がどういう手順で服を脱がせるのか興味あるからね。ブラウスの予備は持っているから、好きなように脱がしてくれて構わないよ」

　びりびりに破いてもいいってことか。

「そ、そこまで言うならしょうがないな」

　互いに正座して、向かいあう。

　ごくりと生唾を飲みこみ、ブラウスのボタンを外しにかかる。

　プチプチとボタンを外していくと……鬼瓦先生の頰が、じんわりと紅潮する。わずかに唇を嚙かみ、恥じらいを堪えている様子だ。

　その仕草を見て、思わず手を休めてしまった。

「どうしたんだい？」

　鬼瓦先生は平然としているが、心のなかではとても恥ずかしがっているのだ。

　強がっているだけなのだと思うと、なんだか可愛く思えてきた。

　そんな可愛い女の子の半裸を見たいと思うのは、健全な男子高生なら普通のことだろう。つまり俺は普通──変態ではないのだ！

　そう自分に言い聞かせ、残るボタンを外し終える。ブラウスが開き、水玉模様のブラが露わになった。

　ブラウスを脱がせると、華きや奢しやな肩がかすかに震えた。

　瑞みず々みずしい柔肌が、うっすらと汗ばんでいるように見える。

「……半裸って、これくらいか？」

「もうちょっと頑張ってみようか」

　これ以上嬉しい激励があるだろうか。いや、ない！

　任せておけ、と力強くうなずき、俺は正座したまま鬼瓦先生を立ち上がらせた。そしてスカートのホックに手をかける。

　パチンと外し、ゆっくりとジッパーを下ろしていると──

　ぴーんぽーん。

　と、インターホンの音が響いた。

「ふむ。誰か来たようだね」

「お、親じゃないよな？」

　親父さんにこんなところを見られたら、本物の監獄にぶち込まれてしまいそうだ。

「……私の親は、ここには来ないよ」

　鬼瓦先生は、どこか寂しげに言う。

　俺と同じく、仕事に集中するために一人暮らしをしているんだと思っていたが……家庭環境が複雑で、実家に居づらいだけなのだろうか。

　ひょっとすると一人暮らしが寂しくて、編集部の『虎鉄先生を監禁する』という提案に賛成したのかもしれない。

　まあ、俺の思い過ごしなだけかもしれないし、本当のところどうなのかは、鬼瓦先生に訊かなきゃわからないけどさ。

　ぴーんぽーん。

　さておき、いまはそういうまじめな話をする雰囲気ではない。

「出なくていいのか？」

「どうせ新聞の勧誘かなにかだよ。続けたまえ」

　望むところだ。

　俺だってこんな中途半端なところでやめたくないんだよ！

　ぴーんぽーん。ぴんぽんぴーんぽーん。

「しつこいね。ちょっと行って追い返してくるよ」

　鬼瓦先生は乱れた服を整えると、部屋から出ていってしまう。

　くそっ、どこの勧誘員だ！　もうちょっとでパンツが見えたのに！

『な、なんだねきみは！』

『退どきなさい！　いるのはわかってるんだから！』

『ここには私しかいないよ！』

『噓うそよ！　一緒に家に入るのをこの目で見たもの！』

　悔しがっていると、玄関のほうで怒鳴り声が響いた。

　なにかトラブルでもあったのか？

「鬼瓦先生！　どうした！」

　助けに向かおうとしたが、しっかりと施錠されていた。これじゃ助けに行けない！

『待ちたまえ！』

『嫌よ！　って、なによこの廊下！　気味悪いわね！』

『ラッキースケベだよ』

『これのどこがラッキースケベよ！　アンラッキーだわ！』

　がちゃがちゃと鉄格子を揺らしていると、足音が迫ってきた。そして声の主が鉄格子の前に現れる。

　声の主の正体は、金髪碧へき眼がんの美少女──




　二宮狐こ々こ亜あだった。




　なんでここに二宮がいるんだ!?

　驚いていると、二宮が鉄格子に手をかけた。

　がちゃがちゃと揺らして開けようとするが、鉄格子はびくともしない。

　鬼瓦先生は部屋を出る際、律儀に鍵を閉めたのだ。

「な、なによこれ！　鍵がかかってるじゃない！　あんたのしわざね！」

　二宮が睨にらみつけた先には、鬼瓦先生が佇たたずんでいた。腰に手を当て、ふんと鼻を鳴らしている。

「だったらどうしたというんだい？」

「彼を助けるに決まってるじゃない！　鍵はどこにあるの!?　渡しなさい！」

　二宮が鬼瓦先生のブラウスを摑つかみ、ぺらっとめくり上げる。

　なめらかなお腹とへそが露わになり、鬼瓦先生はかあっと顔を赤らめた。さっきよりも露出は控えめなのに……やはり鬼瓦先生は不意打ちに弱いのだ。

「こ、こら！　やめたまえ！」

「やめてほしければ鍵を渡しなさい！」

「ふ、ふん。お断りだよ」

「だったら脱がしてやるわ！」

　鬼瓦先生のブラウスを無理やり脱がそうとする二宮。鬼瓦先生は必死に抵抗するが──二宮がやや優勢だ。

「きゃあ!?」

　予想外に可愛い悲鳴を上げ、鬼瓦先生は押し倒される。

　すかさず馬乗りになる二宮。

　ぷちぷちとボタンを外していき、鬼瓦先生があられもない姿になっていく。

「あった！　これね！」

　二宮が鍵を手に入れた。

「返したまえ！　返したまえ！」

「嫌よ！」

　鬼瓦先生の制止を振り切り、二宮は解錠。
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　そして、鉄格子を開けた。

「だいじょうぶ？　この女に変なことされなかった？」

　心配そうな眼差しを向けられ、ドキッとしてしまう。

　変なことはされたけど、言わないほうがいいよな。

　俺も鬼瓦先生に変なことをしたしさ。

　使用済みパンツを穿はいたり、服を脱がしたり。そんな話をクラスメイトにするわけにはいかない。

「二宮がどうしてここに？」

　話題を変えると、二宮は急におどおどしだした。

　じぃっと上目遣いで俺を見つめ、

「……もし間違ってたら、聞かなかったことにしてくれる？」

　俺がうなずくと、二宮は豊かな胸に手を添えた。

　すぅはぁと呼吸を整え、桜色の唇を開く。




「あなた……虎鉄先生？」




　先生をつけるってことは、名前ではなくペンネームで呼んだってことだ。

「どうしてわかったんだ？」

　べつに誤魔化すようなことじゃないので素直に認めると、二宮は満面の笑みになり、

「す、すごいっ。本物の虎鉄先生なのねっ！」

　ぎゅぅっと抱きついてきた。

　メロンみたいなおっぱいがぐにぐにと身体に押しつけられる。とんでもない柔らかさだ。これじゃまるで兵器じゃないか！

　鬼瓦先生の胸がカッターナイフだとしたら、二宮の胸は核ミサイル。それくらい威力の差があった。

「こ、こらっ！　虎鉄くんが嫌がっているじゃないか！　離れたまえ！　離れたまえよ、きみ！」

　ぐいぐいと二宮の服を引っ張る鬼瓦先生。

　べつに嫌がってなどないのだが……二宮は素直に抱擁を解くと、キラキラと輝く碧眼で俺を見つめる。

「いきなり抱きついてごめんなさい。だけど、感情を抑えきれなくて……」

「感情？」

　二宮はこくこくうなずき、

「あたし、虎鉄先生のファンなのっ！」

「二宮が……俺のファン？」

　俺の知る限り、二宮狐々亜はおとなしい女の子だったはず。

　いまでこそはしゃいでいるが、根暗ってわけじゃないのだ。クラスで女友達と話してるときも楽しそうにしているし、これくらいテンションが上がることもあるだろう。

　だけど俺のファンってことは、あの読み切りを読んだってことだよな？

　あれ、世間的にはエロい絵しか評価されなかったんだけど……

　もしかして！

「ストーリーが面白かったのか？」

「違うわ」

　違うらしい。

　躊ちゆう躇ちよなく否定されたし、本当につまらなかったんだな……。

「あたし、虎鉄先生のエッチな絵に一ひと目め惚ぼれしちゃったの」

　エッチな絵に一目惚れ。

　つまり二宮は、エッチな絵が大好きな女の子ってわけだ。

　意外すぎる嗜し好こうだ。

　まあ、ひとの趣味嗜好についてどうこう言うつもりはないけどさ。

「いつから俺の正体に気づいてたんだ？」
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「気づいたのは今日よ。受賞欄の年齢と出身地と名前が一致してたから、前々からもしかしてとは思ってたけど」

　受賞欄をチェックしたのか。

　まさかそこまでのファンがいるとは思わなかった。

「どうしていままで黙ってたんだ？」

　二宮にサインをお願いされたら喜んでしたのに。

「前々から訊こう訊こうとは思ってたけど、もし人違いだったらエッチな絵が好きだってことがばれちゃうからよ」

　もし人違いで、俺に『漫画家　虎鉄』で検索をかけられたら、エロい絵が好きな女だということが知られてしまう。もし言いふらされたりしたら、女友達から変な目で見られてしまうかもしれない。

　だから訊くに訊けなかったのか。

　鬼瓦先生みたいに性癖をオープンにしてる奴もいれば、二宮みたいにこっそりと趣味を楽しむ奴もいる。

　どっちが正しいとかじゃないが、どちらかというと二宮みたいな奴のほうが多いだろう。性癖をオープンにするのは、とても勇気がいることだしな。

　ともあれ今日ここに来たってことは、俺の正体が漫画家の虎鉄だと確信したってことだ。

　間違いなく俺の『鬼瓦先生』という発言を聞き、ピンときたのだろう。

　つまり。

「もうホームページに発売予定が載ってるのか？」

「うん。昨日、発売予定サイトをチェックしてたら、鬼瓦作品の担当イラストレーターが虎鉄先生になってることに気づいたの。それだけならまだ羨ましいだけで済んだのに……まさか監禁してるなんて！」

　ぎろっと鬼瓦先生を睨む二宮。

「人間国宝を監禁するなんて前代未聞よ！」

　人間国宝になった記憶はないが……二宮にとって俺は、それくらい価値のある作家ってわけだ。

「こんなの、我々の業界では当たり前のことだよ」

　相手が業界関係者ではないため、適当なことを言う鬼瓦先生。

　しかし二宮は一歩も退ひかなかった。

「うそよ！　編集者が作家を監禁することはあっても、作家が作家を監禁するなんて話は聞いたことないわ！」

　それはそれで怖い。

　まあ、監禁の発案者は編集部なので、二宮が言ってることは事実なのだが。

「きみ、業界関係者かね？」

　よくぞ訊いてくれたとばかりに二宮は豊かな胸を張る。




「あたしはライトノベル作家よ！」




　えっ。

「そ、そうなのか？」

　まさかこんな身近に作家がいたとは思わなかった。二宮が作家という噂うわさは聞いたことがないし、俺と同じく誰にも言ってなかったのだろう。

「ペンネームを聞かせてもらおうか」

　と、鬼瓦先生が言う。

　それは俺も興味ある。

　もしかしたら読んだことがある作家かもしれない。

「『肉棒ぬめぬめ』よ」

　やべえな。ネーミングセンスが明後日あさつての方向にぶっ飛んでやがる。

　間違いなく読んだことがない作家だ。

　もし読んだことがあれば忘れるわけがないもん。

　それくらいインパクトの強いペンネームだった。鬼瓦先生みたいに命名の理由があるのだろうが、とんでもないエピソードが飛び出す怖れもあるため訊かないでおく。

「そうか。きみがあの肉棒ぬめぬめなのだね」

「知っているのか、鬼瓦先生？」

「うむ。レーベルは違うが、肉棒ぬめぬめは売れっ子だからね。ライトノベル作家でその名を知らない者はいないよ」

「そうなのか。どんなの書いてるんだ？」

　俺の質問に、二宮は弾けるような笑みで答えた。

「『雌豚☆ハーレム～一八禁ゲームの世界に転生したので、手始めに触手魔法で妹を調教してみた～』よっ」

　訊かなきゃよかった。

　ペンネームとのダブルパンチで、もはやノックアウト寸前だ。俺のなかの二宮の清せい楚そなイメージが、がらがらと音を立てて崩壊する。

「そっか。中身が気になるタイトルだな」

　なにも言わないのは失礼だろうと思い、褒めておく。すると二宮は感動したように瞳を潤ませた。

「虎鉄先生に褒められるなんて夢みたいっ！　あたしね、虎鉄先生にずっと言いたかったことがあったの！　今日はそれを伝えに来たの！」

「言いたかったこと？」

　こくりとうなずき、二宮は恋する乙女のような顔で言う。

「虎鉄先生！　あたしの次回作のイラストを描いてください！」

「お断りだよ！」

　鬼瓦先生が声を荒立てる。

「あなたには訊いてないわ！」

「虎鉄くんはいまとっても忙しいのだよ！　仕事の邪魔だから帰ってくれたまえ！　これ以上ここに居座るようなら、フェロモン文庫に抗議するよ！」

　えっ。

「フェロモン文庫って、あのコミックモンモンのある出版社のことか!?」

　俺は興奮する。

『フェロモン文庫』『月刊コミックモンモン』を発行するフェロモン社は、業界最大手の出版社だ。

　俺の人生を変えた漫画『血ち煙けむり大だい吾ご郎ろう』もコミックモンモンから出てるし、そのほかにも多くの熱血漫画を世に送り出している。

　血湧き肉躍るような漫画を描きたい俺にとっては、憧れの出版社なのである。

「虎鉄先生、コミックモンモンに興味あるの？」

「あるよ！」

　最初はコミックモンモンの新人賞に応募しようと思ったくらいだ。

　しかし、応募締切が過ぎていたため、一番締切の近かったエクスタシー社に応募したのである。

「だったらフェロモン文庫でイラストを描けばいいわ！　そこで実績を作れば、コミックモンモンで連載できるかもしれないわ！　だから……」

　と、二宮が顔を近づけてくる。

　近くで見ると、ほんと可愛いな。

　まつげとかめっちゃ長いし、柑かん橘きつ系けいの良い匂いがするし……。

　学校の男子連中がこぞって惚ほれるのもうなずける、とんでもない美少女だ。

「ねえ、虎鉄先生。あたしだけのイラストレーターになってくれない？」

　そんな美少女に甘えるようにささやかれ、思わずくらっとしてしまう。

　こんなふうにお願いされると、断るのは難しい。

「だめだよ！」

　俺の代わりに、鬼瓦先生が断る。

　そしてすがりつくような眼差しで俺を見つめ、

「虎鉄くん……。きみには、いつまでも私のそばにいてほしいよ」

　甘えるようにささやいてきた。

　こんなふうにお願いされると、なんでも言うことを聞きたくなる。

　この監獄で鬼瓦作品のイラストを描きながら、肉棒ぬめぬめ作品のイラストも担当する。そうすれば一件落着になるが、俺の身体が持たない。

　いまの仕事量でパンク寸前なのだ。

　これ以上仕事を抱えたら、いよいよ漫画に割く時間がなくなっちまう。

　俺は誘惑を振り払うように頰を叩たたき、二宮に告げる。

「悪い、二宮。俺はいま鬼瓦先生のイラストで忙しいんだ」

「ありがとう、虎鉄くん！」

　鬼瓦先生が涙ながらに抱きついてきた。

　よほど俺を奪われるのが怖かったようだ。

「そういうわけで、今日のところは帰ってくれないか？」

「わかったわ」

「……俺のほうから言っておいてなんだが、素直だな」

　二宮は爽やかに笑う。

「あたしは、虎鉄先生の言うことならなんでも聞くわっ。虎鉄先生が脱げって言ったら、迷わず脱ぐわっ。虎鉄先生が処女を捧ささげろと言うのなら、喜んでこの身を捧げるわっ」

　信じられない発言をする二宮だが、目が本気だ。

「あたし、それくらい虎鉄先生のファンなの。それにエッチな作品を手がける作家として、虎鉄先生と仕事をするのは憧れでもあるのよ。だからぜったいに諦めないわ。いつか必ず虎鉄先生と仕事をしてみせるんだから！」

　じろっと鬼瓦先生を睨み、

「近いうちにあんたから虎鉄先生を奪ってみせるわ！」

「きみのような作家から守るためにも、虎鉄くんにはこの先一生ここに住んでもらうよ」

　鬼瓦先生は俺を逃がさないためじゃなく、俺を奪われないために監獄に閉じこめているのかもしれない。

　俺がイラストレーターとしての活動を始めたことがおおやけにされた以上、第二第三の二宮が現れないとも限らないのだから。

　俺に新たな仕事が舞いこまないように守ってくれるのは嬉しいが、ここにいると異常なペースで仕事が舞いこんでくるわけで、なんとも複雑な気分である。

「さあ、さっさと帰りたまえ」

　シッシッ、と追い払う鬼瓦先生。

「言われなくても帰るわよ。締切あるもん。また学校でね、虎鉄先生」

「また学校でな。ああ、それと、べつに『先生』はつけなくていいから」

「わかった。あたしのことも、肉棒ぬめぬめって呼ばなくていいからね」

　呼べるわけねえだろ。頭おかしい奴だと思われちまうよ。

「じゃあまたね、虎鉄くん」

　そう言い残し、二宮は去っていった。

「さて、私は仕事に取りかかるよ。虎鉄くんも、バリバリ描いてくれたまえ」

　切り替えの早いひとだ。

　正直言うと、いまのやり取りに巻きこまれただけで疲れたが、スケジュール的に休んでいる余裕はない。

　締切まであと一〇日。

　今日の目標は表紙ラフを終わらせること。

　そして明日明後日の土日で表紙絵を完成させ、月曜から口絵と挿絵に取りかかる。

　水曜日までに口絵と挿絵のラフを終わらせることができれば、なんとか締切に間に合うはずだ。

　そうして目標を立てた俺は、さっそく仕事を始めるのであった。





《第四幕　変態淑女の祭典》







　五月八日、日曜日。

　時刻は二三時五五分。

「よっしゃあ終わったァ！」

　俺は監獄で勝利の雄叫びを上げていた。

　予定通り一昨日表紙のラフを終わらせ、昨日から取り組んでいた線画と色塗りがついに終わりを迎えたのである！

「いやぁ、ほんっと美人に仕上がったなぁ……」

　ぎゅっと唇を嚙かみしめ、なにかを我慢しているような表情の音おと無なし静しず香かがモニター越しに俺を見つめている。

　とてもエッチな表情だ。

　しかしどんな表情であれ、音無静香は我が子同然だ。娘の晴れ舞台を見る親ってのは、こんな気持ちなんだろう。

　だけど……

「これでいいんだよな？」

　勝利の余韻に浸っていると、じわりと不安が湧いてきた。

　というのも、俺はエッチなイラストを描いたことがないのだ。……いやまあ世間的にはエロい絵を評価されてるわけだけど、自分の意思でエッチな絵を描いたことはないのだ。

　だけど今回はエロく描いた。

　俺はエロく描けたと思っているが……これを見て、読者はどう感じるだろうか。

　猿さ渡わたりさんいわく、俺は世間と感性がずれているらしいし……俺にとってはエッチな表情でも、世間的には健全に見えるかもしれない。

「ラフは一発オッケーだったんだが……」

　色塗りをしたことで印象が変わることはよくある。ラフの段階ではエロくても、いまもそうとは限らない。

　猿渡さんに送る前に、エロイラストの識者──鬼おに瓦がわら先生に見せたほうがいいかもな。

　もしエッチじゃなかったら『私がエッチな顔のお手本を見せてあげるよ』とか言いだすかもしれないしさ！

　べつにあいつのエロい顔を見るのが目的じゃないけどな！　これは勉強。エッチな絵を描くのに必要なことなのだ！

「鬼瓦先生！」

　わくわくしながら呼びかけると、カーテンが開かれた。

　もう夜遅いけど、鬼瓦先生は風呂に入っていなかった。パジャマではなく仕事着を──ぶかぶかとしたパーカーを羽織っている。

「どうしたんだい？」

「表紙ができたんだ。ちょっと見てくれ」

「本当かいっ。すぐに見るよ。きみの絵は私にとっての活力剤だからね」

　三度の飯よりエッチなものが大好きな鬼瓦先生は、わくわくとした表情で鍵を開けると、鉄格子の内側へやってきた。

　俺のとなりに立つと、ふわっと良い香りがした。風呂に入ってないのに良い匂いがする。シャンプーと汗の匂いが混ざりあった香りに、思わずドキドキしてしまう。

　同どう棲せいを始めてそろそろ一週間経つが、こればっかりは慣れそうにない。

「……」

　俺がドキドキしているとなりで、鬼瓦先生がモニターに釘くぎ付づけになっていた。はじめて音無静香のキャラデザを見たときと同じ反応だ。

　てことは前回と同じような感想が飛び出してくるのかな？　こないだは抱きつかれたし、今回も『最高だよ！』って抱きついてくれるかも。

　美少女のハグを期待していると、鬼瓦先生の頰ほおがじわりと赤らむ。そして、へなへなとその場に座りこんでしまった。

「ど、どうした？　貧血か？」

　心配になって肩に触ると──

「ゃんっ」

　びくびくぅっと震え、なんというか……す、すごくエッチな声を漏らした。

「い、いまは触らないでくれたまえ。し、刺激が強すぎるよ……」

「す、すまん。そんなに強く触ったつもりはないんだが……」

「ち、違うよ。刺激が強いのは、きみの絵さ……」

「俺の絵？」

　鬼瓦先生はこくりとうなずき、太ももをもじもじさせる。

「きみの絵があまりにもエッチすぎて、全身の感覚が鋭敏になってしまったのさ」

「そ、そっか……俺の絵、そんなにエロいんだな……」

「うん。特に今回の絵は、群を抜いてエッチだよ」

　鬼瓦先生が太鼓判を押す。

　だけどいまの反応を見る限りでは、逆に安心できないぞ。数えきれないほどのエッチな作品を見てきた鬼瓦先生が、その……軽くイってしまったんだからな。

　書店に並べればどうなるか……考えただけで怖おそろしい。
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　ま、まあいっか！　この作品はエッチです、ってアピールにはなるしな！　なんにせよ、鬼瓦先生の許可が出て一安心だぜ。

「チェックしてくれてありがとな」

「お礼を言うのは私のほうさ。きみとタッグを組めば、間違いなくこれまで以上に読者を喜ばせることができる。今回のカバーイラストを見て、私はそう確信したよ」

　俺としても、読者に喜んでもらえるのは嬉うれしい。できることなら漫画で喜ばせたいけど、嬉しいことに変わりはない。苦労したかいがあるってもんだ。

　まあ、真の地獄はこれからだけど。

　あと一週間で口絵と挿絵を完成させなきゃだし……。

　でも、ここまで予定通りに進めてきたんだ！　なんとしてでも締切に間に合わせてやる。そして次の仕事が転がりこんで来る前に、漫画のネタを考えてみせる！

「私はお風呂に入ってくるよ。このままだと気持ち悪くて椅子に座れないからね」

「おう」

　なにが気持ち悪いのかは、あえて訊きかないことにする。

　鬼瓦先生が浴室に入っていったのを見届け、猿渡さんにメールする。そうして完成したばかりの表紙を送り、一巻の原稿を印刷する。

　口絵と挿絵に取りかかる前に読もうと決めていたので、実を言うとまだどんな話なのか知らないのだ。

　俺が手がけたキャラクターがどんなふうに活躍するか、わくわくしている。……まあ、エッチな目に遭うのは読まなくてもわかるけどね。

「っと、あいかわらず仕事が早いな」

　印刷が終わり、原稿をクリップで留めていると、メールが届いた。差出人は猿渡さんだ。

　今日（すでに昨日だが）は日曜日、しかも日付が変わってるのに……。あのひとも仕事漬けの日々を過ごしてるんだなぁ。

　猿渡さんのメールをチェックする。

　あのひとも表紙が気に入ったようだ。軽く二、三回イってしまいました、という感想が届いた。

　仕事のメールとは思えない文面だけど、褒め言葉であることに違いはない。修正指示がないことに安心しつつ、メール画面をスクロールしていき……

「……っ？」

　我が目を疑う。




　メールには、二巻の原稿とキャラクターデザイン案が添付されていたのだ。




　しかも発売予定日は、七月一五日。

　つまり、二ヶ月連続刊行である。

「こひゅっ、こひゅっ」

　ショックのあまり呼吸困難に陥る俺。

　お、落ち着け、俺！

　見間違いに決まってるじゃないか！

　もう一度よく見て確かめるんだ！

「……」

　ぎゅっと目を瞑つぶり、そろーっと目を開いて確かめる。

　見間違いではなかった。

　えっ、二巻？　どうなってんの？

　プロット段階って言ってたよね？　先週そう言ってたよね！

　まさか猿渡さんが噓うそをついたのか？　それとも鬼瓦先生が一週間でやり遂げたのか？

　おそらく後者だろう。

　あの速筆女ならやりかねない。

「いやぁ、さっぱりしたよ」

　うろたえる俺の耳に、気持ちよさそうな声が届いた。ほかほかと湯気を纏まとう鬼瓦先生が、爽やかに笑いながら出てきたのだ。

　毎回同じラッキースケベをするつもりはないのか、ちゃんとパジャマに身を包んでいる。それがまた俺の苛いら立だちをかき立てる。

「お、おい！　どういうことだ！」

「なにがだい？　もしかしてラッキースケベに期待したかい？」

　それもあるけど、そうじゃない！

「二巻の原稿が届いたんだよ！　しかも発売日、七月じゃねえか！」

　俺は声を大にして叫ぶ。

　この部屋は全面防音壁になっているので、いくら叫んでもお隣さんに迷惑はかからないのだ。……つまり、俺の助けを求める声も聞こえないってわけだけど、いまはそんなことどうでもいい。

「それのどこがおかしいんだい？」

「刊行ペースだよ！」

「……ああ、二ヶ月連続刊行のことを言ってるんだね」

　鬼瓦先生はやっと理解したらしい。年平均二四冊を刊行する彼女にとっては当たり前のことすぎて、理解するのに少し間があったのだ。

「安心したまえ。きみならやり遂げられるさ。ほら、考えてご覧よ。今回の締切は二週間だった。だけど二巻の締切は、一ヶ月もあるじゃないか」

「た、たしかに……」

　編集部としては、発売日の一ヶ月前にはすべてのイラストを確保しておきたいのだろう。

　二巻の発売日が七月一五日なら、イラスト納品の締切は六月一五日。一巻の締切が五月一六日なので、二巻の作業は一ヶ月かけていいことになる。

　二週間でやり遂げた（やり遂げる予定）俺にとって、作業期間一ヶ月というのは余裕と言っても過言ではない。

「いけそうだろう？」

「あ、ああ。いけそうだ……」

　よかった、と鬼瓦先生は安心したようにほほ笑み、




「その様子なら、八月は二冊同時刊行でもだいじょうぶそうだね」




「ちょ、ちょっと待て！　二冊だと!?」

「そうだよ」

　なにかおかしいかい？　とでも言いたげな鬼瓦先生。

　たしかに年平均二四冊なら、月に二冊は出さないと達成できない。

　鬼瓦先生の仕事に最後まで付き合った年一五冊のひとも、月二冊のペースを経験したということになる。ぎりぎりすぎるスケジュールだが、実現できないわけじゃないのだ。

　その結果として病院送りにされたわけだし、安心なんてできないけどな。

「月に一冊じゃだめなのか？」

　地獄のように思っていたのに、いまでは月一冊が天国のように思えてくる。

「三巻は、ちょっと分厚くなりそうなのでね。上下巻構成にしたいのさ。読者を待たせるのは悪いから、同月発売が理想だよ」

「……その場合、俺はいつから仕事に着手すればいいんだ？」

「三、四巻の締切は七月一五日になるだろうから、一冊の作業に二週間かかるとすれば、六月一五日には三巻の作業に取りかからないといけないね」

　六月一五日。

　つまり、二巻の作業は一ヶ月ペースで進めても問題ないってことだ。

　しかし、そのあとに地獄のスケジュールが待ち構えているのだ。後々のことを考えると、なるべく早く二巻の作業を終わらせたほうがいい。

　要するに、心休まるときがないってことだ。

　そんなスケジュールごめんである。

「悪いけど、二冊同時刊行は断らせてもらうぞ！」

　俺はきっぱりと告げてやる。

「なぜだい？」

「スケジュールがきつすぎるからだ！　月一冊でも充分だろ！　お前も無理せずゆっくり書けよ！」

「私はべつに無理などしていないよ。書いていたら、いつの間にかできていた。その繰り返しさ」

　くそっ、この速筆女め！

「でも自分の刊行ペースが異常なことくらいわかるだろ。読者のために早く届けたいって気持ちは尊重してやりたいが、もうちょっとゆっくりでもいいじゃないか」

　鬼瓦先生にも良心というものがあるのか、迷っているように目を伏せた。しばし沈黙があり、小さな声で言う。

「……違うよ」

「違う？」

「読者に早く届けたい──。その気持ちはもちろんあるけれど、それだけが理由じゃないのだよ」

「ほかに理由があるのか？」

　鬼瓦先生はうなずき、




「きみは、武流怒狗ブルドツグという漫画家を知っているかい？」




　その問いかけに、俺は戸惑ってしまう。

　まさか鬼瓦先生の口からその名が飛び出すとは思わなかった。

「知ってるもなにも……武流怒狗先生は、俺が漫画家を志すきっかけになったひとだ」

　そう。武流怒狗先生は、コミックモンモンから刊行されている血湧き肉躍る熱血漫画『血ち煙けむり大だい吾ご郎ろう』の作者なのだ。

　数多くのエロ系ライトノベルを世に送り出してきた鬼瓦先生とは、対極にいると言っていい作風の漫画家だ。

　なのになぜ、ここで武流怒狗先生の名が出てきたのだろうか。

「知っているなら話は早い。では武流怒狗がとんでもない売れっ子作家ということも当然知っているね？」

「もちろんだ。武流怒狗先生は年間セールスランキングの常連だからな。……もしかして、武流怒狗先生に売り上げで勝つために、異常な刊行ペースを保ち続けてるのか？」

「それも理由のひとつではあるよ。もっとも、まだまだ遠く及ばないけどね」

　そりゃそうだ。漫画とライトノベルじゃ市場規模が違いすぎるからな。

　鬼瓦先生はライトノベル業界じゃトップクラスの売れっ子だが、漫画家と比べると中堅レベルの売り上げなのだ。

　対する武流怒狗先生は漫画家の上位に君臨する売れっ子だ。競いあうのがバカバカしくなるほどの売り上げの差がある。

　なのにどうして鬼瓦先生は武流怒狗先生に勝ちたがっているのだろうか。

「武流怒狗先生と、なにか因縁でもあるのか？」

「ある意味、浅からぬ因縁があるよ。なにせ武流怒狗は、私の父親だからね」

　えっ。

「そうなの!?」

「意外かい？」

「そりゃ意外だよ！　作風がまるで違うじゃねえか！」

「家族であることと作風は関係ないさ。それに私がエッチな作風になったのは、父さんのおかげでもあるんだよ」

「武流怒狗先生が、エッチな作品を書くように勧めてきたってことか？」

　鬼瓦先生はこくりとうなずき、淡々と語りだす。

「父さんはエッチなものに偏見なんて持っていなかったが、私の母さんはエッチなものを毛嫌いしていてね。私からエッチなものを遠ざけようと躍起になっていたのさ。だけど、皮肉なことに、私はそれがきっかけでエッチなものに興味を持つようになったんだよ」

　ありがちな話だ。

　禁止されるとよけいにしたくなるのが人間の性さがってもんだからな。エッチなものを禁止され、鬼瓦先生は逆に興味を持ってしまったのだ。

「エッチなものに興味を持った私は、毎日河原を散歩して、エロ本を探す日々を過ごしていたのさ。そんな私に、父さんがこっそりエッチな本を読ませてくれてね。父の仕事部屋には、資料という名のエッチな本がたくさん秘蔵されていたんだ。それから毎日エッチな本を読よみ漁あさり、溢あふれ出るエッチな妄想を抑えきれなくなり──気づいたときにはエッチな小説を書いていた。それが母さんに見つかってしまってね。がみがみ𠮟られていたとき、父さんが庇かばってくれたんだよ」

　大おお喧げん嘩かの末に、鬼瓦先生のお袋さんは家を出ていったらしい。

「父さんは『俺は仕事漬けの日々を過ごしていたから母さんには愛想を尽かされていた。別居は詩し織おりのせいじゃない。だから書きたいものを書きなさい。俺は詩織の小説が大好きだからな』と励ましてくれてね。その翌年、私はライトノベル作家になったのさ」

　話を聞いた限りでは、武流怒狗先生はめちゃくちゃいいひとだ。

　俺はますます尊敬してしまう。

　鬼瓦先生だって、武流怒狗先生のことを尊敬しているはずだ。

　なのになぜ、武流怒狗先生に勝負を挑んでいるのだろうか。

「どうして鬼瓦先生は武流怒狗先生に勝ちたいんだ？」

「個人的な目標さ。父を越えたいと思うのは、子どもならば抱いて当然の目標だろう？」

　たしかに俺も親父の年収を越えたいと思っている。ちゃんと稼げることを証明できたら、安心してくれるだろうしな。

　それはそうと売り上げ勝負はあくまでついでだ。異常なペースで小説を大量生産している真の目的はほかにあるってことだ。

「小説をハイペースで大量生産する理由はなんだ？」

　それを教えてくれないことには、二冊同時刊行なんて容認できない。

　じっと見つめて返事を待っていると、鬼瓦先生は迷うように目を伏せた。

「……聞いてもバカにしないかい？」

　いつもの鬼瓦先生らしくない、やけに弱々しい口調である。

「大量生産の理由はどうあれ、鬼瓦先生はなんらかの夢を叶かなえるために頑張ってんだろ？　そんなひとをバカにはできないよ」

　真剣に答えると、鬼瓦先生は迷いが晴れたように清すが々すがしい顔をする。




「私はね、世界を変えたいんだよ」
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　予想外の理由に、俺はしばし呆ぼう然ぜんとする。

「……ど、どうして世界を変えたいんだ？」

「エッチなものが大好きだからさ。きみは違うかい？」

「まあ、好きだが……」

「だろう？　だけど世間的には、エッチなものは悪だとされている。私はそれが嫌なんだ。他人の目を気にすることなくエッチなものを楽しめる世界にしたいんだよ。そのためには、エッチな作品を布教しなければならないのさ」

　なるほど、話が見えてきた。

「つまり、『エッチなもの＝悪』って風潮を消すために、エッチな作品を量産してるってわけか」

　大勢がエッチな作品を読めば、やがて堂々とエッチな作品が好きだと言える社会になる。エッチなものに寛容な世界になるのだ。

　そんな世界になってほしいと、俺も思う。

　エロい絵を描いてしまい、まわりから白い目で見られたとき……俺は本気で悲しかったからな。

　いまでこそ鬼瓦先生や猿渡さんが『エッチすぎる！　最高ですね！』って褒めてくれるけど、大多数のひとたちは『エッチすぎる！　けしからん！』って目くじらを立てるしな。

「私はエッチな作品を世に広めたい。母さんが思わず手に取ってしまうような……そんなエッチすぎる作品を生み出したいんだ」

　母親にエッチなものを好きになってもらう──。

　きっとそれが鬼瓦先生の本当の夢なのだろう。

　世界を変えるなんて大それたことを言っているが……けっきょくのところ、鬼瓦先生は家族の仲を元通りにしたいだけなのだ。

「そのためには、虎こ鉄てつくんの力が必要なんだ。まずは一シリーズ、私に付き合ってほしい。私の物語が面白くないと思ったら、エッチじゃないと思ったら、おとなしくきみから手を引くよ。だから……いましばらくは私についてきてほしいんだ」

　鬼瓦先生が、不安げな瞳で見つめてくる。

　ったく。こんな話を聞かされて──こんな目で見つめられて、断れるわけねえだろうが。

　むしろやる気が漲みなぎってきちまったよ。

「わかった。今回のシリーズに限っては、全力で協力してやる」

　鬼瓦先生が満面の笑みになる。

「ありがとう、虎鉄くんっ！」

　ぎゅっと抱きつかれ、ますますやる気になってきた。このやる気が変わらないうちに、どんどん仕事を進めよう。

「じゃ、俺はこれから一巻の原稿を読むよ」

「うむ。面白かったかどうか、忌き憚たんのない感想を待っているよ」

　そうして鬼瓦先生と別れた俺は、腰に優しい椅子に座り、さっそく原稿をチェックする。

　鬼瓦先生の手がけた小説は──正直言うと、めちゃくちゃ面白かった。ありがちな学園ラブコメなのに『触手係』とかいう設定が加わったことで新鮮に感じられ、キャラクターたちが生き生きと描かれていたこともあり、ぐいぐいと物語の世界に引きこまれてしまう。

　そしてなにより──エロい。

　話の流れを邪魔しないように、ごく自然にラッキースケベが挟まれている。

「……」

　気がつけば、さっき届いた二巻の原稿も読み終えていた。

　一巻に負けず劣らず面白かったし、エロかった。

　この作品に、世界を変えるほどの力があるかはわからない。

　だが、俺の心は変えられた。

　俺はエッチな絵なんて描きたくない！　──そう思っていたはずなのに、いまでは鬼瓦先生のために全力でエロイラストを描きたいと思っている自分がいる。

　時計を見ると、午前三時を過ぎていた。

　もう寝ているかもしれないが……カーテンの向こうは、うっすらと明るかった。

「鬼瓦先生。起きてるか？」

　控えめに声をかけると、すぐにカーテンが開かれた。

「……読み終わったのかい？」

　鬼瓦先生が、緊張の面持ちで佇たたずんでいる。

　俺の感想をずっと待っていたらしい。

「ああ。読み終わった」

「そ、そうかい」

　鬼瓦先生が鉄格子を開け、こちらへ歩み寄ってくる。

「それで……どうだったかね？」

　面白くないと吐き捨てられ、俺に見捨てられるかもしれないと思っているのだろう。

　捨て犬のような目をする鬼瓦先生に、俺はにかっと笑いかけた。

「すっげえエロかった！」

　その瞬間、彼女は弾けるような笑みを浮かべた。

　いままで見たなかで一番嬉しそうな顔だ。

「そ、そうかい！　嬉しいよっ！　ちなみにお気に入りはどのシーンだい？」

「音無静香が触手責めにされるシーンだ」

　我が子同然だし、触手に襲われたときは複雑な気分だったが……女の子たちは嫌がっているようには感じられなかった。最初こそ『らめええ』って言ってたけど、最終的には『しゅごい』って絶賛してたしな。

　みんなエッチなことが大好きなんだと思えたよ。

「もちろん、お気に入りのシーンはほかにもあるけどな。二巻で登場する愛あい撫ぶ愛あい子こ、早くデザインしたいと思ったよ」

「本当かい!?」

「ああ。このシリーズに限っては、俺は全力で協力するからな。この作品で世界を変えてやろうぜ！」

　鬼瓦先生が目をまるくする。

「……私の夢を、応援してくれるのかい？」

　探りを入れるような視線を向けられ、俺は力強く告げてやる。

「鬼瓦先生の夢じゃない！　これは俺たちふたりの夢だ！　この作品は、俺と鬼瓦先生の作品なんだからな！　だから、お前のお袋さんが思わず手に取ってしまうくらいエッチな作品に仕上げてやろうぜ！」

　深夜テンションってやつだろうか、ちょっと声を張り上げすぎたが、じっと瞳を見つめて告げると……鬼瓦先生の頰がじんわりと紅潮する。エロハプニングは起きてないのに、どうして恥じらっているのだろう。

「……どうかしたのか？」

　ぼんやりとした瞳をしている鬼瓦先生にたずねると、彼女は慌てて首を振る。

「なんでもないよ」

「そうか？　顔赤いし、熱でもあるんじゃないよな？」

　ぴたっとおでこに触ると、鬼瓦先生は「ひゃあ！」と悲鳴を上げてあとずさった。

「な、なんでもないと言っているじゃないかっ。私は寝るから、きみも早く寝たまえ」

　言うが早いか、鬼瓦先生は仕事部屋に引っこんでしまう。

　いつもの鬼瓦先生らしくないが……きっと眠くてぼんやりしていたのだろう。さすがに俺も眠くなってきた。

　あくびをしながら消灯し、俺の長い一日がようやく終わりを迎えたのであった。





◆






　五月九日、月曜日。

　宣言通り鬼瓦先生は重役出勤を貫くらしく、俺はひとりで登校した。遅刻はしなかったものの昨日は遅くまで起きていたため授業にまったく身が入らず……

　ぼーっとしているうちに、昼休みになっていた。

　クラスメイトが弁当を広げ、教室に飯の匂いが充満する。女子は机をくっつけ、男子は床や教壇に座りこみ、賑にぎ々にぎしく談笑しながら昼食をとっている。

　楽しげな光景を横目に、俺は通学カバンからピンク色の弁当袋を取り出した。

　つい先日までは食堂で済ませていたが、ここ最近は弁当を持参しているのだ。俺の栄養管理に気を遣い、鬼瓦先生がわざわざ用意してくれたのである。

　そんな愛の詰まった弁当を手に取り、席を立つ。眠気を覚ますため、屋上で風に当たりながら食べることにしたのだ。

「よ、よぉ、近この衛え！　一緒に食わないか？」

　教室を出ると、山やま田だが駆け寄ってきた。

「俺と？　いつも一緒に食ってる奴はどうしたんだ？」

「あいつらは食堂に行っちまったよ。俺、今日は弁当を持ってきたんだ」

　山田が弁当袋を掲げる。

「そういうことなら一緒に食おうぜ」

「よっしゃ！　おかず交換しようぜ！　それ、戌いぬ亥いさんの手作り弁当だろっ？」

「どうして手作りだって知ってるんだ？」

「やっぱりそうか！　ちくしょう！　いいなぁ……！」

　カマをかけたらしい。山田は羨ましそうに弁当袋を見つめる。

「俺、女の子の手料理を食うのが夢だったんだ！　だからおかず交換しようぜ！」

　それで気が済むなら交換くらいしてやるけど……。

　他人の彼女（べつに付き合っているわけじゃないが）の手料理で夢を叶えるって虚しくないか？

「ねえ、虎鉄くん」

　べつにいいぞと返事をしようとしたところで、うしろから声をかけられた。振り向くと、金髪碧へき眼がんの巨乳美少女──二にの宮みや狐こ々こ亜あが立っていた。

「どうした？」

「ふたりきりで話したいことがあるの。ついてきてくれない？」

　そう語る二宮の手には、ふたり分の弁当袋があった。も、もしかして俺のために作ってくれたのか？

　俺には鬼瓦先生の手作り弁当があるが、女の子の手料理はいくらでも胃に入る。二宮が俺のためにわざわざ作ってくれたなら、ありがたくいただきたい。

　でも、すでに山田と食べる約束をしたからな。急いで山田と飯を食べて、二宮とはそのあとゆっくり過ごすとしよう。

「悪い、二宮。これから山田と飯を──」

　ぽん、と肩を叩たたかれる。

　山田が、泣きながら笑っていた。

「俺のことは、気にするな……」

　強がるようにそう言うと、山田はどこかへ走り去ってしまった。すまん、山田……。

「で、俺はどこについていけばいいんだ？」

「屋上よ。あそこなら落ち着いて話ができるわ」

　うちの屋上は一般開放されているが、まだ肌寒いこの時期は閑散としている。

　落ち着いて話がしたいってことは、仕事絡みかな？　ともあれ俺の目的地も屋上なので文句はない。

　そうして風が吹き抜ける屋上にやってきた俺たちは、落下防止柵のそばにあるベンチに腰かける。

　ちなみに屋上には俺たちのほかに誰もいない。今日は少し寒いしな。

「それで、用件はなんだ？」

「用件っていうか……ただ、虎鉄くんとふたりきりでおしゃべりしたかっただけよ。……迷惑だった？」

「そんなことないぞ。俺も二宮と話したいと思ってたし」

「ほんとっ？　嬉しいっ！」

　二宮はぱあっと顔を輝かせる。

　教室ではおとなしいのに、いまは天てん真しん爛らん漫まんって感じだ。猫を被っているというほどじゃないが、教室では無理してるんだろうな。

「どんなこと話すっ？　虎鉄くんが知りたいことはなんでも話すわっ！　パンツの色でも性癖でもなんでも教えるわっ！」

　なぜ話を変態方面に持っていこうとするんだ……。二宮がどんな下着を穿はいているのか気になるが、さすがに学校で破廉恥な質問はできない。

「そういうのじゃなくて、創作論を語りたいんだ」

　他人の創作論を聞くのは勉強になるからな。

　二宮は売れっ子だし、ストーリー作りのノウハウを学ぶこともできそうだ。

「創作論っ！　あたし、一度でいいからそういう話をしてみたかったの！」

「一度でいいからって、ほかの作家とそういう話をしたことないのか？」

「ないわ。だって話し相手がいないもの」

「話し相手がいない？」

　二宮は悲しげな顔でうなずいた。

「あたし……作家から嫌われてるの」

「二宮が嫌われてる？　どうして？」

「あたしのパパ、フェロモン文庫の編集長なのよ」

　親父さんが編集長。もしかすると二宮の親父さんは作家に厳しく接するひとで……そのせいで娘の二宮まで嫌われている、とかだろうか？

　推測していると、二宮が語りだす。

「フェロモン社って、香水関係の本に力を入れてる会社なの。あたしのママはイギリスの香水会社の社長で、パパが取材に出向いたのがきっかけで、付き合うようになったのよ。パパとママはすぐに結婚して……だけど、お互いに仕事があるから、月に一度くらいしか会えなかったの。あたしはママのところに一〇歳まで住んでたわ。だけど、ママの会社が日本に進出することになって、こっちに越してきたのよ」

「日本語はそれから勉強したのか？」

「パパと話すときは日本語だったから、しゃべることはできたけど、読み書きはちょっと苦手だったわ。だから日本語を勉強するために、漫画を読み始めたの。ちょうどその頃、パパはコミックモンモンの編集者だったから、パパがどんな仕事してるのか知りたいなと思って。でも、最初は勉強が目的だったけど……」

「だったけど？」

　二宮が、じわりと頰を赤らめる。

「いつの間にか、エッチな作品を読むのが目的になってたの」

「そっか……」

　まあ、一〇歳くらいってエッチなことに興味を持つ年頃だしな。

　日本は『ヘンタイ文化』が異常に発達してるって聞くし、海外暮らしが長かった二宮にとってはかなりの衝撃で、エッチな作品に夢中になってしまったのだろう。

「それからあたし、お風呂に入ってるときとか寝る前とか、エッチな妄想を楽しむようになったの。だんだんエッチな妄想が止まらなくなって……気づいたらエッチな小説を書くようになっていたの。そしたらパパが『うちで出版してみないか？』って話を持ちかけてきて、デビューしたんだけど……日本じゃこういうのを『コネ入社』って言うのよね？」

「まあ、そうとも言うな」

　べつに入社したわけじゃないが、父親のコネでデビューしたわけだし、間違いではない。

　新人賞は狭き門だ。そんな門を苦労してくぐり抜けてきた作家にとっては、父のコネでデビューしたという話は面白くないだろう。

「でも、売れたのは二宮の実力だろ？　まさかそれまで『父親の力を使ったに違いない』とか言われてるのか？」

　もしそうなら、それは単なる僻ひがみだ。

「そんなこと、言われたことないわ。だって、そもそも話しかけられたことがないもの」

「……話しかけられたことがない？」

　話し相手がいないのと、話しかけられたことがないのは、似ているようで全然違うぞ。

「授賞式のときだって、誰もあたしに話しかけてこないわ。親しげに笑いかけてきたのに、あたしの名札を見た途端、そっぽを向いて逃げていくの」

「……」

　いやそれペンネームに問題あるだけじゃね？

　俺だってパーティ会場で二宮を見かけて『はじめまして肉棒ぬめぬめ先生！』とか言いたくないしさ。

　堂々と呼べるのは鬼瓦先生みたいな骨の髄まで変態な作家だけだろう。

　でも、それを指摘するのは気が引ける。

　ペンネームは、本名と同じくらい思い入れのあるものなのだ。親に与えられたものではなく、自分で考えて決めたものだし、本名以上に愛着を持っている作家もいるだろう。

　そんな作家に『お前のペンネームおかしいぞ』とは口が裂けても言えない。

　それにまあ……もしかすると二宮があまりにも可愛くて、話しかけるのをためらってるだけかもしれないしな。

「だから……虎鉄くんを独り占めするのは許せないけど、あたしとおしゃべりしてくれた鬼瓦先生には感謝してるわ」

「だったら、また仕事場に来るといいよ」

　エロ系ライトノベル作家同士、気があうはずだ。

　俺を奪いに来たわけじゃないとわかれば、鬼瓦先生も歓迎してくれるだろう。

「そうね。次こそ虎鉄くんを奪い取ってみせるわ！」

　前回の反省をまるで活かしてないな、こいつ。

　ぜったいに歓迎されないぞ……。

「どうしても俺と仕事したいのか？」

「もちろんよ。いまのシリーズもアニメが終わったら畳む予定だし、そしたらすぐにでも虎鉄くんと仕事したいわっ！」

「二宮の作品、アニメ化してるのかっ？」

「うんっ。えっとね、これなんだけど……」

　と、二宮が弁当袋を開いた。

　そこには八冊の文庫本が入っていた。

　弁当にカモフラージュしていたらしい。紛らわしいな、俺のために弁当を作ってくれたのかと期待しちゃったよ……。

　だけど弁当に擬態させて正解だ。なにせ表紙には、触手に一八禁的なことをされている女の子が描かれていたのだから。

　てか、この女の子どこかで見たことが……

　そうだ！

「これ、触手陵辱アニメか！」

　鬼瓦先生とダイニングで観みたアニメだ。

　触手を重点的に観察するべくオープニングを飛ばしたためタイトルはわからなかったが、その正体は二宮が手がける『雌豚☆ハーレム（以下略）』だったらしい。

「虎鉄くん観てくれたのっ？　嬉しい！　どうだった？　エッチだったでしょ！」

「ま、まあ、エロかったよ」

「でしょっ？」

　にへら、と得意気に頰を緩ませる二宮。

　子どもみたいに無邪気に笑う奴だな、とほほ笑ましく思っていると──身を乗り出し、顔を近づけてきた。

「いまのイラストレーターさんもすごい実力のひとだけど、虎鉄くんが協力してくれたら、もっとエッチなものが生まれるわ！　だから……ねえ、あたしと一緒に仕事しましょ？」

　お互いの息がかかる距離で甘くささやかれ、ついうっかり首を縦に振りそうになる。が、俺はなんとか持ちこたえた。

「悪い。俺、二宮の手伝いはできないんだ」

「どうして？」

　悲しげな顔をする二宮。少し罪悪感を覚えつつ、俺は毅き然ぜんとした態度を貫く。
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「鬼瓦作品で手一杯なんだ。それに余裕があったとしても、いまは鬼瓦作品に集中したい。鬼瓦先生と協力して、いままでにないくらいエッチな作品を生み出したいんだ」

　あいつと約束したからな。

　エッチな作品を世に広め、『エッチなもの＝悪』だという風潮を変えてみせるって。

　スケジュール的に厳しいことになりそうだが、あのときの決意に悔いはない。

　俺たちの手で世界を変える──。

　これに燃えない男はいないだろう。

「つまりあたしのほうが鬼瓦先生よりエッチな作品を生み出すことができたら、あたしのイラストレーターになってくれるってことね？」

　自分の都合のいいように解釈する二宮だが……あながち間違いとは言いきれない。

　途中で鬼瓦先生を見捨てるようなまねはしたくないが、鬼瓦作品以上にエッチな作品が世に放たれるのは、むしろ望ましいことなのだから。

「少なくとも鬼瓦作品よりエロくないと、一緒に仕事することはないぞ」

　俺が言うと、

「わかったわ。あたしのほうが鬼瓦先生よりエッチな作品を生み出せるってこと、すぐに証明してみせるわ」

　と、二宮はすんなり理解を示したのであった。





◆






　そして放課後。

　先日同様、重役出勤した鬼瓦先生に手を引かれ、俺は学校をあとにする。だけど前回と違い、今回は三人で下校している。

「なぜきみがついてくるのだね？」

「虎鉄くんとおしゃべりしたいからよ」

　そう言ったのは二宮だ。教室から一緒というわけじゃなく、校門前で待ち伏せていたのである。

　二宮は鬼瓦先生に『肉棒ぬめぬめ先生』と呼ばれるのを怖れたのだろう。ペンネームに愛着はあるらしいけど、二宮は学校ではおとなしく振る舞ってるからな。

　鬼瓦先生にエッチな話題を振られるのを避けたがっているのだ。

「虎鉄くんもあんたよりあたしとエッチなことをしたほうが楽しいに決まってるわ」

　いまはまわりに誰もいないため、二宮は肉棒ぬめぬめとして振る舞っている。

「なぜそれを知っているのだね？」

「悪い、俺が話した」

　昼休みのことだ。弁当を食べながら仕事の話になり、これから口絵に取りかかるところだと告げたところ、二宮が『モデルになってあげよっか？』と言いだしたのだ。

　正直悪い話じゃないため、引き受けてもらうことにしたのである。

　作品作りの参考にするためなら、鬼瓦先生も喜んで二宮を招くだろう。

　そう思ったのだが……

「私のラッキースケベじゃ不満かね？」

　鬼瓦先生は不機嫌そうに唇を尖とがらせている。

「不満はないよ。鬼瓦先生のラッキースケベ、イラストの参考になってるし」

「ならば肉棒先生に頼る必要はないだろうに。これからも、私と虎鉄くんのふたりきりで良い作品を生み出していこうじゃないか」

「だめよ！　あんたじゃ参考になんてならないわ！　だってあんたのラッキースケベには致命的な欠点があるもの！」

「そ、そんなものはないよ！」

「いいえ、あるわ！　あんた──貧乳じゃない！」

「くっ」

　ズバッと指摘され、鬼瓦先生が悔しげにうめいた。

　その様を見て、二宮は鬼の首を取ったように調子づく。

「知っての通り、エッチな作品では貧乳より巨乳のほうが需要があるわ！　必然的に巨乳キャラのほうがイラストになる頻度が高いわ！　つまり鬼瓦先生！　あんたみたいな疑似ロリじゃラッキースケベの参考にならないのよ！」

「うぅ。気にしていることをズバズバと……まったく、酷い女だよ、きみは。虎鉄くんは、私でも参考になると思っているのだろう？」

　鬼瓦先生がすがりつくような眼差しを向けてくる。

「さっき言った通り、鬼瓦先生のラッキースケベは参考になってるよ」

「虎鉄くんっ」

「だけど、二宮の言うことにも一理あると思うぞ」

「わ、私を見捨てるのかね？」

　おろおろする鬼瓦先生に、俺はほほ笑みかける。

「見捨てないって昨日約束しただろ？　俺は鬼瓦作品をエロく仕上げる。そのためには、二宮の協力が欠かせないんだ」

　実際、音無静香をはじめとする女キャラクターはひとりを除いて巨乳だからな。唯一の貧乳キャラも、現実世界では並くらいの大きさだ。

　二宮の協力があったほうがよりエッチなイラストになるのは間違いない。なので俺は、二宮のラッキースケベを見てみたいのだ。

　そこにいやらしい気持ちなどない。あくまで勉強！　俺と鬼瓦先生の夢を叶えるために必要なことなのである！

「ほら、虎鉄くんがこう言ってるわよ？　どうする、貧乳先生？　ねえ、どうするの？　あたしの協力が必要なんじゃないのぉ？」

　二宮に煽あおられ、鬼瓦先生は「ぐぬぬ」と唸うなる。

　そして、諦めたようにため息をついた。

「まことに不本意ではあるけれど……背に腹は替えられないよ」

「決まりねっ」

　エッチなことをすることになり、二宮は嬉しそうに顔を輝かせた。

　俺も嬉しい。二宮、どんなことしてくれるんだろ？　あのシーンを再現するのかな？　それとも、あのシーンかな？

　わくわくしながら歩を進めていき、マンションまでたどりつく。

「私と虎鉄くんはラッキースケベの準備をするので、きみはそこで待っていたまえ」

　五〇三号室のドアノブに手をかけ、鬼瓦先生が指示を出す。

「わかったわっ。虎鉄くん、またあとでね！」

　うきうきとした表情で手を振る二宮。手を振り返そうとしたが、鬼瓦先生に背を押され、俺は室内へ入った。

　バタン！

　がちゃ！

　鬼瓦先生が俊敏な動作でドアを閉めて施錠した。ふぅと一息つき、

「さて、邪魔者は消えたのだよ」

　爽やかな笑みをたたえて言う。

　まさかの騙だまし討うちである。背に腹は替えられないんじゃなかったのか？

『ちょ、ちょっと！　邪魔者ってあたしのこと!?』

　二宮の怒声が響いた。

　この部屋は防音対策が施されているが、さすがにこの距離だと聞こえるらしい。

「二宮が叫んでるぞ」

「なにも聞こえないよ」

『う、うそつくんじゃないわよ！　こら！　開けなさい！　開けなさいよっ！』

　ばんばんとドアを叩き、ぱかぱかと郵便受けを開閉する二宮。しかし、みるみるうちに声は弱まっていき、

『うぅっ。あたしもラッキースケベに参加させてよぉ……』

　さすがに聞くに堪えなくなり、俺はドアを開けた。

　二宮が涙目で抱きついてくる。

「虎鉄くん！　あたし、鬼瓦先生にいじめられたわ！」

「べ、べつにいじめたわけでは……。ちょっとふざけただけなのだよ」

　まさか泣かれるとは思わなかったのか、鬼瓦先生は申し訳なさそうにしている。しかし二宮は聞く耳を持たず、

「うそよ！　鬼瓦先生はあたしを寒空の下に放置するつもりだったのよ！　そして隣人が『どうしたんだい、お嬢ちゃん。寒いならうちにおいで』とあたしを家に招くの！　当然あたしはついてくわ。すると隣人は豹ひよう変へんしてあたしに襲いかかるのっ！　服をびりびりに破かれて、パンツを無理やり下ろされて、あたしは欲望の赴くままに犯されるのよっ！　それから隣人の男友達がぞろぞろやってきて、あたしは代わる代わる犯されてしまうの！　そして翌日、ゴミ捨て場に全裸で捨てられるのよ！」

　二宮の鼻息が荒い。

　めっちゃ興奮しているのがひしひしと伝わってくる。

　さてはこいつ、マゾだな？

　俺と同じことを思ったのか、鬼瓦先生は申し訳なさそうな顔を引っこめた。やれやれと肩をすくめ、

「時間の無駄だから、さっさとラッキースケベの準備をするのだよ。……あと、早く虎鉄くんから離れたまえ」

　二宮は洟はなをすすりつつ抱擁を解いた。

　そんな二宮をつれて、俺たちは監獄へと向かう。

「ちょっと待っていたまえ」

　そう言うと、鬼瓦先生は監獄をあとにした。ややあって、小袋を手にして戻ってくる。それから二宮の背中をぐいぐい押して、

「合図を出すまで、虎鉄くんは仕事をしていたまえ」

　と、浴室に入っていった。

「……」

　仕事しろと言われても、この状況で集中できる奴はいないだろ。可愛い女の子が、これからエッチなことをしてくれるんだからな。

　あの扉の向こうでエッチな準備をしているのだと思うと、集中なんてできっこない。

　とりあえずパソコンを起動させたが、やはり仕事に身が入らなかった。

　もどかしい思いをしていると──

『ちょ、ちょっと、どういうことよ！』

　二宮の悲鳴に似た抗議の声が響いた。あの二宮がうろたえるって……鬼瓦先生、どんな要求したんだろ？

　耳を澄ませると、ふたりのやり取りが聞こえてきた。

『いいから服を脱ぎたまえ。ちゃんとパンツも脱ぐんだよ』

『こ、虎鉄くんに隅々まで見られちゃうじゃないっ！』

『きみが望んだことじゃないか。ほら、脱いだらそこに寝そべりたまえ』

『わ、わかったわよ。虎鉄くんのために一肌脱ぐわ！』

『すでに全裸じゃないか』

『そういう意味で言ったんじゃ──って、なによそれ!?』

『いいから、じっとしていたまえ。手元が狂うかもしれないからね』

『ゃんっ！』

　……なにをしているのか非常に気になる。

　そわそわと部屋を右往左往していると、浴室のドアが開かれた。

「準備できたよ。さあ、入りたまえ」

　待ってました！

　俺はすかさず脱衣所へ踏みこむ。と、そこにはマットが敷かれており──




「え、ええっと……誕生日おめでとう、虎鉄くんっ！」




　二宮が恥ずかしげに叫んだ。

　俺の誕生日はとうぶん先だが、そんなことがどうでもよくなるくらい衝撃的な光景だ。

　一糸まとわぬ姿の二宮が、マットの上に仰向けになっていたのだから。

　いや、厳密に言うと全裸じゃない。

　雪のような白い肌は晒さらされているが──胸の先端とか下腹部とか、見られてはいけない箇所はホイップクリームで隠されていたのだ。

「な、なにやってんの!?」

　動揺を隠しきれない。正直言うとエッチなのを期待していたが、ここまでのものが飛び出してくるとは思わなかった。

　ていうか二宮、抵抗しろよ……。

　一応、口では嫌がってたようだけど、ほんとはやりたかったのかもしれないな。二宮、マゾっぽいし。

「これは主人公の誕生日を祝うシーンだよ」

「たしかにそういうシーンはあったが……」

　まさかそのシーンを再現するとは思わなかったよ。

「ね、ねえ、あたしどうなるの？　なにをされるの？」

　原稿を読んでいない二宮は、このあとなにをされるのかわからないのだ。びくびくしている二宮に、鬼瓦先生は淡々と告げる。

「どうもこうも、食べ物を粗末にするわけにはいかないからね。原稿に書いてある通り、すべて舐なめて落とすよ」

「な、舐めて落とすのかっ!?」

「うむ！　もちろん舐めるのは私だよ」

　お前かよ！　そこは俺に任せようよ！

「お、俺の誕生日を祝うんじゃないのか？」

「正しくは主人公の誕生日さ。それにこれはエッチなイラストを描く勉強だから、きみはクリームを舐められた肉棒先生のエッチな表情を目に焼きつけたまえ。さあ、舐めるよ」

「い、痛くしたら怒るんだからね!?」

「すぐに気持ちよくなるよ」

「あ、あんたに舐められて気持ちいいわけ──ひゃぅっ」

　ぺろっと胸の先端を舐めると、二宮が艶めかしい声を上げた。

　生クリームで隠された部分が舐め落とされ──

「なにをしているんだい？　きみが見るべきは顔だよ、顔」

「わ、わかってるよ！」

　くそっ！　あとちょっとだったのに！

　俺は二宮の顔を見下ろす。

「んっ！　やだ！　ちょっと！　変な舐め方しないでよ！」

「変な舐め方というのは、こういうことかい？」

「んゃっ──そ、それをやめてって言ってるのにっ！」

「口では嫌がっているけど、下の口は正直だね」

「は、はあ？　そんなわけないじゃない！　あんたなんかで気持ちよくなんてならないんだからっ！」

「いつまで耐えられるか、見物だよ」

　悪役に徹する鬼瓦先生と、指を嚙んで声を我慢する二宮。

　そんなふたりのやり取りを聞きながら、俺は恥じらう二宮の顔を観察する。

「虎鉄くん、ちゃんと目に焼きつけたかい？」

「あ、ああ」

　思いっきり目に焼きつけた。一生忘れることはないだろう。

「では次に進むとするよ。また呼ぶから、しばらく待っていてくれたまえ」

　脱衣所を閉め出され、再び監獄で待機する俺。

　さっきみたいな無茶ぶりはされなかったのだろう。

　今回は嫌がる二宮の声が響くことなく、浴室のドアが開かれた。

　──二宮は下着姿だった。

　俺と目が合い、かあっと顔を赤く染める。

「えっ、ちょ！　な、なんで開けるのよ!?　まだ着替え終わってないのに！」

「ラッキースケベの代名詞──着替え中にご対面、さ。いまの肉棒先生のリアクション、ちゃんと目に焼きつけたかい？」

「ああ。焼きつけたよ」

「だ、だめよ！　焼きつけちゃだめ！　今日の下着、あんまり自信ないやつだし……うぅ、こんなことになるなら勝負下着を穿いてくればよかった……」

　よくわからないところで落ちこむ二宮。

「なにを恥ずかしがっているんだい？　きみは虎鉄くんのためならなんでもすると言っただろう？」

「い、言ったけど……」

「きみの覚悟はそんなものなのかい？　私なんて、もっとすごいことをしたというのに。もっとも、きみと違って、私はエッチなことに抵抗なんてきゃあ!?」

　突然二宮が鬼瓦先生のスカートをめくり上げた。青と白の縞しま々しまパンツが露わになる。

「ちょっ、やだ！　な、なにをしているのだねきみは!?」

「スカートをめくられたシーンよ！」

「そ、そんなシーンはないのだよ！」

「じゃあ書きなさい！」

「書かないよ！　やめたまえ！　こ、虎鉄くんが見ているじゃないか！」

「虎鉄くん、目に焼きつけて！」

「だ、だめだよ！　見ないでくれたまえ！」

　鬼瓦先生は必死にスカートを押さえるが、二宮のほうが力が強いようだ。パンツを隠しきることができず、鬼瓦先生の顔は真っ赤に染まる。

　その反応を見て満足したのか、二宮はスカートから手を離した。

「ま、まったくもう！　いきなりエッチなことをするなんて信じられないよっ！　きみ、もう帰りたまえ！」

　恥ずかしそうに目を潤ませたまま、鬼瓦先生が怒鳴る。

「虎鉄くんを独り占めしないって誓うなら帰ってやるわ」

「ふんっ。お断りだよ。虎鉄くんは私のパートナーだからね。これから先も、私と一緒にエッチな作品を生み出していくのだよ」

「そんなの宝の持ち腐れよ！　あたしのほうが虎鉄くんのエッチな絵を活かせるわ！」

「私のほうが活かせるよ！　売り上げからも、私のほうがエッチな作品を書くのが上手いことは明らかだよ！」

「いままではね。でもこれからは違うわ。あたしの新作は、あんたの新作よりもエッチになるもの！」

「寝言は寝て言いたまえ！　そもそも虎鉄くんは、ほかの仕事をしている余裕などないのだよ。私が次から次に原稿を上げるのでね」

「あんたがハイペースで書いたら、虎鉄くんがあたしと仕事できなくなるじゃない！」

「それでいいのだよ。虎鉄くんは、私のものだからね！」

「あんたのじゃないわよ！　あたしのほうが虎鉄くんに相応ふさわしいエッチな話を書けるんだから！」

「エッチな話で負けるつもりはないよ」

　二宮が不敵に笑う。

「じゃあ、どっちが虎鉄くんのイラストに相応しい話が書けるか──Ｅ‐１グランプリで決着をつけましょう！」

　鬼瓦先生がぴくりと眉を動かす。

「ほぅ。きみ、あれに挑むのかね？」

「そういうあんたも……でしょ？」

「愚問だね」

　ふふふ、くくく……と、ニヤニヤ笑いあう鬼瓦先生と二宮。

「なあ、そのＥ‐１グランプリってなんだ？」

　さっきから蚊帳の外だけど、俺は賞品にされているのだ。だったら教えてもらう権利はあるだろう。

「Ｅ‐１グランプリとは、エロ小説ナンバーワングランプリのことだよ。社内では『変態淑女の祭典』と呼ばれているよ」

「変態淑女の祭典？」

　うむ、と鬼瓦先生はうなずき、淡々と説明する。




　Ｅ‐１グランプリとは、複数の出版社が合同で開催する『次代のエロ作家を育むための読者参加型企画』のことらしい。

　同一テーマで短編を書き、特設サイト上で公開。

　読者投票で一位に輝いた作品は、出版確約なのだとか。

　ちなみに参加作家は各出版社から一名ずつ。

　読者には伏せられているが、参加資格は三〇歳以下の女性に限られているとのことだ。




「どうして女性限定なんだ？」

　男性作家のなかにもエロ系のライトノベルを書くひとは大勢いるだろう。彼らにとって不公平ではないだろうか。

「猿渡くんいわく、同じ条件で男性限定の企画もあったらしいのだがね。副賞がネックになって参加者が集まらず、お蔵入りしたそうだよ」

「副賞って？」

「優勝者には出版確約のほか、二位以下の参加作家に対して公序良俗に反しない範囲でのエッチな要求ができるのだよ」

　だったら集まらなくても無理ないな。

「てか、女性作家は集まったのかよ」

「当然よ。だってエッチ描写の参考になるもの。副賞目当てで参加する作家も多いって、あたしの担当が言ってたわ」

「ちなみに私も副賞目当てで参加したのだよ」

　だから別名『変態淑女の祭典』なのか。なるほど、言い得て妙である。

「二宮も参加するのか？」

「もちろんよっ。フェロモン文庫を代表するエッチな作家といえば、あたしだもの。当然、あんたも出るのよね、鬼瓦先生？」

「もちろんだよ。とはいえ、まだ一文字も書いてないがね」

　二宮は戸惑うように目を瞬かせる。

「ま、まだ書いてないわけ？　締切まであと一週間しかないわよ？」

　締切まで一週間。

　俺に課せられた締切と同じ日が、Ｅ‐１グランプリの締切日らしい。

「それだけあれば間に合うよ」

「さすがは速筆作家ね。まあ、あたしもまだ最後まで書けてないんだけど……。とにかく、これであたしが勝ったら虎鉄先生はいただくわ！」

「きみに負けるなんてありえないよ！」

「そこまで勝つ自信があるなら、虎鉄先生をかけて勝負しなさい！」

　ここで弱腰になるのはエロ作家としてのプライドが許さないのか、鬼瓦先生は勝ち気な笑みを浮かべた。

「ふん。構わないよ。きみに格の違いというものを思い知らせてやるのだよ！」

　ばちばちと火花を散らすふたり。

「ちょ、ちょっと待て！　それ、俺になにかメリットあるのか？」

　話を聞いた限りでは、俺の仕事が増えるだけだ。

「きみにメリットはないよ」

　だよね！　ないよね！　俺もそう思ったもの！

「じゃあ、虎鉄先生にメリットがあればいいのね？」

「ん。まあ、ないよりはあったほうがいいが……」

「あたしが勝ったら、虎鉄先生に処女をあげるわ」

「さ、さすがにそれは」

「迷惑？」

「い、いや、そういうわけじゃないが」

　こういうのは、お互いに愛しあってないとだめな気がする。てか、こんなふうに処女を捧ささげられると俺の罪悪感が半端ない。

「じゃあ、おっぱいを揉もませてあげる」

「まあ、それなら」

　俺の感覚もだいぶおかしくなっている気がするが……おっぱいを揉むだけなら罪悪感は抱かない。

「では、私が勝ったらきみにおっぱいを揉ませてあげるよ」

「揉む胸ないじゃない」

「くっ。……だ、だったら、おっぱいを吸わせてあげるよ。だから、賞品になってくれるかい？」

　鬼瓦先生と二宮が、じっと見つめてくる。

　俺は、いま抱えている仕事に全力を注ぎつつ、合間に漫画を制作しようと考えていた。

　これ以上仕事が増えれば、漫画に割ける時間がますますなくなってしまう。

　だけど、現時点で漫画に割ける時間はあってないようなものだ。ならば担当作がひとつ増えたところで、もはやなにも変わらないのではないだろうか？

　それに……

　俺は、鬼瓦先生と二宮の胸元を見る。

　サイズは違うけど、美少女のおっぱいだ。これを揉んだり吸ったりしたいと思うのは、男として当然の欲求だろう。

　俺は男らしい漫画を描きたいと思っている。

　そのためには、男らしい経験をしたほうがいいだろう。

　女体を知らずして、真の男にはなれないのではないだろうか。

　逆に言うと、女の子の胸を揉むことで、俺は男として一ひと皮かわ剝むけるのではないだろうか。




　男らしい経験をすることで、男らしい漫画が描けるようになるのではないだろうか。




　確証はない。

　しかし、わずかでも可能性がある限り、やってみる価値はある！

「わかった。その話、引き受けてやる！」

　俺は力強く宣言した。

　まあ、変態淑女の祭典には各レーベルから選りすぐりの変態作家が集まるみたいだし、ふたりのうちのどちらかが優勝すると決まったわけじゃないけどさ。

「やったぁっ！　ぜったいに優勝して虎鉄くんを手に入れてみせるわ！」

「ぜったいに優勝して虎鉄くんとエッチな作品を世界に広めるのだよ！」

　それでも勝つ自信があるようで、ふたりはやる気満々になるのであった。





《第五幕　失禁パニック》







　鬼おに瓦がわら勘かん兵べ衛えと肉棒ぬめぬめが俺を賭けて勝負することになった日から時は流れ──

　五月一四日、土曜日。

　その日の夜、俺のスマホに二にの宮みや狐こ々こ亜あからの着信がきた。

『虎こ鉄てつくん、いま時間だいじょうぶ？』

「あー……うん、まあ」

　俺はなんとも気の抜けた返事をする。昨日から徹夜で挿絵を描いているため疲れ果てているのだ。

　頑張ったかいもあって挿絵は残すところあと二枚になったけどな。明後日が締切だが、このペースなら充分間に合う。ていうか、ここまできたらぜったいに間に合わせてみせる。

　とはいえ今日はもう無理だ。ちっとも頭が働かない。そろそろ寝て、明日の七時頃から仕事を再開するとしよう。

『ごめんね？　疲れてるならいいの』

　気の抜けた声を聞き、俺の体調を察したらしい。

「二宮と話すくらいの気力はあるよ」

『でも……忙しいんでしょ？』

　二宮は気遣わしげだ。鬼瓦先生にもこれくらいの優しさがあればなぁ……。

　まあ、あいつは仕事には厳しいけど、栄養管理にはかなり気を遣ってくれてるからな。調教されている側が言うのも変な話だが、鬼瓦先生は上手に飴あめと鞭むちを使い分けているのだ。

「忙しいけど、気にしなくていいよ。二宮にはお礼をしたいと思ってたし」

『お礼？』

　心当たりがないのか、きょとんとした声だ。

「こないだラッキースケベに付き合ってくれただろ？　あれのおかげで口絵がスムーズに描けたんだよ」

　身体に塗られたホイップクリームを舐なめられたときの表情とか、リアルじゃまずお目にかかれないからな。

　本来ならイメージで描くところだが、二宮が身体を張ってくれたおかげでエロい表情を目に焼きつけることができた。

　おかげで手間取ることなく高品質なエロい口絵を仕上げることができたってわけだ。

『虎鉄くんの役に立てて嬉うれしいわっ』

　二宮ははしゃいでいる。

　電話口の向こうでは、無邪気に笑っていることだろう。

　その笑顔を想像すると、なんだか気力が湧いてきた。美少女の笑顔には男を元気づけるパワーがあるのだ。

「とにかくそんなわけだから、用件を聞かせてくれ」

『えっとね。実を言うと、虎鉄くんに手伝ってほしいことがあるの』

　手伝ってほしいこと？

「それって、イラスト絡みか？」

　もしそうなら、申し訳ないが断らせてもらう。

　二宮にお礼をしたい気持ちはあるが、Ｅ‐１グランプリの決着がつくまでは鬼瓦作品のイラストしか手がけないって決めているのだ。

　ちなみにＥ‐１グランプリの投票期間は五月二三日から一週間だ。五月三〇日の一七時ジャストに特設サイト上で結果が発表されるらしい。

　作家も事前に結果を知ることはできないらしく、変態淑女たちはドキドキしながらその瞬間を迎えることになるってわけだ。

　五月三〇日は月曜日。学校から帰宅したときに鬼瓦先生が笑っているか泣いているかで、俺の運命も変わってくるのだ。

　賞品になっている以上は他人事じゃないし、その日は俺も授業に身が入らないだろうな。

『虎鉄くんのイラストは、決着がつくまで我慢するわ』

「そっか。なら俺に手伝ってほしいことってなんだ？」

『勉強よ』

　二宮が言った。

「勉強？」

『うん。いまＥ‐１グランプリ用の原稿を書いてるんだけど……クライマックスシーンがどうしても上手く書けなくて……。シーンの参考にしたいから、明日あたしに付き合ってほしいの』

　シーンの参考か。

　二宮の作風はエロいし、そもそも今回のグランプリは次代のエロ作家を育む企画なのだ。いま二宮が書いている原稿も、当然エロいはず。

　つまり、エッチなシーンの再現を手伝ってほしいってことだ。

　これは引き受けざるを得ない！

　ただ……

「そのシーンを再現するのって、どれくらい時間かかるんだ？」

　残り二枚とはいえ、締切が迫っているのだ。けっこう時間がかかるなら、二宮の頼みを引き受けることはできない。

『三時間あればできるわ』

　明日は日曜で学校は休み。一日フルに使えるし、挿絵はあと二枚だ。三時間くらいなら外出しても問題ない。仕事から逃げだすわけじゃないし、鬼瓦先生も外出を許してくれるはずだ。

「わかった。俺でよければ付き合うよ」

『ありがとっ。こんなこと、虎鉄くんにしか頼めないもん。えっと、それじゃあ……集合時間は一三時でいいかしら？』

「いいよ。待ち合わせ場所はどうする？」

　いつもラッキースケベは五〇三号室でしているが、今回は鬼瓦作品とは無関係だからな。ここではしゃぐと鬼瓦先生に迷惑がかかってしまうし、場所を移したほうがいいだろう。

『迎えに行くからマンションの前で待ってて。じゃ、明日を楽しみにしてるわねっ』

　うきうきとした声を響かせ、二宮は通話を切った。

　けっきょくどこに行くのかは聞きそびれてしまったが……まさか路上でエッチなことをするとは思えないし、ラッキースケベは二宮の家でするのかな？

　家族にばれないか心配だが、両親が家にいるとも限らない。

　ま、そのことは明日確認するとしよう。

　ともあれ一三時から三時間なら、この監獄に戻ってくるのは一七時前後になるはずだ。午前中に挿絵を一枚終わらせれば、締切には間に合うだろう。

　あとは……

「鬼瓦先生！」

「なんだい？」

　カーテンが開き、ジャージ姿の鬼瓦先生が姿を見せる。

「明日の昼頃出かけてくるから、鉄格子の鍵を開けといてくれないか？　もちろん締切は守るし、ちゃんと帰ってくるからさ」

　真摯にお願いすると、鬼瓦先生はうなずいた。

「構わないよ。たまには気晴らしも必要だからね。ちょっと待っていてくれたまえ」

　鉄格子の前から姿を消し、ややあって戻ってくる。

　その手には、諭吉さんが握られていた。

「これで遊んできたまえ」

「いや、金はいらないよ」

　俺より稼いでいるのは間違いないが、年下の女の子から金を受け取るのは気が引ける。生活費を出してもらっている身分で言うのもなんだけど、ヒモになるつもりはないのだ。

「だけど、遊ぶにはお金が必要だろう？」

「金がかかる遊びはしないと思うぞ。どういうことをするのかは知らんが、たぶん場所は二宮の家だからな」

　目的地を告げると、鬼瓦先生が、むっと眉をつり上げた。嫉妬しているような目つきで俺を見つめ、

「なぜ肉棒先生の家に行くんだい？」

「詳しいことは聞いてないが、俺に手伝ってほしいことがあるってさ。もちろんイラスト絡みじゃないけどな。……だめか？」

「だめというわけではないけれど……」

　不安そうに瞳を揺らし、甘えるような声で言う。

「ちゃんと帰ってきてくれるかい？」

「もちろんだ。こないだ約束しただろ？　俺とお前で世界を変えるって。心配しなくても今回のシリーズはきっちり最後までやり遂げるさ」

　不安を吹き飛ばすように明るく笑いかけると、鬼瓦先生は唇をほころばせた。そして、嬉しげに表情を緩ませ、

「もうこの鍵は、必要なさそうだね」

　がちゃり、と鉄格子を解錠したのであった。





◆






　そして翌日。

　一三時ぴったりにマンション前にやってきた二宮に連れられ、俺は仕事場から徒歩二〇分のところにある商店街を訪れていた。

「二宮の家ってこっちにあるのか？」

　俺はとなりを歩く二宮にたずねる。

　二宮はロングスカートにシャツという、おとなしめの格好をしていた。露出度は控えめながらも胸が大きいため色っぽく見える。

　歩くたびにゆさゆさと胸が揺れ、思わず釘くぎ付づけになりそうなのを必死に我慢する。

「あたしの家は逆方向にあるわ」

「てことは二宮の家に行くわけじゃないってことか？」

「うん。ていうか家に行くならこんな荷物持ってこないわよ」

　二宮は肩にスポーツバッグをかけていた。

　外出時に多くの荷物を持っていく女性は珍しくないため、あえて訊きかなかったけど……冷静に考えてみると大荷物だ。

　そんなものを担いで、いったいどこに行くのだろうか。少し不安になってきた。

「なあ、俺たちどこに向かってるんだ？」

「カラオケ店よ」

「カラオケ店？」

　てことは、サービスシーンを再現するわけじゃないってことか。でも、だったらなにをするんだろ？

「男の前で歌ってるときの気持ちが知りたいとか、そういうことか？」

「ううん。歌うのが目的じゃないわ」

「じゃあなにしに行くんだ？」

「映画を観みるのよ」

　カラオケ店は歌うための施設だが、映画やゲームをすることもできる。

　大音量を流しても迷惑はかからないため、そういう用途で利用する奴もいることは理解できる。

　だが。

「映画を観るだけなら、自宅でもいいんじゃないか？」

「家は無理よ。だって今日はママがいるもの」

　それのなにが問題なのかと思ったが、もしかするとエッチな映画を観るのかもしれない。

　中高生向けのライトノベルを刊行しているフェロモン文庫の編集長ならエッチなものに寛容だろうが、香水会社の社長ならエッチなものが苦手でも不思議はないからな。

　まあ、どのみち娘が男とエッチな映画を観ていることがばれれば気まずい空気が流れるだろうけど。

　そういう意味では二宮の選択は正解と言える。

　お金はかかるが、そんなにたいした額じゃないしな。女の子と一緒に映画を観るのだと思えば安い出費である。

「映画は持ってきてるのか？」

「もちろんよ」

　二宮はスポーツバッグに手を突っこみ、映画のケースを取り出した。

「わっ、バカ！　こんなところで取り出す奴が……」

　俺は言葉を失う。

　てっきりエッチな映画を取り出したのかと思ったが、違ったのだ。

「虎鉄くんにバカって言われた……」

「い、いまのは冗談だ！」

「……ほんと？」

「本当だ！　二宮はバカじゃない！　賢いぞ！」

「えへ。嬉しい……」

　尊敬する俺にバカと言われたのがよほどショックだったのだろう。マジでへこんでいた二宮を慰めた俺は、気を取りなおすように咳せき払ばらいしてからたずねた。

「映画って、それを観るのか？」

「うん。なにか変かしら？」

「いや、変っていうか……それ、ホラー映画だろ？」

　パッケージには返り血を浴びたマスク姿のバケモノが描かれていた。間違いなくホラー映画である。

　二宮はうなずき、

「殺人鬼に追いかけまわされる女子大生を描いた映画よ」

「そ、そっか……」

　俺が顔を強ばらせたことに気づいたのか、二宮はくすっと笑う。

「もしかして虎鉄くん、怖いの？」

「べ、べつに怖くないぞっ！」

　ぶっちゃけ怖い。

　美少女との映画鑑賞と天てん秤びんにかけても帰りたいと思うくらい、俺はホラー映画が苦手だ。

「ふふっ。強がっちゃって。怖いなら手を繫つないであげてもいいわよ？」

　くそっ、からかいやがって……。

　二宮と手を繫ぎたい気持ちはあるが、それをするとあまりにも情けなさすぎるので手は繫がないでおく。

「そういう二宮は平気なのか？」

「平気よ。次はどんな酷い目に遭わされるんだろうって想像したら興奮するもの」

　このマゾめ！　そんなふうにホラー映画を楽しむ奴がいるとは思わなかったよ！

「ほんと、二宮はそういう妄想が好きなんだな」

「うん、大好き。エッチな妄想してると、お腹の下がきゅううううってなって、すっごく気持ちいいの。みんなにも同じように気持ちよくなってほしくて、エッチな妄想を小説にしてるのっ」

　二宮は楽しげに語っている。話し相手がいないって嘆いてたし、こういう作家的な話をしたいと思ってたんだろう。

　商店街でこんな話をするのは恥ずかしいが、あたりは賑にぎ々にぎしい声に包まれているのだ。俺たちの話なんか聞こえてないだろうし、変態トークに付き合ってやるとするか。

「どうりでヒロインの心理描写がすげえエロいと思ったよ」

「読んでくれたのっ？」

　ほんと、嬉しそうに笑う奴だな。

「一巻だけだけどな」

　ちなみに読んだのは弁当袋に包まれていたライトノベル──『雌豚☆ハーレム（以下略）』だ。

　ほかのイラストレーターがどんなふうにエロい絵を描いているか気になり、ぱらぱらとページをめくっているうちに引きこまれてしまったのだ。

　内容はざっくり言うと、一八禁ゲームの世界に転生した主人公が触手魔法を頼りに魔王討伐を目指す物語だ。

　女を絶頂させるたびに経験値が溜たまり、触手がグレードアップする。設定を見たときはなんじゃそらと思ったが、読んでみると『次はどんなスキルを触手に付与するんだろ？』ってわくわくした。

　そういうゲーム的要素とエロ描写の合わせ技で、男のハートをがっしり摑つかんだのだろう。

「虎鉄くんが読んでくれるなんて夢みたいっ！　新作はもっとエッチに書いてみせるわ！　もちろん新作のイラストレーターは虎鉄くんよ！　あたしと一緒にいっぱいエッチな本を作りましょっ！」

「こ、声がでかいっ！」

　商店街は賑々しいが、さすがに叫んだら誰かに聞かれる怖おそれがある。そうでなくても、二宮は注目されてるんだからさ。

　隙だらけというか、なんというか。二宮は気づいてないようだが、さっきから男たちがすれ違うたびに二宮をちらちらと見て、俺に嫉妬の眼差しを向けてくるのだ。

「この商店街は、学校の近くにあるんだ。知り合いがいてもおかしくない。もしクラスの奴らに聞かれたら、変態だって思われちまうぞ」

「それもそうね。気をつけるわ」

　表情を引き締める二宮。

　それからはエッチな話をせずに歩いていき、目当てのカラオケ店にたどりつく。

　受付前で、俺たちは話しあう。

「映画って、二時間くらいか？」

「うん。だけど余裕を持って、利用時間は三時間にしておくわ。それと、お金はあたしが出すからね」

「自分の分は自分で払うよ」

　所持金は心許ないが、さすがにカラオケで三時間遊べるくらいのお金は持ってきている。

「だめよ。あたしが誘ったんだもの」

　二宮はきっぱりと言った。

「……わかった。じゃあ、お言葉に甘えるよ」

　俺がうなずくと、二宮は店員さんに向きなおる。フリードリンク付きの三時間コースに決まり、俺たちはマイクとリモコンと空のグラスを持って部屋に入る。

「まずは飲み物を注ぐか？」

「うん」

　俺たちは受付横のドリンクバーへと向かう。

　俺はエナジードリンク、二宮はウーロン茶だ。

　よほど喉が渇いていたのか、二宮はその場でぐいっとウーロン茶を飲み干した。さらにウーロン茶を注ぎ、また飲み干す。それからウーロン茶を注いだところで、

「どんだけ喉渇いてんだ？」

　ツッコミを入れた。飲みすぎだろ。映画の途中でトイレに行きたくなっても知らんぞ。

「べつに渇いてないわよ」

　ならなぜ飲みまくるんだ？　戸惑いつつも部屋に戻り、ソファに腰かける。と、二宮はごくごくとウーロン茶を飲み始めた。

「そんなにウーロン茶が好きなのか？」

「ジュースのほうが好きよ。ただ、あのなかで一番利尿作用が高いのがウーロン茶だったのよ」

「……利尿作用？」

　ほうける俺に、二宮はまじめな顔をして言う。




「あたし、失禁したいの」




　……えっ？　い、いまなんて言った？　もしかして失禁って言ったのか？　いやまさかそんなわけないよね？

「いま、なにをしたいって言った？」

「失禁よ」

　聞き間違いじゃなかった。

「な、なに考えてんだ!?」

　失禁とは、お漏らしのことだ。

　自らの意思で失禁を望む女子高生がいることに、俺は動揺を隠しきれない。

　いったいどうして二宮は漏らしたがってるんだ？　ここに来た目的はホラー映画を観ることじゃなかったのか？　……ん？　ホラー映画？

　……もしかして。

「ホラー映画を選んだのって、失禁を誘発するためだったりするのか？」

「うん。びっくりしたら、漏らしちゃうでしょ？　だからホラー映画にしたの」

「そっか。帰っていい？」

　俺はストレートに告げた。

　二宮にはお礼したいと思っていたが、さすがにクラスメイトの失禁には付き合いたくない。

「だめよっ。虎鉄くんがいないと意味ないものっ！」

　どうしてクラスメイトのお漏らしを見届けなきゃいけないんだよ！

「せめて理由を聞かせてくれ……」

「Ｅ‐１グランプリで優勝するためよ。あれにはテーマが定められてるの」

　同一テーマの短編で競いあうってことは知っているが、どういうテーマかは聞かされていなかった。

　まあ、話の流れから察しはつくけど。

「どんなテーマなんだ？」

「『失禁』よ」

　案の定だった。

「じゃあ、クライマックスシーンで詰まってるっていうのは……」

「お漏らしのシーンよ」

　ですよね……。

　常識的に考えると、クライマックスにお漏らしシーンを持ってくるのはどうかと思うが……失禁がテーマの小説なら納得がいく。

「事情はわかった。でも、それなら家ですればよかったんじゃないか？」

「誰かに見られないと興奮できないわ」

「今日は家にお袋さんがいるんだろ？」

　だったら条件はクリアだ。

「たしかにママに見られるだけでも興奮するけど……こういうのは、一番見られたくないひとに見られるのが一番興奮するのよ」

「で、俺に白羽の矢が立ったのか」

「うん。あたしにとって、虎鉄くんは異性で唯一の友達だもの。それに虎鉄くんのこと、世界一尊敬してるわ。そんなひとに漏らしたところを見られるなんて……あぁっ、考えただけで興奮しちゃうっ」

　恍こう惚こつの表情になる二宮。

　こいつ、早くも興奮してやがる！

　しかし、まあ……。

　言動は変態のそれだが、気迫というか、並々ならぬ覚悟は感じられる。

　二宮は恥ずかしいのを我慢して、いまここに座っているのだ。よりエッチな作品を生み出すために──読者に喜んでもらうために、覚悟を決めてここへ来たのだ。

　そのプロ意識は尊敬できるが、さすがに場所がなぁ……。

「ここで失禁したら、店のひとに迷惑がかかるんじゃないか？」

「だいじょうぶよ。これを持ってきたもの」

　二宮はスポーツバッグから大量の吸水シート（ペット用）を取り出し、ソファに敷いた。さらに消臭剤（置き型とスプレー型）を取り出し、テーブルに置く。ここまで準備してるってことは、漏らしたとき用の着替えも持ってきているはずだ。

　なるほど、失禁の準備は万端ってわけか。

　ここまで準備されたら、もう付き合うしかないよなぁ……。

「わかった。付き合うよ」

「ありがとっ。虎鉄くんなら付き合ってくれるって信じてたわっ！」

　俺は失禁に付き合ってくれそうな男に見えるのか……。

　心外だけど、女の子に信じてもらえるのは嬉しいことだし、ここは喜んでおくとするか。

「ちょっと待ってね！　すぐに準備するからっ」

　二宮が映画をセットして、部屋の灯りを消す。

　それから俺のとなりに腰かけ、ぎゅっと腕に抱きついてきた。柔らかく弾力のある胸がぐにぐにと押しつけられ、柑かん橘きつ系けいの香りが漂ってくる。

「あっ、始まるわよっ」

　ホラー映画が始まり、おどろおどろしい悲鳴とともに血みどろのタイトルが表示される。

　いつもの俺ならこの時点で怖がっているが、すぐとなりに失禁をもくろむ美少女がいるため映画に集中できない。

　ていうか、

「なあ。これ、俺も濡ぬれるんじゃないか？」

　吸水シートがあるとはいえ、二宮は俺に密着しているのだ。これじゃ俺の身体も濡れてしまう。

「だいじょうぶ。虎鉄くんの着替えも持ってきてるから」

「そっか。ならだいじょうぶだなっ」

　冷静に考えればまったくだいじょうぶじゃないが、度重なる変態的な言動に影響されて俺もおかしくなってきたみたいだ。

　安心したら、映画に集中できてきた。マスクを被った殺人鬼に追いかけられ、いきなり一人目の犠牲者が出る。

　うわぁ、残酷……。

　目を逸らしたくなる凄惨なシーンだ。俺はとなりへ視線を逃がす。と、そこには真剣な眼差しで映画に見入る二宮の横顔があった。

「……」

　あらためて見ると、ほんとに綺き麗れいだな。こんな女の子に密着されているのだと思うと、急にドキドキしてきた。

　ちょうど尿意が襲ってきたし、心を落ち着かせるためにも一度部屋を出よう。

「なあ。トイレに行ってきていいか？」

「虎鉄くんがいないと興奮できないわ」

「すぐに戻ってくるからさ」

「むー……。わかったわ。でも、早く戻ってきてね？　虎鉄くんがいないと、漏らしても意味ないんだから」

「わかってるって」

　そう言って、俺は部屋を出た。

　そのままトイレに直行し、すっきりしたところで──




「おっ、近この衛えじゃねえか！」




　うしろから聞き覚えのある声が響いた。

「や、山やま田だ！」

　クラスメイトの山田が個室から出てきたのだ。

　なんで山田がここにいるんだ!?

　などと驚いてしまったが、歌うために決まっている。世界広しといえど失禁するためにカラオケ店を訪れるのは二宮くらいのものだろう。

「近衛もカラオケか？」

「あ、ああ。そうだ」

　利用目的は失禁を見届けることだが、事実を口にできるわけがなく、俺はうなずいた。

「山田は……ひとりか？」

「クラスの男連中と来てるぜ。近衛も混ざるか？」

「わ、悪い。連れがいるんだ」

「連れって……戌いぬ亥いさんか？」

　山田は羨ましげだ。二宮と来てるぞ、とか言うと泣かせてしまいそうだし、最悪の場合、男たちが二宮と親睦を深めるために部屋に乗りこんでくるかもしれない。

　そうなれば大惨事だ。

　山田に噓うそをつくのは申し訳ないが、ここはうなずいておくとしよう。

「ああ。あいつと来てるぞ」

「いいなぁ……。なあ、どうすればあんな可愛い娘と仲良くなれるんだ？」

「あいつとは仕事で知り合ったし、働けばいいんじゃないか？」

「なるほど、仕事か。アドバイスありがとな！　じゃ、また学校で！」

　そう言い残し、山田はトイレをあとにした。

「ふぅ」

　俺はため息をつく。

　まさかクラスメイトがいるとは思わなかった。

　部屋の場所を訊かれなかったし、乗りこんでくることはないだろうけど、念のため違うカラオケ店に移ったほうがいいかもしれない。

　などと考えごとをしながら部屋に戻ってみると──

「こ、虎鉄くぅん……」

　二宮が、瞳に涙を浮かべていた。

　ま、まさか──

「も、もう漏らしたのかっ？」

「ま、まだ、だけど……も、もう限界なの……」

「そ、そっか。えっと、じゃあ……俺は見届けたらいいのか？」

「だ、だめ」

「だめ？」

「や、やっぱり漏らしたくないわ。だ、だって……恥ずかしすぎるもの」

　いまさらかよ。

　ともあれ、恥ずかしがってくれて一安心だ。覚悟は決めたつもりだったが、漏らさないのが一番である。

「じゃ、急いでトイレに行ってこいよ」

「む、無理よ。動いたら漏れちゃうわ……」

　本当に限界間近らしい。漏らす直前になって急に恥ずかしくなったのだろう。

「俺にどうしろというんだ？」

　お漏らし直前の女子を介抱したことなどないため、こういうときの対処法がわからない。

「お、お腹を圧迫されたら漏れちゃうからぁっ……あたしをお姫様だっこして、トイレにつれてってほしいわ……」

　お姫様だっこか……。

「実は、さっきトイレでクラスメイトと出くわしたんだ。そいつにお姫様だっこしているところを見られたら、俺とお前が付き合ってるとか、そういう噂うわさを流されちまうぞ」

　俺が言うと、二宮はじんわりと頰ほおを紅潮させた。

「こ、虎鉄くんとなら、そういう噂が立っても嫌じゃないわ……」

「そ、そっか……」

　こういう状況じゃなければ嬉しい言葉だったんだけどなぁ。

「と、とにかく、あたしをトイレにつれてって」

「わ、わかったよ」

　お腹に刺激を与えないように細心の注意を払いつつ、お姫様だっこする。

　にしても、まさか人生初のお姫様だっこがこんなことになるとは。もっとロマンチックなのを期待してたんだけど……。

「んゃっ」

　俺の腕のなかで、二宮がぶるっと震えた。

「ど、どうした？」

「ゃあっ、ぁあっ、らめっ、き、きちゃうっ、きちゃうぅっ！」

「ま、待て！　耐えろ二宮！　きちゃだめ！　きちゃだめだ！」

　廊下に山田たちがいないことを確認し、急いで女子トイレへ向かう。そして無事に入口までたどりつき、

「ここから先はひとりで行ってくれ」

「いやっ、無理っ。漏れちゃう！　漏れちゃうからっ」

　二宮は一歩も動けないらしい。

　しかし、さすがに女子トイレに入るわけにはいかないし……。

　こうなったら、しょうがない。

　俺は二宮を男子トイレに運び、個室に座らせた。

　その瞬間、

「やっ、あっ、だめっ、だめだめだめっ──────！」

　二宮が慌ただしくパンツを下ろし、そして──

　二宮ダムが決壊した。

　俺は足に根が生えたように動くことができず、衝撃のあまり目を見開き、じっと見守ることしかできなかった。

　やがて、音が消えた。

　はっと我に返った俺の目に、真っ赤に染まった二宮の顔が映りこむ。碧へき眼がんにたっぷりと涙を浮かべ、いまにも泣きだしそうな顔をしている。

「お、お願い。見ないで……」

「わ、悪い！」

　俺はダッシュで個室から飛び出した。

　バクバクと荒ぶる心臓をなだめつつ、トイレの外で待っていると──スマホが振動した。見ると、二宮からの着信だった。

『こ、虎鉄くん？　いま外に出ても平気？』

「あ、ああ。いまなら誰もいないぞ」

　がちゃりとドアの開く音が聞こえ、手を洗う音が響き、顔を真っ赤にした二宮狐々亜が出てきた。

　ひとまず部屋に戻り、ソファに座る。
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　長い長い沈黙のあと──

「……今日のことは、誰にも言わないで」

　言えるわけねえだろ。

「今日のことは墓場まで持っていくよ。だけど……これって参考になったのか？」

「失禁の怖さはわかったわ。おかげでいい作品になりそう。ありがとね、虎鉄くん」

　二宮が、にこりと笑う。

　気苦労が絶えなかったけど、この笑顔で疲れは吹っ飛んでしまった。

「どういたしまして」

　それから撤収作業を終えると、俺たちは帰路に就いたのだった。





◆






　マンションの前で二宮とお別れしたあと。

「ただいまー」

　へとへとになりつつも帰宅した俺は、ラブドール軍団の出迎えを受ける。見慣れた光景なので驚くことなく廊下を歩き、鬼瓦先生の仕事部屋に踏みこんだ。

　大量の本で埋め尽くされた部屋に鬼瓦先生の姿は見当たらない。玄関の鍵は開いてたし、家にはいるはずだけど……

　鉄格子が開いてるし、風呂にでも入ってるのかな？

　ラッキースケベに期待しつつ、監獄内へ身を移す。

　ひとまずパソコンを起動させ、それからトイレのドアを開けた。

「……っ!?」

　目に飛びこんできた信じられない光景を前に、俺は硬直してしまう。

「やあ、おかえり虎鉄くん」

　穏やかにほほ笑みかけてきたのは──鬼瓦先生だ。

　トイレに座り、パンツをくるぶしまで下ろし、じぃっと俺を見つめている。

　ど、どうしてここに鬼瓦先生がいるんだよ！

　このトイレは俺専用って言ってたじゃないか！

　そう叫ぼうとしたが、衝撃のあまり上手く声が出てこない。

　と、とにかくここにいるのはまずい！　見えちゃいけないものが見えてしまう！　俺はダッシュでトイレを出るとドアを閉め、

「なにしてんの!?」

　腹の底から叫んでやった。

『なにって、ここはトイレだよ？　やることはひとつじゃないか』

　ドアの奥から落ち着いた声が聞こえてくる。

　そう……。俺にトイレ姿を見られたのに、こいつは落ち着いているのだ。

　つまりこれはラッキースケベだ。俺の反応を見るために、わざわざ待ち構えていたってことだ。

　ったく、心臓に悪いにもほどがあるぞ。

　トイレ姿を見せてきたってことは、今回のこれは失禁絡みのラッキースケベってことだ。

　二宮みたいに『Ｅ‐１グランプリ用の短編を書くために失禁姿を見届けてほしい』って素直に言ってくれればいいのに……。

　まあ、素直に言われたところで心臓に悪いことに変わりはないけどさ。

「二宮といい、鬼瓦先生といい、男に、その……そういう姿を見られて恥ずかしくないのか？」

　言ってから気づいたが、いきなり二宮との約束を破ってしまった。

　ま、まあでも具体的にどういう姿を見たかまでは言ってないし、セーフだよな。

「口ぶり的に、肉棒先生の用件はＥ‐１グランプリ絡みだったようだね」

　言いながら、鬼瓦先生がトイレから出てきた。

　流す音が聞こえなかったし、トイレに座っていただけみたいだ。

「ああ、そうだ。二宮の用件もＥ‐１グランプリ絡みだった」

「やはりね。ちなみに私のラッキースケベと肉棒先生のラッキースケベ、どっちのほうがエッチだったか教えてくれるかい？」

「どっちもエロかったよ！」

　俺は正直に叫んだ。

　おしっこを我慢している二宮の表情はエロかったし、パンツを下ろした鬼瓦先生の姿もエロかったのだ。

「ったく、どうしてお前らはそんなにエロいことができるんだ」

「面白い物語を生み出すためさ。そのためなら私はなんでもしてみせるよ。肉棒先生も、私と同じ気持ちだろうね」

　鬼瓦先生はまじめな顔で語る。

　なんでもしてみせる──。

　そう口で言うのは簡単だが、実行に移すのは難しい。

　だというのに、鬼瓦先生と二宮は恥ずかしいのを我慢して実行しているのだ。

　こいつらのプロ意識は、俺の想像を遥はるかに超えている。

　やってることは変態だけど……本当に凄い奴らだと、心の底から尊敬できる。




「なあ、鬼瓦先生……。俺も変態になれば、面白いストーリーを思いつけるのかな？」




　俺は変態になんてなりたくない。はじめて鬼瓦先生と出会ったときはそう思っていたが、面白いストーリーを生み出すには『なんでもする』という覚悟を実行に移さなければならないのだ。

　鬼瓦先生や二宮と接してみて、俺はそう理解した。

　自分で言うのもなんだが、俺の覚悟は本物だ。読者のハートに火をつける血湧き肉躍る漫画を生み出すことができるなら、変態だろうとなんだろうとなってみせる。

「変態として振る舞うことで面白いストーリーが描けるかもしれないと思うなら、まずは変態になってみるといいよ。実際に行動しないことには、なにも変わらないからね」

「鬼瓦先生……！　そうだよな。うだうだ言ってないで、とにかく行動してみるしかないよな！」

　鬼瓦先生に背中を押され、覚悟が決まった。

　俺は変態になる。

　普段ならぜったいにやらないことをやることで──鬼瓦先生や二宮みたいに変態として振る舞うことで脳が刺激され、いままでではとうてい思いつかないようなネタが閃ひらめくかもしれない。

　そのネタを活かすことで、とんでもなく面白いストーリーが生まれるかもしれない。

　確証はない。

　だけど、やってみなければわからないのだ！

「きみ、燃えているね」

　俺を見つめ、鬼瓦先生が言った。

「どうしてわかったんだ？」

「目を見ればわかるさ。きみの目はメラメラ燃えている──情熱が宿っているよ。きみはいま、漫画を描きたくてたまらないんだ。違うかい？」

「違わない。俺はいま、かつてないほどに漫画を描きたいと思っている！」

　俺が熱く叫ぶと、鬼瓦先生はにこりと笑った。

「だったら、いますぐ漫画を描くといい」

「いや、まだ挿絵が一枚残ってるんだが」

「やる気があるときに描いたほうが、面白い作品が生まれるからね。きみの漫画に対する情熱はかつてないほどに激しく昂たかぶっているんだ。面白い物語を生み出したいなら、いま描くのが一番だよ」

「で、でもイラストの締切は明日だぞ？」

「わかっているさ。猿さ渡わたりくんには私から連絡しておく。だからきみは漫画を描きたまえ」

「……どうして協力してくれるんだ？」

「きみは私の夢に協力してくれたからね。だから私も、きみの夢を応援するのさ」

　鬼瓦先生……。

「その言葉だけで、充分すぎるほど応援になるよ」

「言葉だけで？」

　きょとんとする鬼瓦先生に、俺は力強くうなずく。

「俺、まずは挿絵を終わらせるよ！」

「い、いいのかい？」

「いいんだ。プロとして締切を破るわけにはいかないからな。きっちり挿絵を終わらせて、そんでもって、最高に熱くて面白い漫画を生み出してやるぜ！」

　俺はいま、かつてないほどに燃えているのだ！

　一日空いたところで、やる気が萎えることはない！

　やることをすべて終わらせてからのほうが漫画作りに集中できるしな！

「よっしゃ！　やってやる！　やってやるぜ！」

　いまだかつてないほどのやる気を滾たぎらせて挿絵を終わらせた俺は下半身を露出させ──変態になり、漫画作りに取りかかったのだった。





《終幕　虎こ鉄てつのリベンジ》







　五月三〇日、月曜日。

　本来なら登校している平日の昼下がり、俺は仕事場でガッツポーズを取っていた。

「っしゃあ終わったァ！」

　血湧き肉躍る傑作漫画が完成したのである！

　一巻の締切日から二週間──。俺は学校へ行かず、漫画制作に打ちこんできた。それがついに終わりを迎えたのだ。

　猿さ渡わたりさんは『ネームでいいですよ』って言っていたけど、今回もきっちりペン入れまで終わらせた。

　急きゆう遽きよ掲載されてもいいように、カラー扉絵も描いている。

　いままでは徒労で終わったが、今回は努力が報われること間違いなしだ。

「傑作だ！　最高傑作だ！」

　珠玉のストーリーを読み返し、俺は自画自賛する。ちゃんと前回の反省を活かしたし、文句なしの出来映えだ。

　猿渡さん、驚くだろうなぁ。

　──『虎鉄先生がここまで成長するとは思いませんでした！』

　──『虎鉄先生の漫画、とっても面白いです！』

　なんて褒めてくれるかもしれない。

「っと、こうしちゃいられないな！」

　できることなら今日のうちに打ち合わせをしたい。早く結果を知りたいのだ。つっても、本誌に掲載されるのはわかりきっているがなっ！　読み切りとして掲載するか、いきなり連載になるかのどちらかだろう。

　本誌に載った自分の漫画を想像してニヤニヤしつつ、猿渡さんにメールを送る。するとすぐに反応が返ってきた。

　俺の熱意が伝わったのか、一時間後に編集部に来てくださいと返信が来たのだ。

「鬼おに瓦がわら先生！」

　呼びかけると、鉄格子が開かれた。

「ど、どうしたんだい？」

　監獄にやってきた鬼瓦先生は、そわそわと落ち着かない様子だ。くりっとした瞳を壁に向け、俺と目を合わせてくれない。

　どうしたんだろ？

　……あ、そうか。

「悪い、忘れてた」

　俺は下半身を露出させていたのだ。変態になることで面白い漫画が描けるようになると信じ、常時ふるちん状態で漫画を描いていたのである。

　思った通り、最高の漫画が生まれた。変態になることで画期的なネタが生まれ、それを漫画に活かすことで珠玉のストーリーが爆誕したのだ。

　ちなみにいまの俺の格好は、鬼瓦先生とよく似ている。ぶかぶかとしたシャツを羽織り、ち●こが見え隠れしているのだ。

　だというのに──同じような格好をしてるってのに、鬼瓦先生は恥ずかしがってるのだ。いわゆる同族嫌悪ってやつかな？

「自分だって下半身を露出させてるのに、そんなに恥ずかしがることないだろ」

「私はちゃんと下着を身につけているよ。……もう穿はいたかい？」

「ああ、穿いたぞ」

　パンツとズボンを穿くと、鬼瓦先生は安心したようにこっちを見た。

「で、どうしたんだい？」

「漫画ができたから、これから打ち合わせに行ってくる」

「これから行くのかい？　……いつ帰ってくるんだい？」

　鬼瓦先生は寂しそうな顔をしている。

　そういえばここ二週間、俺はずっとここで漫画を描いてたからな。俺がいるのが当たり前に感じられ、ちょっと出かけるだけでも寂しく感じてしまうのだろう。

「一七時頃に帰ってくるぞ」

「ちゃんと帰ってきてくれるかい？」

「どうしてそんなことを訊きくんだ？」

「今日はＥ‐１グランプリの結果発表があるからね。結果次第では、きみが戻ってこないかもしれない──そんな気がしたんだよ」

　そういえば俺、賞品にされてるんだっけ。

　漫画制作にのめりこむあまり、すっかり忘れてしまっていた。

　グランプリ用の原稿は短編だ。出版するには大幅に加筆修正する必要があるし、すぐに仕事が増えるってことはないだろうけど……

　二巻イラストの締切日は、二週間後だ。鬼瓦先生のスケジュール通りにことが運べば、今日から二週間おきに締切がやってくる。

　そう考えるとげんなりしてしまうけど……

　でも、俺は逃げたりしない。

　こうして最高の漫画を描くことができたのは、鬼瓦先生と二にの宮みやのおかげだ。変態として振る舞うことで、画期的なネタを思いつくことができたんだからな。

　自分ひとりじゃ、変態になろうなんて思いもしなかった。ふたりがいなかったら、俺はいまだに連載レベルの漫画を生み出すことができなかっただろう。

　だから鬼瓦作品の仕事は最後まできっちりやり遂げるし、グランプリで優勝したほうのイラストは俺が担当してみせる。

　しかし……

「こんなことを言うのもなんだが、鬼瓦先生が優勝すると決まったわけじゃないぞ」

「肉棒先生が油断ならない相手ということはわかっているさ」

　さすがは教材として『雌豚☆ハーレム（以下略）』を観みていただけのことはあり、彼女は二宮のことを侮ってなどいなかった。

　もちろん、ほかの変態淑女たちのことも油断ならない相手として警戒しているだろう。

　参加者は各出版社から選りすぐられた変態淑女。であれば当然、鬼瓦先生や二宮と同じように、『失禁』という一見ふざけたテーマに対して真剣に取り組んでいるはずだ。

　今回の勝負、誰が優勝してもおかしくないのである。

「だけど優勝するのはこの私だよ」

　鬼瓦先生は負けるかもしれないという不安を吹き飛ばすように、力強い声で言う。

「きみほどのエッチな絵を描くひとを、私はほかに知らないからね。それに……たとえ、万が一きみ以上のエッチな絵を描くひとがいたとしても、私はきみとタッグを組みたい。生涯のパートナーとして、エッチな作品を生み出していきたいと思っている。だから私は必ず優勝してみせる」

　こんなに可愛い女の子から告白めいたことを言われ、やる気にならない男はいない。

「ああ！　俺の絵はエロいからな！　鬼瓦先生のエロ描写に俺の絵があわされば無敵だ！　さらに俺の漫画が連載されれば、俺たちの夢は叶かなったも同然だ！」




　エロ描写に定評のある鬼瓦作品。

　エロい絵に定評のある俺の漫画。




　そのエロ過ぎる二作を世の中に広め、エッチなものは悪だという風潮を変えてみせる！

「っと、そろそろ打ち合わせに行かないと」

「きみの帰りを待っているよ」

　そうして鬼瓦先生に見送られ、俺は意気揚々とマンションをあとにした。

　待っていろよ、猿渡さん！

　今日こそあんたをぎゃふんと言わせてやるぜ！

　覚悟しとけ！

　意気込みつつ、俺はエクスタシー社へと向かった。





◆






「ボツです」

　俺の最高傑作を超スピードで読んだ猿渡さんは、さらっとした口調で言った。

「……えっ？　い、いまなんて言いました？」

「ボツです」

　猿渡さんがあらためて無慈悲にボツを宣告する。

　連載を勝ち取る自信があった俺はしばらくのあいだ呆ぼう然ぜんとする。はっと我に返ると席を立ち、猿渡さんに詰め寄る。

「ど、どうしてボツなんですか！」

「クソつまらないからですよ」

　いつも通りの理由だった。

　どうしてこの面白さが伝わらないんだよ！

　いままでの漫画もかなり面白かったけど、今回の漫画は過去最高に面白くできた自信があるのに！

「どこがどうつまらないんですか！　ちゃんと前回の反省を活かしてきたのに！」

「わたし、前回なんて言いましたっけ？」

「『とにかく女の子をたくさん登場させてください』ですよ！　それで俺、男女比１：９の学校を舞台にしたんです！　さらに前回の反省を活かし、主人公は平均身長の男子高生にしました！　なのにどうしてボツなんですか！」

「えっと、ひとつひとつ指摘しなきゃだめですか？」

　猿渡さんは、とても面倒臭そうに言う。

「当たり前です！　このままじゃ納得できません！」

「わかりました。まず、女キャラクターに問題があります」

　女キャラクターに？

「えっと……思い当たる節がないんですけど」

「思い当たる節がない？　では言わせていただきますが──女キャラの身長二センチってどういうことですか!?」

　なんだ、そこが引っかかったのか。

「女の子をたくさん出すために身長を二センチにしたんです。おかげで一コマにぎっしり詰めこむことができましたよ」

「たしかにたくさん登場させろと言いましたけどもッ！　登場させりゃいいってもんじゃないんですが!?」

　どうやら猿渡さんは、女の子の身長を二センチにしたことが気に入らないらしい。

「たしかに登場する女性キャラクターは全員身長二センチです。でも、ずっと小さいままじゃありません！　主人公の目標は『一ひと目め惚ぼれした女の子の身長を一五〇センチに伸ばすこと』ですからね！　そして最終的にその女の子と結婚するんです！」

　今回の漫画は、主人公が一目惚れした女の子と結婚するために努力する物語だ。

　好きなひとのために努力する──。

　これに共感できなくて、なにに共感できるってんだ！

「たしかに女の子のために頑張る主人公はかっこいいです！　ですが、背を伸ばす方法が『製薬会社に入社して背を伸ばす薬の研究をする』って、どうしていつも肝心なところをリアル路線にしちゃうんですか！」

「俺、恋愛物にファンタジー設定は出したくないんですよね」

「女の子の身長が一番のファンタジーですけど!?　あと、とにかく話が地味すぎます！　主人公に勉強以外のこともさせましょうよ！」

「主人公は製薬会社に就職するため、難関大学の薬学部に入ろうとします！　そのために毎日勉強するんです！　遊んでいる余裕なんてありません！」

「毎日ひたすら勉強してるだけの漫画のどこが面白いんですか！」

「難題を解いた主人公の喜びを共有していただければと思います」

「たしかに難題が解けたときは嬉うれしいですけど地味すぎます！　おまけに難題を解いても、『にやり』ってほくそ笑むだけですし！　読者に喜びを共有してほしいならもっと派手に喜ばせましょうよ！」

「女の子をたくさん登場させるために、主人公には学校の図書室で勉強させてますからね。騒いだらほかのひとに迷惑がかかってしまいます」

「た、たしかにわたしも高校生の頃、図書室でおしゃべりしてたひとたちにイラッとしてましたけど……それを言うと、まったく盛り上がりどころがありませんからね、この話。あと、主人公なんですけど……身長問題は改善されてますが、台詞せりふがおかしいです」

「そうですか？　俺はおかしいとは思いませんけど……」

「では遠慮なく言わせていただきますけど──主人公の台詞が『やっぱりスクスク出版の参考書はわかりやすいぜ！』『この問題、スクスク出版の参考書に載ってたやつだっ！』『おっ、スクスク出版の参考書、新しいやつ出たのか！』ってスクスク出版さんへの愛に溢あふれすぎてます！　これじゃ広告漫画ですよ！」

「スクスク出版の参考書、わかりやすいですけど」

「わかりやすいわかりにくいの話をしてるんじゃありません！」

　猿渡さんは疲れたようにため息をつき、

「とにかく、ボツです」

　と言った。

「またボツですか……」

「またボツです。あいかわらず、絵は最高にエッチなんですけどね。というわけで、鬼瓦作品の二巻のエッチなイラストも期待して待ってますから、早めに送ってくださいね」

　あぁ、そうだった……二巻のイラスト作業に入らなきゃいけないんだった……。それが終わったら三巻、その次は四巻のイラストを描かなきゃいけないんだった……。

　連載できそうだと浮かれていた俺は、ボツを宣告されたことで夢から醒さめた気分だった。これから地獄のようなスケジュールに突入するのだと思うと、頭がくらくらする。

「ぼんやりしてますけど、だいじょうぶですか？」

「……はい」

「だいじょうぶならいいんですけど。ところで締切を守ったご褒美のオ●ホ一年分ですが、どうしますか？　やっぱりいるなら後日お渡ししますけど」

「……はい」

「わかりました。それと、わたしとのデートはどうしますか？　気が変わったならデートしてあげますけど」

「……はい」

「ふふ、やっぱり気が変わったんですね。ま、無理もありません。高校生の男の子って、年上のお姉さんとのデートに憧れるものですからね。もしかして、エッチなことにも期待しちゃってます？」

「……はい」

「ほ、ほんとに期待しちゃってるんですね……。わ、わかりました。では後日あらためてご連絡差し上げますので、当日を楽しみにしていてください」

「……はい」

　ぼけーっとしながら返事をして、俺は家路に就いたのだった。




「おかえり虎鉄くん！」




　どんっ！

　意気消沈して仕事場に帰ってきた俺は鬼瓦先生にタックルされ、そのまま押し倒されてしまった。

「ど、どうしたんだ鬼瓦先生？」

「嬉しいことがあったのさ！」

　俺の下腹部に跨またがり、鬼瓦先生が嬉き々きとした表情で見下ろしてくる。

「う、嬉しいこと？」

　このタイミングで『嬉しいこと』なんてひとつしか思いつかないが……念のため訊いてみる。

「私がＥ‐１グランプリで優勝したのだよ！」

　案の定だった。

「そ、そうか。優勝したのか……」

　一緒に喜びを分かち合いたい気持ちはあるが……鬼瓦先生が優勝したってことは、俺の仕事が増えるってことだ。

　これで漫画の連載が決まっていれば心の底から祝福できたが、いまの俺にそんな余裕はない。

「というわけで、約束通りきみにイラストを担当してもらうよ！」

「あ、ああ。まあ、そういう約束だしな」

「うむっ！　すでにキャラクターデザイン案はできているから、きみのパソコンに送っておくよ！」

　えっ？

「も、もうできてるのか!?　まだ発売日すら決まってないのに!?」

「先ほど猿渡くんから電話がきてね。九月頃に出したいと言っていたよ」

　ボツを突きつけた直後に追い打ちをかけてくるとは……。

　猿渡さん、悪魔みたいな女だ。

「で、でも、刊行するには加筆修正しなきゃいけないんだろ？　さ、さすがに九月発売は厳しいんじゃないか？」

　頼む！　厳しいと言ってくれ！

　じゃないと俺のスケジュールがとんでもないことになっちまう！

「安心したまえ！　いまの私はやる気満々モードだからね！　来週には終わっているさ！　いやぁ、虎鉄くんの新しいエッチなイラストを見るのが楽しみだなぁ！　想像しただけで興奮してきたよ！」

　俺に馬乗りになったまま、おしりをもじもじさせる鬼瓦先生。

　そんな彼女を見上げ、俺は呆然とすることしかできなかった。

　……このクソ忙しいなか、九月発売予定の新シリーズが始動してしまったのだ。

　まあ、あくまで『予定』だし、締切日がいつになるかはわからないんだけどさ。

　いまの時点で確実に言えることは、ひとつだけ。

　鬼瓦勘かん兵べ衛えこと戌いぬ亥い詩し織おり──。

　絵師殺しの異名を誇る美少女の手により、俺は着実に病院へと近づいているということだけだ。

　俺ががっくりしていると、鬼瓦先生は立ち上がり、うきうきとした口調で言う。

「さて、今日はおめでたいことがふたつも起きたからね！　いつも以上に気合いを入れてご馳ち走そうを作るよっ！」

　ふたつ？

「優勝以外にもいいことがあったのか？」

　俺がたずねると、鬼瓦先生がきょとんとした。それから、じわりと顔を曇らせて、

「……ボツになったのかい？」

　遠慮がちにたずねてきた。

「ああ、ボツになったぞ」

「そうだったんだね……」

　さっきまでのはしゃぎっぷりが噓うそのように落ちこむ鬼瓦先生。

　この反応、もしかして……

「俺の連載が決まるって、信じてたのか？」

　きっとそうだ。ボツになると思っていたら、こんなに落胆しないだろう。

　鬼瓦先生は真剣な顔でうなずいた。

「きみの頑張りは私が一番理解しているからね。きみの努力は必ず報われると、私はそう信じていたよ」

「そっか……」

　俺はボツ地獄にはまっている。鬼瓦先生もそれは当然知っているはずだ。普通だったら『どうせまたボツになるんだろ』と思うだろう。

　だというのに、鬼瓦先生は連載が決まると信じてくれていた。連載が決まった前提で、俺と接してくれていた。

　だからこそ、ボツになったと聞いたとき、本気で落ちこんでくれたのだ。

　作家業は孤独な作業だ。いままでの俺なら、ひとり寂しく落ちこむだけだった。

　でもいまは、俺のために一喜一憂してくれる仲間がいるのだ。そう考えると、なんだか救われた気分になってくる。

「ひとりで盛り上がってしまうなんて……きみに申し訳ないことをしてしまったね」

「気にするな。ていうか気を遣われるほうがつらいから。それに俺も盛り上がりたい気分なんだ。だからお祝いしようぜ！」

「なぜだい？　きみは魂をこめて生み出した物語をボツにされたんだろう？　なのになぜ盛り上がりたいんだい？」

　ぶっちゃけさっきまでは寝込みたい気分だったが、いまは違う。

　鬼瓦先生は、俺のために悲しんでくれた。

　だから俺は、鬼瓦先生のために喜ぶのだ。

　それにＥ‐１グランプリでの優勝は、俺にとっても喜ばしいことなのだから。

「たしかに俺の原稿はボツになった。けど、鬼瓦先生はＥ‐１グランプリで優勝しただろ。そのイラストを担当するのは俺だ。この作品は間違いなくエロい作品に仕上がる。つまり俺たちは夢に向かって一歩前進したってわけだ。だから祝いたいんだよ」

　俺は漫画家であり、イラストレーターでもあるのだ。

　俺個人の夢は今回も破れてしまったけど、俺と鬼瓦先生の夢は実現に向かって一歩前進した。だからこそ、鬼瓦先生と一緒に祝うのだ。

　このあと地獄のようなスケジュールが俺を待ち構えているし、そのことを思うと憂鬱な気分になってしまうが……

「そういうことなら、思いきり祝おうじゃないか！」

　俺の想いが通じたのか、鬼瓦先生が満面の笑みになる。

　賑にぎやかすぎるし仕事が早すぎるしエロすぎるし、こいつのせいで疲れることもあるけど、なんだかんだ鬼瓦先生の笑顔にはパワーをもらっているのだ。この笑顔を見ているだけで、憂鬱な気分なんて吹き飛んでしまうのである。

　俺のために落ちこんでくれる鬼瓦先生を喜ばせるためにも、これからも頑張ってエロい絵を描いていかないとな！

　鬼瓦先生の笑顔を見て、俺はそう決意するのであった。

「お祝いが終わったら仕事を再開するよっ！　きみに描いてほしい絵が山ほどあるんだ！　きみがどれほどエッチに描いてくれるか……いまからとても楽しみだよっ！　これからもじゃんじゃんエッチな物語を生み出すから、どんどんエッチな絵を描いてくれたまえよ、虎鉄くん！」

　もちろん頑張るといっても、身体をぶっ壊さない範囲でだけどな！





[image: ]





《あとがき》




　はじめまして、猫ねこ又またぬこです。

　このたびは『絵師殺しの戌いぬ亥いさんとエロい絵に定評のある俺』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　エッチなイラストが大好きなラノベ作家と、そんな作家に愛されすぎた漫画家の物語。読者の皆様に少しでもお楽しみいただけたなら幸いです。

　最後に謝辞を。

　本作の出版にあたっては、多くの方々にご尽力いただきました。

　担当様をはじめとする講談社ラノベ文庫編集部の皆様。お忙しいなか可愛いイラストを描いてくださったイラストレーターのぱん先生。校正様、デザイナー様、本作に関わってくださった多くの皆様、本当にありがとうございます。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。

　それでは、次巻でお会いできることを祈りつつ。





二〇一八年とても暑い日　猫又ぬこ　
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本作品は、二〇一八年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







絵え師し殺ごろしの戌いぬ亥いさんとエロい絵えに定てい評ひようのある俺おれ




二〇一八年八月一日発行

猫ねこ又またぬこ

©Nuko Nekomata 2018
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